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凡例

タイトルは原則として資料の原題に基づくが、目録作成者が適宜付与したものには〔　〕を付し
た。　

作成者、宛先、年月日で、推定したものは〔　〕を付した。
一文書中に形態が異なるものが複数存在する場合、1枚＋1綴というように形態別に数えた。　
ホチキスなどの金属類の除去を行った。一文書中に金属類で綴られていたものが複数綴みられる場

合は、金属を除去後、綴毎にフォルダに収納した上で封筒に封入した。
当目録は華族史料研究会（内藤一成氏・土田宏成氏・今津敏晃氏・神谷久覚氏・清水唯一朗氏・水

野京子氏・阿部幸子氏）及び和田華子氏、芹澤良子氏が作成した目録を基に、和田華子氏（当館非常
勤調査員）、大江洋代氏（同前）が確認、再編成を行う形で作成した。
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Ⅰ　近藤廉平関係
文書

書簡の部

1　近藤廉平宛書
簡［資料番号1～
476］

1 朝川内かず書簡 朝川内かず 近藤廉平 7月11日 1通
無事を伝える

墨書

2 朝吹英二書簡 朝吹英二 近藤廉平 〔明治41年〕4
月14日

1通
米国における日本美術品展覧会につい

て
(1)Matsuda宛Charles L. Freer

書簡、1通/(2)同日本語訳、1通
墨書

3 敦二郎書簡 敦二郎 近藤廉平 大正3年11月8
日

1通
青島陥落等

墨書
封筒なし

4 阿部興人書簡 阿部興人 近藤廉平 明治12年11月
26日・〔不
明〕年11月15
日

2通
墨書

5 阿部興人書簡 阿部興人 近藤廉平 〔明治26年12
月〕24日

1通
墨書

6 阿部興人書簡 阿部興人 近藤廉平 〔明治27年〕9
月1日

1通
墨書

7 阿部興人書簡 阿部興人 近藤廉平 〔明治30年〕4
月12日

1通
墨書

8 阿部興人書簡 阿部興人 近藤廉平 〔明治33年〕4
月11日

1通
(1)「北海道虻田郡倶知安村山陰

農場小作人配置図」、1枚/(2)胆振国虻田郡
倶知安村の地図、1枚

墨書

9 阿部興人書簡 阿部興人 近藤廉平 〔明治37年〕9
月26日

1通
墨書

10 阿部興人書簡 阿部興人 近藤廉平 大正6年8月29
日

1通
農場売却

墨書
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11 阿部興人書簡 阿部興人 近藤廉平 〔大正7年〕7
月22日

1通
墨書

伊豆長岡より

12-1 阿部興人書簡 阿部興人 近藤廉平 2月25日 2通
墨書

もと請求番号1216に収納

12-2 阿部興人書簡 阿部興人 近藤廉平 5月3日 1通
札幌にての協議事項

墨書

13 阿部興人書簡 阿部興人 近藤廉平 11月1日 1通
墨書

14 阿部興人書簡 阿部興人 近藤廉平 15日 1通
待ち合わせの約束

墨書

15 阿部浩書簡 阿部浩 近藤廉平 〔明治31年〕1
2月4日

1通
難波二郎三郎身上の件

墨書

16 新居高二郎書簡 新居高二郎 近藤廉平 〔明治27年〕1
0月10日

1通
日清戦争関係

墨書
もと請求番号1216に収納

17 頥稽顙書簡 頥稽顙 近藤廉平 5月10日 1通
墨書

18 石川古致書簡 石川古致 近藤廉平 明治15年5月2
4日・〔年不
明〕2月3日

2通
墨書

2月3日は封筒なし

19 伊集院喜道書簡 伊集院喜道 近藤廉平 〔明治23年〕2
月22日

1通
本邦実業家組織の展望

墨書

20 磯辺包義書簡 磯辺包義 近藤廉平 〔明治30年〕4
月18日

1通
墨書

21 磯辺包義書簡 磯辺包義 近藤廉平・加
藤正義

1月17日 1通
墨書

封筒なし

22 磯辺包義書簡 磯辺包義 近藤廉平 3月10日 1通
墨書

封筒なし

23 磯辺包義書簡 磯辺包義 近藤廉平 3月10日 1通
墨書

封筒なし
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24 磯辺包義書簡 磯辺包義 近藤廉平 3月10日 1通
墨書

25 磯辺包義書簡 磯辺包義 近藤廉平 4月10日 1通
壱〇〇〇〇を領収

(1)磯辺包義宛佐々友房書簡(甲
号)(3月16日)、1通/(2)磯辺包義宛佐々友房
書簡(乙号)(4月9日)、1通/(3)近藤廉平宛加
藤正義書簡(4月10日)、1通

墨書

26 伊地知幸介書簡 伊地知幸介 近藤廉平 〔明治38年〕1
2月24日

1通
墨書

27 伊藤博文書簡 伊藤博文 近藤廉平 2月3日 1通
墨書

28 〔伊藤〕博文書簡 伊藤博文 近藤廉平 10月4日 1通
近藤邸へ8日に招待を受けた事への礼

状
墨書

封筒なし

29 伊東米治郎書簡 伊東米治郎
(日本郵船上
海支店長)

近藤廉平 明治43年5月2
6・30日

2綴
日本実業観光団の上海視察

ペン、印刷

30 犬養毅書簡 犬養毅 近藤廉平 1月11日 1通
墨書

31 犬養毅書簡 犬養毅 近藤廉平 7月31日 1通
墨書

もと請求番号1217に収納

32 犬養毅書簡 犬養毅 近藤廉平 20日 1通
墨書

33 〔井上〕馨書簡 井上馨 近藤廉平 〔明治38年〕4
月24日

1通
近況報告

墨書

34 〔井上〕馨書簡 井上馨 近藤廉平 7月19日 1通
墨書

35 井上高格書簡 井上高格 近藤廉平 2月24日 1通
墨書

封筒なし

36 井上高格書簡 井上高格 近藤廉平 3月14日 1通
墨書

封筒なし
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37 井上勝書簡 井上勝 近藤廉平 明治25年4月1
1日

1通
見接の件

墨書

38 岩井市松書簡 岩井市松(全
国海陸仲仕業
組合連合会副
会長)

近藤廉平 〔大正8年〕12
月14日

1通
全国海陸仲仕業組合連合会会員東上陳

情の際、面会の礼状
墨書

39 岩井勝次郎書簡 岩井勝次郎 近藤廉平 〔明治40年〕2
月24日

1通
日本セルロイド人造絹糸理事就任に対

する礼
ロンドンからの電報、2通

墨書、タイプ
もと請求番号1223に収納

40 岩井勝次郎書簡 岩井勝次郎 近藤廉平 〔大正4年〕3
月2日

1通
墨書

もと請求番号1223に収納

41 岩井勝次郎書簡 岩井勝次郎 近藤廉平 大正4年4月21
日

1通
鈴木商店加入承諾

墨書
岩井商店用箋
もと請求番号1223に収納

42 岩井勝次郎書簡 岩井勝次郎 近藤廉平 大正4年5月1日 1通
出資金利息仮支出

資産負債貸借対照表、1枚
墨書

岩井商店用箋
もと請求番号1223に収納、封筒なし

43 岩井勝次郎書簡 岩井勝次郎 近藤廉平 大正4年6月15
日

1通
手形入金

墨書
岩井商店用箋
もと請求番号1223に収納

44 岩井勝次郎書簡 岩井勝次郎 近藤廉平 2月16日 1通
墨書

もと請求番号1223に収納

45 岩崎久弥書簡 岩崎久弥 近藤廉平 明治30年2月7
日

1通
岩崎弥太郎墓前燈籠建設

印刷
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46 岩崎弥太郎書簡 岩崎弥太郎 近藤廉平 7月10日・7月
26日・9月16
日

3通
3通あり。7月15日は火災善後策、7

月26日は利益分配、9月16日は出産報告。
墨書

封筒に吉岡鉱山近藤廉平様とあり。も
と請求番号1216に収納。7月10、26日書簡
は封筒なし。

47 岩崎弥之助書簡 岩崎弥之助 近藤廉平 〔明治30年〕3
月20日

1通
岩崎弥之助宛柴四朗書簡、1通

墨書
もと請求番号1217に収納

48 岩崎弥之助書簡 岩崎弥之助 近藤廉平 明治39年4月1
7日

1通
大久保令父の病状について

墨書

49 岩崎弥之助書簡 岩崎弥之助 近藤廉平 〔明治40年〕7
月2日

1通
墨書

50 岩崎弥之助書簡 岩崎弥之助 近藤廉平 2月4日 1通
墨書

51 岩崎弥之助書簡 岩崎弥之助 近藤廉平・加
藤正義

2月20日 1通
午餐会への招待状

墨書

52 〔岩崎弥之助〕書
簡

岩崎弥之助 近藤廉平 2月21日 1通
墨書

封筒なし

53 岩崎弥之助書簡 岩崎弥之助 近藤廉平・加
藤正義

3月2日 1通
墨書

54 岩崎弥之助書簡 岩崎弥之助 近藤廉平 3月11日 1通
墨書

もと請求番号1216に収納

55 岩崎弥之助書簡 岩崎弥之助 近藤廉平 4月14日 1通
墨書

56 岩崎弥之助書簡 岩崎弥之助 近藤廉平・加
藤正義

5月9日 1通
墨書

57 〔岩崎〕弥之助書
簡

岩崎弥之助 近藤廉平 5月29日 1通
墨書

封筒なし
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58 岩崎弥之助書簡 岩崎弥之助 近藤廉平 6月29日 1通
ペン

THE　COBURG　HOTEL、 CARLOS
PLACE、 GROSＸENOR　SQUARE.　W.の
用箋

封筒なし

59 岩崎弥之助書簡 岩崎弥之助 近藤廉平 12月12日 1通
外資輸入の件について

墨書

60 岩崎書簡 岩崎 近藤(三菱会
社)

5月30日 1通
墨書

61 上田熊次書簡 上田熊次 近藤廉平 明治37年6月
〔27日〕

1通
墨書

軍事郵便

62 上原勇作葉書 上原勇作 近藤廉平 〔明治38年〕1
1月22日

1通
墨書

もと請求番号1217に収納

63 上原勇作葉書 上原勇作 近藤廉平 〔明治38年〕1
1月〔24日〕

1通
墨書

もと請求番号1217に収納

64 上原勇作葉書 上原勇作 近藤廉平 〔明治38年〕1
1月〔24日〕

1通
墨書

もと請求番号1217に収納

65 于振宗書簡 于振宗 近藤廉平 〔明治43年8月
19日〕

1通
墨書

封筒のみ

66 内田耕作書簡 内田耕作 近藤廉平 明治27年5月3
1日

1通
墨書

67 内田耕作書簡 内田耕作 近藤廉平・加
藤正義

3月13日 1通
墨書

68 宇山令四郎書簡 宇山令四郎 近藤廉平・執
事

〔明治38年〕1
月1日

1通
賀状

墨書
軍事郵便

69 遠藤喜平書簡 遠藤喜平 近藤廉平 大正9年8月23
日・8月24日

1通
墨書

封筒なし

70 王維亮書簡 王維亮(中華
民国江蘇実業
参観団代表)

近藤廉平 1通
墨書

近藤廉平関係文書目録
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記述法
備考

数量
付属資料
記述法
備考

数量
記述法
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71 王豊鎬書簡 王豊鎬 近藤廉平 〔2月11日〕 1通
賀状

墨書

72 王博謙書簡 王博謙 近藤廉平 5月15日 1通
墨書

73 大石正巳書簡 大石正巳 近藤廉平・久
米弘行

1月6日 1通
酒席上の謝罪、宇都宮平一の紹介

墨書

74 大石正己書簡 大石正己 近藤廉平 3月13日 1通
礼状

墨書

75 大浦兼武書簡 大浦兼武 近藤廉平 〔明治45年〕3
月16日

1通
墨書

もと請求番号1217に収納

76 大浦兼武書簡 大浦兼武 近藤廉平 〔明治45年〕4
月17日

1通
墨書

もと請求番号1217に収納

77 大浦兼武書簡 大浦兼武 近藤廉平 〔明治45年〕4
月26日

1通
墨書

もと請求番号1217に収納

78 大浦兼武書簡 大浦兼武 近藤廉平 〔明治45年〕4
月29日

1通
安達謙蔵名刺、1枚

墨書
もと請求番号1217に収納

79 大久保栄書簡 大久保栄 近藤廉平 〔大正4年〕2
月22日

1通
墨書

80 大久保書簡 大久保 近藤廉平 10月9日 1通
三菱時代のものヵ

墨書
封筒なし

81 大久保□□書簡 大久保□□ 近藤廉平 〔大正6年〕4
月10日

1通
日本郵船株の配当を巡る紛争について

墨書

82 大隈重信書簡 大隈重信 近藤廉平 〔明治41年〕3
月16日

1通
大石熊吉への援助依頼

受取証(近藤廉平宛大石熊吉)、1
枚

墨書

近藤廉平関係文書目録
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83 大河内輝剛書簡 大河内輝剛 近藤廉平 〔明治27年〕1
0月14日

1通
横浜日本郵船より広島宇品の廉平へ事

業等の報告
墨書

84 大河内輝剛書簡 大河内輝剛 近藤廉平 2月1日 1通
墨書

85 大河内輝剛書簡 大河内輝剛 近藤廉平 3月24日 1通
墨書

86 〔大河内正敏〕書
簡

大河内正敏 近藤廉平 2月21日 1通
貴族院工作

墨書

87 大崎軍泰書簡 大崎軍泰 近藤廉平 明治36年5月1
4日

1通
墨書

88 大山巌葉書 大山巌 近藤廉平 〔明治38年〕4
月21日

1通
ペン

もと請求番号1217に収納

89 岡崎邦輔書簡 岡崎邦輔 近藤廉平 3月23日 1通
墨書

90 岡本貞烋書簡 岡本貞烋 近藤廉平 7月13日 1通
墨書

91 岡本貞恷書簡 岡本貞恷 近藤廉平 9月 1通
墨書

封筒なし

92 岡本貞恷書簡 岡本貞恷 近藤廉平 〔9月〕 1通
墨書

封筒のみ

93 岡本書簡 岡本 近藤 12月27日 1通
墨書

94 奥井悌次郎葉書 奥井悌次郎 近藤廉平 明治40年1月 1通
ペン

もと請求番号1217に収納

95 小野友二郎書簡 小野友二郎 近藤廉平 4月28日 1通
自己紹介状

墨書
もと請求番号1217に収納

96 海上英民書簡 海上英民 近藤廉平 明治30年4月1
8日

1通
近藤郵船社長激励

墨書

近藤廉平関係文書目録
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97 鹿島貴慶書簡 鹿島貴慶 近藤廉平 11月12日 1通
選挙関係

墨書

98 鹿島秀麿書簡 鹿島秀麿 近藤廉平 11月10日 1通
墨書

もと請求番号1220に収納。

99 桂太郎書簡 桂太郎 近藤廉平 〔明治42年〕8
月26日

1通
墨書

100 桂太郎書簡 桂太郎 近藤廉平 〔明治42年〕1
2月11日

1通
墨書

101 桂太郎書簡 桂太郎 近藤廉平 〔明治43年〕1
2月26日

1通
墨書

102 桂太郎書簡 桂太郎 近藤廉平 〔明治44年〕9
月30日

1通
墨書

103 桂太郎書簡 桂太郎 近藤廉平 〔大正2年〕2
月

1通
墨書

104 桂太郎書簡 桂太郎 近藤廉平 3月8日 1通
墨書

もと請求番号1217に収納

105 桂太郎書簡 桂太郎 近藤廉平 4月22日 1通
(1)証（江木翼）、1枚/(2)証

（安達謙三）、1枚/(3)証（犬養毅）、1枚
墨書

もと請求番号1217に収納

106 桂太郎書簡 桂太郎 近藤廉平 6月10日 1通
墨書

107 〔加藤〕高明書簡 加藤高明 近藤廉平 〔明治29年〕4
月22日

1通
墨書、ペン

108 〔加藤〕高明書簡 加藤高明 近藤廉平 〔明治29年〕6
月10日

1通
土佐丸満載にて出航、郵船増資

墨書、ペン
ロンドンより

109 〔加藤〕高明書簡 加藤高明 近藤廉平 明治30年2月1
1日

1通
墨書、ペン

ロンドンより。もと請求番号1216に
収納。

110 加藤高明書簡 加藤高明 近藤廉平 〔明治33年〕2
月13日

1通
墨書

近藤廉平関係文書目録
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111 加藤正義書簡 加藤正義 近藤廉平 〔明治27年〕9
月10日

1通
墨書

宇品出張先宛

112 加藤正義書簡 加藤正義 近藤廉平 〔明治27年〕9
月16日

1通
墨書

宇品長沼方宛

113 加藤正義書簡 加藤正義 近藤廉平 〔明治27年〕1
0月15日

1通
墨書

広島浜田方宛

114 加藤正義書簡 加藤正義 近藤廉平 〔明治27年〕1
1月29日

1通
墨書

広島の日本郵船出張所宛

115 加藤正義書簡 加藤正義 近藤廉平 〔明治27年〕1
2月4日

1通
墨書

広島の日本郵船出張所宛

116 加藤正義書簡 加藤正義 近藤廉平 〔明治27年〕1
2月10日

1通
墨書

広島の日本郵船出張所宛

117 加藤正義書簡 加藤正義 近藤廉平 〔明治27年〕1
2月22日

1通
墨書

118 加藤正義書簡 加藤正義 近藤廉平 〔明治28年〕2
月22日

1通
日清戦争中船舶運用に関する相談

墨書
もと請求番号1216に収納

119 加藤正義書簡 加藤正義 近藤廉平 〔明治28年〕3
月

1通
墨書

広島の日本郵船出張所宛

120 加藤正義書簡 加藤正義 近藤廉平 〔明治31年〕9
月22日

1通
墨書

大磯の別荘宛

121 加藤正義書簡 加藤正義 近藤廉平 〔明治32年〕2
月22日

1通
墨書

122 加藤正義書簡 加藤正義 近藤廉平 〔明治32年〕3
月25日

1通
墨書

123 加藤正義書簡 加藤正義 近藤廉平 明治32年7月2
1日

1通
墨書

封筒なし

124 加藤正義書簡 加藤正義 近藤廉平 明治32年7月2
2日

1通
墨書

封筒のみ

近藤廉平関係文書目録
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125 加藤正義書簡 加藤正義 近藤廉平 〔明治33年〕3
月17日

1通
墨書

もと請求番号1216に収納

126 加藤正義書簡 加藤正義 近藤廉平 明治34年10月
18日

1通
墨書

127 加藤正義書簡 加藤正義 近藤廉平 明治39年7月1
4日

1通
リバプール行

ペン
封筒なし

128 加藤正義書簡　 加藤正義 近藤廉平・従
子

明治39年7月2
3日

1通
ロンドン報告

ペン
封筒なし

129 加藤正義書簡　 加藤正義 近藤廉平 明治39年7月2
5日

1通(2枚)
ロンドン報告

ペン
封筒なし

130 加藤正義書簡　 加藤正義 近藤廉平 明治39年8月1
2日

1通
エジンバラ報告

ペン
封筒なし

131 加藤正義書簡 加藤正義 近藤廉平 2月5日 1通
墨書

132 加藤正義書簡 加藤正義 近藤廉平 2月10日 1通
大石・犬養らへの選挙資金援助等

墨書

133 加藤正義書簡 加藤正義 近藤廉平 2月10日 1通
横浜支店における失態について(会計

処理の問題ヵ)
墨書

もと請求番号1216に収納

134 加藤正義書簡 加藤正義 近藤廉平 2月18日 1通
墨書

135 加藤正義書簡 加藤正義 近藤廉平 3月2日 1通
墨書

宇品長沼方宛

136 加藤正義書簡 加藤正義 近藤廉平 3月16日 1通
加藤正義宛耕之書簡(3月12日)、

1通
墨書

近藤廉平関係文書目録
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137 加藤正義書簡 加藤正義 近藤廉平 5月7日 1通
墨書

138 加藤正義書簡 加藤正義 近藤廉平 5月20日 1通
取締役会の報告

墨書

139 加藤正義書簡 加藤正義 近藤廉平 8月19日 1通
北海道巡視先

墨書

140 加藤正義書簡 加藤正義 近藤廉平 9月18日 1通
墨書

もと請求番号1216に収納

141 〔加藤〕正義書簡 加藤正義 近藤廉平 9月27日 1通
会社業務について

墨書
封筒なし

142 金杉英五郎書簡 金杉英五郎 近藤廉平 大正6年12月4
日

1通
明治功労者の書簡を集め「君毎明治第

一人」なる帖を作成
墨書

143 金杉英五郎書簡 金杉英五郎 近藤廉平 大正6年12月1
2日・〔年不
明〕1月30日

2通
墨書

144 金杉英五郎書簡 金杉英五郎 近藤廉平 〔大正6年〕12
月26日

1通
横浜船渠株寄贈辞退の件

墨書
もと請求番号1218に収納

145 金杉英五郎書簡 金杉英五郎 近藤廉平 大正6年12月2
9日

1通
熱海で静養

墨書

146 株主書簡 株主 近藤廉平 〔大正6年12月
11日〕

1通
重役間の内紛

墨書

147 川上操六書簡 川上操六 近藤廉平 8月21日 1通
売船

墨書

148 〔川上〕操六書簡 川上操六 近藤廉平 9月25日 1通
墨書

149 川田小一郎書簡 川田小一郎 近藤廉平 1月1日 1通
墨書

封筒なし

近藤廉平関係文書目録
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150 川田小一郎書簡 川田小一郎 近藤廉平 〔明治18年〕2
月20日

1通
墨書

もと請求番号1216に収納

151 川田小一郎書簡 川田小一郎 近藤廉平 7月8日 3通
墨書

3通あり。封筒には7月20日とあり。
もと請求番号1216に収納。

152 川田小一郎書簡 川田小一郎 近藤廉平 12月3日 1通
墨書

153 川田小一郎書簡 川田小一郎 近藤廉平 12月12日 1通
墨書

152に同封されていた

154 川田龍吉書簡 川田龍吉 近藤廉平 明治32年10月 1通
石川屋との騒動について

墨書

155 川村景明書簡 川村景明 近藤廉平 〔明治38年〕8
月19日

1通
鴨緑江軍司令部発、陣中に日本酒を送

ったことに対する礼状
墨書

156 韓国鈞書簡 韓国鈞 近藤廉平 1月5日 1通
墨書

封筒なし

157 木井田皆山書簡 木井田皆山 近藤廉平 9月15日 1通
墨書

158 北谷浅五郎書簡 北谷浅五郎 近藤廉平・従
子

〔明治38年〕6
月13日

1通
慰問品に対する礼状

墨書
軍事郵便

159 九州商業銀行書簡 九州商業銀行 近藤廉平 明治43年3月5
日

1通
廉平所有の株に関する書簡

墨書
封筒なし

160 九州商業銀行書簡 九州商業銀行 近藤廉平 〔大正3年7月1
2日〕

1通
墨書

封筒のみ

161 清浦奎吾書簡 清浦奎吾 近藤廉平 〔明治42年〕5
月20日

1通
蜂須賀侯爵の能の感想

墨書

欠番
(162)

欠番（162）
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163 清浦奎吾書簡 清浦奎吾 近藤廉平 10月3日 1通
近藤邸へ8日に招待を受けた事に対す

る礼状
墨書

封筒なし

164 久住九平書簡 久住九平 近藤廉平 4月15日 1通
墨書

封筒なし

165 久住九平書簡 久住九平 近藤 15日 1通
墨書

166 久保□□書簡 久保□□ 近藤廉平 〔大正6年〕11
月13日

1通
墨書

167 熊本銀行書簡 熊本銀行 近藤廉平 大正10年2月8
日

1通
墨書

封筒のみ

168 倉書簡 倉 近藤廉平 7月15日 1通
墨書

169 黒木為禎書簡 黒木為禎 近藤廉平 明治38年12月
15日

1通
司令部凱旋礼状

墨書
封筒なし

170 黒島林太郎書簡 黒島林太郎 近藤廉平 大正4年2月14
日

1通
墨書

日本セルロイド人造絹糸株式会社用箋
もと請求番号1223に収納

171 黒田清隆書簡 黒田清隆 近藤廉平 〔明治29年〕7
月12日

1通
日本郵船ウラジオストック支店支配人

との会見について
墨書

172 毛束冨三郎書簡 毛束冨三郎 近藤廉平 〔明治38年〕8
月5日

1通
墨書

軍事郵便

173 弘海顕　他書簡 弘海顕　他 近藤廉平 大正7年4月6日 1通
弘海顕外(十力寺住職)及び檀家総代か

らの領収書と手紙
近藤廉平宛領収書(大正7年4月6

日)、1枚
墨書

もと請求番号1216に収納

近藤廉平関係文書目録
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174 神戸電気鉄道会社
葉書

神戸電気鉄道
会社

近藤廉平 明治43年5月1
0日

1通
株金払い込みに関する通知

印刷
もと請求番号767に収納

175 小倉力蔵書簡 小倉力蔵 近藤廉平 大正2年9月12
日

1通
墨書

176 古荘葉書 古荘 近藤家 〔大正元年9月
27日〕

1通
ペン

ベルリンより

177 児玉源太郎書簡 児玉源太郎 近藤廉平 〔明治38年〕1
月11日

1通
年賀状

墨書
軍事郵便。もと請求番号1216に収

納。

178 児玉源太郎書簡 児玉源太郎 近藤廉平 〔明治38年〕1
0月16日

1通
陣中に日本酒を送ったことに対する礼

状
墨書

奉天より

179 後藤新平書簡 後藤新平 近藤廉平 12月17日 1通
墨書

180 近衛貫一書簡 近衛貫一 近藤廉平 〔明治22年〕2
月2日

1通
墨書

徳島県より　

181 近衛貫一書簡 近衛貫一 近藤廉平 〔明治22年〕3
月12日

1通
墨書

182 近衛貫一書簡 近衛貫一 近藤廉平 2月4日 1通
墨書

183 近衛貫一書簡 近衛貫一 近藤廉平 8月8日 1通
墨書

184 近衛忠徳葉書 近衛忠徳 近藤廉平 〔明治37年〕7
月6日

1通
墨書

軍事郵便。近衛は廉平甥。

185 近衛忠徳葉書 近衛忠徳 近藤廉平 〔明治37年〕9
月11日

1通
ペン

軍事郵便。近衛は廉平甥。

186 近衛忠徳書簡 近衛忠徳 近藤廉平 〔明治37年〕1
2月5日

1通
近藤従子・栄・八重子・貴子宛近

衛忠徳書簡、1通
墨書

軍事郵便。近衛は廉平甥。
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187 近衛忠徳書簡 近衛忠徳 近藤廉平 〔明治38年〕1
月15日

1通
墨書

軍事郵便。近衛は廉平甥。

188 近衛忠徳書簡 近衛忠徳 近藤廉平 3月11日 1通
墨書

封筒のみ。近衛は廉平甥。

189 〔近衛〕忠徳書簡 近衛忠徳 〔近藤廉平〕 12月17日 1通
軍務に精励

墨書
封筒なし。近衛は廉平甥。

190 近藤電報 近藤 近藤廉平宅 大正8年10月2
4日

1通
印刷(謄写)

鹿島丸より

191 近藤国松葉書 近藤国松 近藤家 明治38年8月1
9日

1通
墨書

軍事郵便

192 近藤五郎・橋本久
太郎書簡

近藤五郎・橋
本久太郎

近藤廉平 4月24日 1通
「近藤五郎氏ノ談話及同家過去帳ヨリ

雑記」等近藤家の家系に関すること
□□道義書簡、1通

墨書
付属資料は橋本久太郎書簡封筒に同封

されていた。

193 近藤滋彌書簡 近藤滋彌 近藤廉平 明治16年5月1
4日

1通
墨書

194 近藤滋彌書簡 近藤滋彌 近藤廉平 〔明治39年〕5
月9日

1通
軍艦香取の寄港等

ペン
アメリカより

195 近藤滋彌書簡 近藤滋彌 近藤廉平 〔明治39年〕7
月14日

1通
ペン

レンフルー(イギリス)より

196 近藤滋彌書簡 近藤滋彌 近藤廉平 〔明治41年〕3
月1日

1通
ペン

197 近藤滋彌書簡 近藤滋彌 近藤廉平 〔明治41年〕3
月22日

1通
ペン

198 近藤廉治書簡 近藤廉治 近藤廉平 大正7年4月12
日

1通
アメリカ見聞録

ペン
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199 近藤廉冶書簡 近藤廉冶 近藤廉平 大正7年8月29
日

1通
ペン

カナダより

欠番
(200)

欠番（200）

201 近藤廉平　他6名
葉書

珍田捨巳・藤
森雄平・伊集
院彦吉・坂田
重次郎・大久
保利武・牧野
伸顕・近藤廉
平

近藤廉平 〔大正8年5月1
2日〕

1通
廉平を含めたパリ講和会議の随行員が

寄書きして、廉平宛に送ったもの
ペン

パリより

202 近藤廉平　他6名
葉書

大久保利賢・
高橋是賢・牧
野伸顕・吉田
茂・三島弥太
郎・近藤廉
平・大久保利
武

近藤廉平 〔大正8年〕7
月8日

1通
大久保利賢宅での会合の記念で、廉平

を含めたパリ講和会議の随行員が寄書きし
て、廉平宛へ送ったもの

ペン
ロンドンより

203 西園寺公望書簡 西園寺公望 近藤廉平 〔明治43年〕3
月6日

1通
墨書

204 〔西園寺〕公望書
簡

西園寺公望 近藤廉平 7月7日 1通
墨書

205 蔡鈞書簡 蔡鈞 近藤廉平 11月2日 1通
墨書

206 坂本一書簡 坂本一 近藤廉平 〔明治38年〕1
月25日

1通
廉平が陣中に日本酒を送ったことに対

する礼状
墨書

大連湾防備隊より

207 里方喜三郎書簡 里方喜三郎 近藤廉平 〔大正9年〕11
月25日

1通
墨書

208 佐野謙吾・白真書
簡

佐野謙吾・
白真

近藤廉平 〔明治43年〕9
月12日

2通
墨書

209 重雄書簡 重雄 近藤廉平 11月24日 1通
墨書

210 柴四朗書簡 柴四朗 近藤廉平 〔明治18年〕8
月1日

1通
墨書

211 柴四朗書簡 柴四朗 近藤廉平 3月22日 1通
墨書
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212 柴直太郎書簡 柴直太郎 近藤廉平 〔明治24年〕8
月13日・12月
8日

2通
墨書

12月8日付けは差出人不明。もと請求
番号1216に収納。

213 柴直太郎書簡 柴直太郎 近藤廉平 〔明治29年〕4
月24日

1通
墨書

214 柴山矢八書簡 柴山矢八 近藤廉平 〔明治38年〕2
月26日

1通
墨書

軍事郵便

215 柴山矢八書簡 柴山矢八(海
軍中将)

近藤廉平 明治38年8月4
日

1通
日本海海戦の報告

墨書
もと請求番号1413に挟み込み

216 渋沢栄一・藤山雷
太書簡

渋沢栄一・藤
山雷太(日米
関係委員会)

近藤廉平 大正9年8月2日 1通
カリフォルニア州排日問題に関する小

冊子を送る
墨書、印刷

もと請求番号216、811、813、820
は一括収納

217 渋沢栄一書簡 渋沢栄一 近藤廉平 2月11日 1通
墨書

封筒のみ

218 渋沢栄一書簡 渋沢栄一 近藤廉平 2月12日 1通
返書の礼状、政府の決定は10年、自

由派は15年
墨書

封筒なし

219 渋沢栄一書簡 渋沢栄一 近藤廉平 2月16日 1通
墨書

封筒なし

220 渋沢栄一書簡 渋沢栄一 近藤廉平 9月24日 1通
病気快方

墨書

221 渋沢栄一書簡 渋沢栄一 近藤廉平 1通
墨書

封筒のみ

222 上海和蘭銀行書簡 和蘭銀行 近藤廉平 1通
賀状

墨書

223 錫良書簡 錫良 近藤廉平 1月3日 1通(4枚)
墨書

近藤廉平関係文書目録
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224 周金箴　他書簡 周金箴(上海
万国体育会)　
他

近藤廉平 1通（2枚）
墨書

225 周晋鑣書簡 周晋鑣 近藤廉平 6月9日 1通
墨書

226 周等公書簡 周等公 近藤廉平 〔大正3年5月2
8日〕

1通
墨書

封筒のみ

227 荘田平五郎書簡 荘田平五郎 近藤廉平 〔明治18年〕7
月7日

1通
墨書

もと請求番号1216に収納

228 荘田平五郎書簡 荘田平五郎 近藤廉平 〔明治31年〕1
月3日

1通
墨書

229 白岩龍平書簡 白岩龍平 近藤廉平 〔大正5年〕2
月25日

1通
「秘」扱いの中国情勢資料

(1)「1月23日　某邦人ニ対シ汪
大變ノ談話」、2枚/(2)「時局ニ対スル唐紹
儀ノ内話要領」、10枚

墨書

230 白岩龍平書簡 白岩龍平 近藤廉平 3月30日 1通
墨書

231 清国公使館書簡 清国公使館 近藤廉平 〔明治38年2月
2日〕

1通（3枚）
招待を受けた事に対する礼状

墨書

232 瑞澂書簡 瑞澂 近藤廉平 〔2月11日〕 1通
賀状

墨書

233 杉山茂丸書簡 杉山茂丸 近藤廉平 〔明治38年〕1
0月14日

1通
墨書

234 〔杉山〕茂丸書簡 杉山茂丸 近藤廉平 〔明治45年〕6
月5日

1通
墨書

235 杉山茂丸書簡 杉山茂丸 近藤廉平 1月27日 1通
墨書

築地の病院より。消印なし。

236 杉山茂丸書簡 杉山茂丸 近藤廉平 2月11日 1通
病気見舞い

墨書

近藤廉平関係文書目録
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237 其日庵主人〔杉山
茂丸〕書簡

其日庵主人
(杉山茂丸)

近藤廉平 〔明治45年6月
4日〕

1通
刀剣買い入れ

墨書
もと請求番号1192付属資料に収納

238 簾藤三平書簡 簾藤三平(陸
軍通訳官)

近藤廉平 明治37年7月2
3日

1通
着任報告

墨書
軍事郵便

239 住友藤三郎書簡 住友藤三郎
（徳島県西麻
植青年会副会
長）

近藤廉平 大正元年12月7
日

1通
寄付要請

(1)西麻植青年会会則及び一覧、
1綴/(2)「西麻植青年会東禅寺殖樹経営地
面」、1枚/(3)近藤廉平宛新在一平書簡、1
通

墨書

240 盛宣懐書簡 盛宣懐 近藤廉平 9月15日 1通
墨書

241 盛宣懐書簡 盛宣懐 近藤廉平 〔大正元年11
月16日〕

1通
墨書

242 世外人・廉泉葉書 世外人・廉泉 近藤廉平 7月23日 1通
暑中見舞い

墨書

243 壮之助書簡 壮之助 近藤廉平 5月1日 1通
墨書

244 曽我部道夫書簡 曽我部道夫 近藤廉平 〔明治30年〕1
0月19日

1通
墨書

245 曽我部道夫書簡 曽我部道夫 近藤廉平 〔明治36年〕1
2月16日

1通
墨書

継ぎ目はがれ

246 蘇錫伐山書簡 蘇錫伐山 近藤廉平 〔2月11日〕 1通
賀状

墨書

247 曽祢荒助書簡 曽祢荒助（大
蔵大臣）

近藤廉平 明治37年3月1
3日

1通
国債募集好成績の礼

国庫債券応募額概計、1枚
墨書、印刷

248 園田安賢書簡 園田安賢 近藤廉平 〔明治33年〕2
月26日

1通
墨書

249 孫多森書簡 孫多森 近藤廉平 10月6日 1通
墨書
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250 孫徳全書簡 孫徳全 近藤廉平 1月28日 1通
墨書

251 貴明賢二書簡 貴明賢二(歩
兵一等卒)

近藤廉平 明治38年7月6
日

1通
廉平書簡への礼状

墨書
軍事郵便

252 孝書簡 孝 近藤廉平 9月1日 1通
和歌を詠んだ報告

墨書
封筒なし

253 高階瓏仙書簡 高階瓏仙 近藤廉平 大正3年11月 1通
仏法の本領

墨書

254 高橋光威書簡 高橋光威(内
閣書記官長)

近藤廉平 大正8年11月7
日

1通
臨時財政経済調査会関係

墨書、印刷

255 忠実書簡 忠実 近藤廉平 1通
将来の進路について

墨書
封筒なし

256 田中常治書簡 田中常治 近藤廉平 〔明治27年〕8
月16日

1通
日清戦争中の御用船について

墨書

257 田中常治書簡 田中常治(日
本セルロイド
人造絹糸株式
会社取締役)

近藤廉平 明治44年12月
14日

1通
神戸専売支局への担保金払込

墨書
封筒には、明治44年7月17日の消印

あり。もと請求番号717に収納。

258 田中常徳書簡 田中常徳 近藤廉平 〔大正9年〕1
月19日

1通
受領メモ、墨書、 1枚

墨書
封筒に「川崎造船ノ田中常徳氏同社株

式配当金支払ノ件連絡」と書かれたメモ貼付

259 田中光顕書簡 田中光顕 近藤廉平 大正6年11月5
日

1通
同盟罷工につき、窪田貫六を事情説明

に参邸させる
墨書

260 田中光顕書簡 田中光顕 近藤廉平 大正9年8月15
日

1通
山地土佐太郎の紹介

墨書
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261 田中光顕書簡 田中光顕 近藤廉平 6月15日 1通
別荘について質問

墨書

262 田辺貞吉書簡 田辺貞吉(日
本セルロイド
人造絹糸株式
会社会長)

近藤廉平 大正4年5月3日 1枚
「第二乾燥室焼失始末報告書」、

1枚
印刷

もと請求番号1223に収納

263 田辺為三郎・白岩
龍平書簡

田辺為三郎・
白岩龍平

近藤廉平 明治40年7月1
0日

1通
大東汽船会社の日清汽船会社へ合併に

際して、大東汽船へのこれまでの庇護を謝す
墨書

封筒なし

264 田辺雷蔵書簡 田辺雷蔵 近藤廉平 〔明治30年〕6
月30日

1通
墨書

265 田宮和三郎書簡 田宮和三郎 近藤廉平 〔8月6日〕 1通
慰問品に対する礼状

墨書
軍事郵便

266 中華民国浙江実業
観光団書簡

中華民国浙江
実業観光団

近藤廉平 6月12日 2通
墨書

267 張謇等書簡 張謇等 近藤廉平 1通
渡清実業団関連

墨書

268 趙臣翼書簡 趙臣翼 近藤廉平 〔2月5日〕 1通
賀状

墨書

269 陳夔龍書簡 陳夔龍 近藤廉平 1通
賀状

墨書

270 陳宗嬀書簡 陳宗嬀 近藤廉平 7日 1通
墨書

271 陳翼棟書簡 陳翼棟 近藤廉平 11月4日 1通
墨書

272 陳翼棟書簡 陳翼棟 近藤廉平 17日 1通
墨書

273 辻村弥造書簡 辻村弥造 近藤廉平 〔大正4年〕3
月7日

1通
墨書

もと請求番号1223に収納
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274 辻村弥造書簡 辻村弥造 近藤廉平 〔大正4年〕3
月13日

1通
墨書

もと請求番号1223に収納

275 辻村弥造書簡 辻村弥造 近藤廉平 〔大正4年3月2
1日〕

1通
墨書

日本セルロイド人造絹糸株式会社の封
筒

もと請求番号1223に収納

276 辻村弥造書簡 辻村弥造 近藤廉平 大正4年3月24
日

1通
墨書、ペン

日本セルロイド人造絹糸株式会社の封
筒

もと請求番号1223に収納

277 辻村弥造書簡 辻村弥造 近藤廉平 大正4年3月24
日

1通
墨書

日本セルロイド人造絹糸株式会社の封
筒

もと請求番号1223に収納

278 辻村弥造書簡 辻村弥造 近藤廉平 〔大正4年5月4
日〕

1枚
墨書

封筒のみ。もと請求番号1223に収
納。

279 辻村弥造書簡 辻村弥造(日
本セルロイド
人造絹糸株式
会社社長)

近藤廉平 大正6年11月2
8日

1通
功労株の授受

墨書
切手剥落。もと請求番号1223に収

納。

280 恒川新助書簡 恒川新助 近藤廉平 〔明治27年〕9
月23日

1通
英国委任

(1)近藤廉平宛恒川新助書簡(明治
27年9月23日)、1通/(2)近藤廉平宛恒川新
助書簡(明治27年9月23日)、1通。前者は船
員への酒肴料支給について、後者は仁川英国
領事厳正中立について大本営に報告した件に
ついて。

墨書

281 寺内正毅書簡 寺内正毅 近藤廉平 明治38年5月6
日

1通
博覧会で販売した手工品代金を出征者

家族救護費として寄付したことに対する礼状
墨書

継ぎ目はがれ
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282 寺内正毅書簡 寺内正毅 近藤廉平 明治42年10月
13日

1通
引頭に対する金銭授与の礼状

引頭請取状(明治41年10月1日)、
1通

墨書

283 寺見機一書簡 寺見機一 近藤廉平 9月26日 1通
墨書

284 土居通予書簡 土居通予 近藤廉平 大正5年2月24
日

1通
病気療養中

墨書

285 董元亮書簡 董元亮　 近藤廉平 明治43年2月1
1日

1通
賀状

墨書

286 〔豊川〕良平書簡 豊川良平 近藤廉平 5月27日 1通
土地の売り渡しの件

墨書
封筒なし

287 〔豊川〕良平書簡 豊川良平 近藤廉平 29日 1通
廉平が宇都宮氏へ貸した金銭

墨書
もと請求番号1217に収納、封筒なし

288 直二郎書簡 直二郎 近藤廉平 12日 1通
墨書

封筒なし。継ぎ目はがれ。

289 永井久一郎書簡 永井久一郎 近藤廉平 〔明治44年〕 1通
男爵叙爵を祝う

墨書

290 永井久一郎書簡 永井久一郎 近藤廉平 10月15日 1通
墨書

291 永井久一郎書簡 永井久一郎 近藤廉平 10月20日 1通
叙爵のお祝いの手紙

墨書
封筒なし

292 永井久一郎書簡 永井久一郎 近藤廉平 11月30日 1通
墨書

封筒なし

293 永井久一郎書簡 永井久一郎 近藤廉平 1通
墨書

封筒のみ

近藤廉平関係文書目録

24



数量
内容
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
内容
記述法
備考

数量
内容
記述法
備考

数量
内容
記述法
備考

数量
内容
記述法

数量
内容
記述法
備考

数量
付属資料

記述法

数量
内容
付属資料
記述法

資料
番号

タイトル 作成者 宛先 年月日 内容・備考等

294 中島錮承書簡 中島錮承 近藤廉平 11月21日 1通
病気療養について

墨書

295 那桐書簡 那桐 近藤廉平 1通
墨書

296 西沢公雄書簡 西沢公雄 近藤廉平 〔明治36年〕1
1月16日

1通
墨書

297 丹羽維孝書簡 丹羽維孝 近藤廉平 明治44年1月2
9日

7フォルダ
書簡と漢詩

墨書
同じ封筒中に1月5日付・1月29日

付・12月24日付各書簡、漢詩1枚、封筒2枚
が一括。それぞれをフォルダにわけて収納し
た。

298 野津道貫書簡 野津道貫 近藤廉平 明治38年4月4
日

1通
慰問品礼状

墨書
もと請求番号1413に挟み込み。軍事

郵便。

299 野津道貫書簡 野津道貫 近藤廉平 明治38年8月8
日

1通
慰問品礼状

墨書
もと請求番号1216に収納。封筒な

し。

300 野村靖書簡 野村靖 近藤廉平 8月31日 1通
佐ー木仙介に対する厚情に感謝

墨書

301 箸忠太郎書簡 箸忠太郎 近藤廉平・従
子

〔明治38年〕1
月1日

1通
賀状

墨書
軍事郵便

302 長谷川芳之助書簡 長谷川芳之助 近藤廉平 〔明治35年〕1
0日

1通
メモ(「仏国リモウジ市旅館　工

学博士中沢岩太述」)、2枚
墨書

303 蜂須賀家小包 蜂須賀家 近藤廉平 〔大正8年1月6
日〕

3枚
布3枚

封筒、1枚
墨書
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304 蜂須賀茂韶書簡 蜂須賀茂韶 近藤廉平 11月21日 1通
家宝売却の相談

墨書
もと請求番号664に挟み込み。封筒な

し。

305 蜂須賀昭邦・茂韶
書簡

蜂須賀昭邦・
茂韶

近藤廉平 〔明治37年7
月〕22日・7月
24日

1通
八九銀行の破綻処分について

「八九銀行整理交渉の不調」・
「債権者委員会臨時会合」(掲載紙不明、新
聞切抜)、2枚

墨書

306 蜂須賀茂韶書簡 蜂須賀茂韶 近藤廉平 〔明治29年〕9
月6日

1通
赤堀友寿の郵船採用に関する礼状

墨書

307 蜂須賀茂韶書簡 蜂須賀茂韶 近藤廉平 〔明治42年〕5
月21日

1通
封筒、1枚

墨書
付属資料の封筒は、資料番号307～3

10を収納していた

308 蜂須賀茂韶書簡 蜂須賀茂韶 近藤廉平 4月15日 1通
31日の番組には山県公、清浦子出会

墨書

309 蜂須賀茂韶書簡 蜂須賀茂韶 近藤廉平 5月19日 1通
能の題目等

墨書

310 蜂須賀茂韶書簡 蜂須賀茂韶 近藤廉平 1通
能の配役表。山県、清浦の名あり。

墨書

311 花木滝三郎書簡 花木滝三郎 近藤廉平 11月23日 1通
墨書

軍事郵便

312 浜谷信平書簡 浜谷信平 近藤廉平 3月31日 1通
墨書

313 浜政弘書簡 浜政弘 近藤廉平 2月10日 1通
坂口仁一郎書簡、1通

墨書

314 浜政弘書簡 浜政弘 近藤廉平 2月23日 1通
墨書

315 早川千吉郎書簡 早川千吉郎 近藤廉平 11月18日 1通
井上伯より電話

墨書
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316 早川千吉郎書簡 早川千吉郎 近藤廉平 12月 1通
墨書

317 原田金之祐書簡 原田金之祐 近藤廉平 〔大正9年〕5
月22日

1通
墨書

318 原六郎書簡 原六郎(横浜
船渠取締役会
長)

近藤廉平 大正4年1月 1通
慰労金を授与

墨書

319 春田助太書簡 春田助太 近藤廉平 明治41年5月6
日

1通
ロンドンから近藤廉平宛の荷物の

船積関係書類一式、1綴
墨書

ロンドンより

320 春田助太書簡 春田助太 近藤廉平 明治43年2月2
日

1通
(1)近藤滋彌宛日本郵船発行領収

書(1909年10月～11月)、3枚/(2)明細書及
び各種領収書(10月～12月)、1綴

ペン

321 潘達球書簡 潘達球 近藤廉平 1通
渡清実業団関係。本文中に「団長」と

いう記述あり。
墨書

322 日置黙仙葉書 日置黙仙 近藤廉平 〔明治45年〕1
月18日

1通
ペン

ダージリンの絵葉書
ダージリンより

323 日置黙仙書簡 日置黙仙(永
平寺貫首)

近藤廉平 〔大正7年〕2
月26日

1通
良平氏の件、安心、誕生寺の件

(1)日置智光書簡、1通/(2)大正
七年春季御親化日割、1枚

墨書
もと請求番号1217に収納

324 日置黙仙書簡 日置黙仙(永
平寺貫首)

近藤廉平 〔大正9年〕8
月5日

1通
書籍の礼状、誕生寺の件

墨書

325 平島謙三書簡 平島謙三（満
洲軍総司令部
通訳）

近藤廉平 〔明治37年〕9
月8日

1通
墨書

遼陽より。軍事郵便。

326 閔藤光書簡 閔藤光 近藤廉平 4月28日 1通
墨書

327 馮国勛書簡 馮国勛 近藤廉平 8月8日 1通
墨書
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328 福岡長次郎書簡 福岡長次郎 近藤廉平 9月15日 1綴+1枚
(1)近藤廉平宛元木恒次郎・福岡

長次郎・福岡天留金受取証(明治39年5月30
日付)、1枚/(2)近藤廉平宛福岡長次郎・福
岡天留受取証、(大正3年12月28日付)、1枚

墨書

329 福永書簡 福永 近藤廉平 3月26日 1通
かまぼこの礼状

墨書
封筒なし

330 藤山雷太葉書 藤山雷太 近藤廉平 大正元年8月5
日

1通
ペン

ロシアより

331 古市公威書簡 古市公威 近藤廉平 〔明治32年〕1
2月30日

1通
御品恵贈に対する礼状

墨書

332 北京交通部書簡 北京交通部 近藤廉平 〔大正6年〕5
月8日

1通
墨書

封筒のみ

333 細田喜四平書簡 細田喜四平 近藤廉平 〔明治38年〕7
月13日

1通
タバコ寄贈に対する礼状

墨書
軍事郵便

334 本間政次郎書簡 本間政次郎
（元門司支店
手代）

近藤廉平 明治38年1月1
日

1通
賀状

墨書
軍事郵便

335 牧野伸顕書簡 牧野伸顕 近藤廉平 2月18日 1通
近況報告及びヨーロッパ情勢について

(英土戦争の戦況等)
墨書

336 正木照義書簡 正木照義 近藤廉平 大正3年12月1
1日

2枚
宴席で詠んだ漢詩を送付

墨書

337 股野琢書簡 股野琢 近藤廉平 〔大正3年〕8
月14日

1通
漢詩(添削あり、近藤廉平作成

ヵ)、1枚
墨書

338 松方博軍治書簡 松方博軍治 近藤廉平 明治35年5月8
日・5月29日

2通
ペン

封筒なし。ロンドンより。
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339 松方正義書簡 松方正義 近藤廉平 2月25日 1通
墨書

340 松方正義書簡 松方正義 近藤廉平 10月6日 1通
白紙、1枚

墨書
封筒なし

341 松原一雄書簡 松原一雄 近藤廉平 7月11日 1通
海外発展博覧会に関する覚書(在

和蘭国日本公使館の罫紙)、1綴
墨書

342 真中忠直書簡 真中忠直 近藤廉平 7月10日 1通
桑港ライン

墨書
継ぎ目はがれ

343 水田倭文麿書簡 水田倭文麿 近藤廉平 明治37年7月1
9日

1通
墨書

344 箕浦勝人書簡 箕浦勝人 朝吹英二・近
藤廉平

明治31年7月3
0日

1通
借金返済仮証

墨書

345 箕浦勝人・阿部興
人書簡

箕浦勝人・阿
部興人

近藤廉平 明治34年3月1
9日

1通
大津淳一郎への貸付金

墨書
封筒と書簡が糊付けされ、封筒に「箕

浦勝人阿部興人両氏より大津淳一郎氏ニ対ス
ル貸金ノ返済猶予御願ノ件」と書かれたメモ
が貼付されている。書簡部分は継ぎ目はが
れ。もと請求番号1220に収納。

346 二之宮忠次書簡 二之宮忠次 近藤廉平 1通
賀状

紐、1点
墨書

347 無二書簡 無二 近藤廉平 7日 1通
墨書

封筒なし

348 元田肇書簡 元田肇 近藤廉平 1月3日 1通
仏国談判出発について、祝辞

墨書

349 森田葆光書簡 森田葆光 近藤廉平 〔明治35年〕2
月22日

1通
墨書
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350 森田葆光葉書 森田葆光 近藤廉平 明治42年11月
14日

1通
墨書

伊藤公追悼記念絵葉書

351 森田葆光葉書 森田葆光 近藤廉平 明治42年12月
15日

1通
墨書

門司開港20年祝賀会記念絵葉書

352 森田晋三書簡 森田晋三 近藤廉平 2月6日 1通
墨書

封筒なし。継ぎ目はがれ。もと請求番
号1216に収納。

353 森田平五郎書簡 森田平五郎 近藤廉平 7月8日 1通
郵船会社に関する資料の送付状(送付

状のみ)
墨書

封筒なし。もと請求番号1216に収
納。

354 柳河瀬末吉書簡 柳河瀬末吉
（陸軍補充兵
輸卒）

近藤廉平 明治38年7月2
9日

1通
慰問品（煙草）礼状

墨書
軍事郵便

355 柳茂夫書簡 柳茂夫 近藤廉平 明治29年9月
〔4日〕

1通
墨書

356 矢野文雄書簡 矢野文雄 近藤廉平 2月24日 1通
招待礼状

墨書

357 山県有朋書簡 山県有朋 近藤廉平 〔明治35年〕7
月24日

1通
1日の番組拝読

墨書

358 山県有朋書簡 山県有朋 近藤廉平 〔明治42年〕5
月20日

1通
31日常磐屋にて小集、謡曲の件

墨書

359 山県有朋書簡 山県有朋 近藤廉平 〔大正2年〕2
月24日

1通
廉平妻の死去を悼む、政界の変動寒心

の至り、御注意に感佩
墨書

もと請求番号1217に収納

360 山県有朋書簡 山県有朋 近藤廉平 8月5日 1通
能倶楽部の件

墨書
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361 山田義夫書簡 山田義夫 近藤廉平 〔明治37年〕1
月7日

1通
宛名「伯父上様伯母上様」

ペン
マニラより。山田は廉平甥。

362 山田義夫葉書 山田義夫 近藤廉平 〔明治38年〕1
月28日

1通
墨書

軍事郵便。山田は廉平甥。

363 山田義夫書簡 山田義夫 近藤廉平 〔明治38年〕3
月16日

1通
墨書

軍事郵便。山田は廉平甥。

364 山田義夫葉書 山田義夫 近藤廉平 〔明治38年〕4
月16日

1通
墨書

軍事郵便。山田は廉平甥。

365 山田義夫書簡 山田義夫 近藤廉平 〔明治38年〕5
月25日

1通
中国の地図(手書き、日露戦争関

係)、1枚
墨書

軍事郵便。山田は廉平甥。

366 山田義夫書簡 山田義夫 近藤廉平 〔明治38年〕7
月14日

1通
墨書

軍事郵便。山田は廉平甥。

367 山田義夫書簡 山田義夫 近藤廉平 明治38年10月
12日

1通
墨書

軍事郵便。山田は廉平甥。

368 山田義夫書簡 山田義夫 近藤廉平 〔明治38年〕1
1月22日

1通
墨書

軍事郵便。山田は廉平甥。

369 山田義夫書簡 山田義夫 近藤廉平 6月12日 1通
墨書

軍事郵便。山田は廉平甥。

370 山田義夫葉書 山田義夫 近藤廉平 8月30日 1通
ペン

軍事郵便。山田は廉平甥。

371 山骨正勝書簡 山骨正勝 近藤廉平 〔明治25年〕8
月17日

1通
墨書

372 山村長千代書簡 山村長千代 近藤廉平 明治44年9月4
日～5日

2通
セルロイド全面掌握、留守皆無事安心

墨書
赤倉温泉番雲館より。佐田町様茅場町

と書かれた封筒に4日消印と5日付の書簡二
つが封入、4日消印は封筒のみ。

近藤廉平関係文書目録

31



数量
記述法

数量
内容
記述法
用紙

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法
備考

数量
内容

記述法

数量
内容
付属資料
記述法

数量
内容

記述法
備考

数量
内容
記述法
備考

数量
内容
記述法

数量
内容

記述法

数量
内容
記述法

資料
番号

タイトル 作成者 宛先 年月日 内容・備考等

373 山村長千代書簡 山村長千代 近藤廉平 5月23日 1通
墨書

374 山本権兵衛書簡 山本権兵衛 近藤廉平 明治38年5月8
日

1通
寄付礼状

墨書
海軍罫紙

375 由三郎書簡 由三郎 近藤廉平 7月2日 1通
墨書

376 葉徳輝書簡 葉徳輝 白岩龍平 〔大正6年3月2
6日〕

1通
墨書

377 葉徳輝書簡 葉徳輝 近藤廉平 1通
墨書

封筒なし

378 吉井鉄四郎書簡 吉井鉄四郎
(全国海陸仲
仕業組合連合
会会長)

近藤廉平 大正8年12月2
2日

1通
全国海陸仲仕業組合連合会会員東上陳

情の際、便宜を図ってもらった事に関しての
礼状

墨書

379 芳川顕正書簡 芳川顕正 近藤廉平 〔明治37年〕7
月25日

1通
蔵相面会

電報(7月24日付)、2通
墨書

380-1 芳川顕正書簡 芳川顕正 近藤廉平 明治37年10月
6日

1通
藤田伝三郎出京につき、近藤邸にて会

合
墨書

封筒なし

380-2 芳川顕正書簡 近藤廉平・加
藤正義

芳川顕正 明治41年3月3
1日

2通
漢詩

墨書
もと請求番号1223に収納

381 芳川顕正書簡 芳川顕正 近藤廉平 〔明治42年〕5
月17日

1通
新築の宴に招かれた礼状

墨書

382 芳川顕正書簡 芳川顕正 近藤廉平 1月24日 1通
東洋製鉄青木磐雄の紹介。封筒に「青

木君持参」とあり。
墨書

383 芳川顕正書簡 芳川顕正 近藤廉平 8月5日 1通
今朝、阿部興人説明

墨書
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384 芳川顕正書簡 芳川顕正 近藤廉平 11月28日 1通
小恒社長に依頼の件

墨書
継ぎ目はがれ

385 吉川泰二郎・加藤
正義書簡

吉川泰二郎・
加藤正義

近藤廉平 〔明治27年〕9
月14日

1通
墨書

宇品長沼方宛

386 吉川泰二郎書簡 吉川泰二郎 近藤廉平 明治27年9月1
0日

1通
日清戦争時の船舶運用

墨書

387 吉川泰二郎書簡 吉川泰二郎 近藤廉平 〔明治27年3
月〕31日

1通
墨書

388 吉田喜六書簡 吉田喜六 近藤廉平 11月1日 1通
墨書

389 吉武誠一郎書簡 吉武誠一郎 近藤廉平 3月9日 1通
石渡氏案内の事、本人の内意を聞き、

14日案内状差出
墨書

390 吉武誠一郎書簡 吉武誠一郎 近藤廉平 11月2日 1通
小川氏進退、欧州航路拡張等

墨書

391 吉原政晴書簡 吉原政晴 近藤廉平 〔明治38年〕7
月20日

1通
タバコ寄贈に対する礼状

遼陽城及びその周辺を描いた水彩
絵図、1枚

墨書
軍事郵便

392 米治郎書簡 米治郎 近藤廉平 大正6年11月6
日

1通
戦後における航路充実

ペン

393 陸鍾琦書簡 陸鍾琦 近藤廉平 〔2月11日〕 1通
賀状

墨書

394 陸宗輿書簡 陸宗輿 近藤廉平 〔大正6年〕3
月28日

1通
哀啓、2枚

墨書

395 李士偉書簡 李士偉 近藤廉平 〔大正7年〕5
月22日

1通
墨書

396 李鐘汪書簡 李鐘汪 近藤廉平 1通
墨書

封筒のみ
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397 李盛鐸書簡 李盛鐸 近藤廉平 8月8日 1通
茶会への招待

名刺、2枚(「大清欽差専使大臣
頭品頂戴戸部侍郎那桐」「大清出使日本繙江
蘇試用縣丞祝嬴元」)

墨書

398 李哲濬書簡 李哲濬 近藤廉平 〔2月11日〕 1通
賀状

墨書

399 李書簡 李 近藤廉平 1通
墨書

封筒のみ

400 劉学詢書簡 劉学詢 近藤廉平 6月1日 1通
墨書

封筒なし

401 梁士詒書簡 梁士詒 近藤廉平 1通
周自斉名刺、1枚

墨書

402 梁士詒書簡 梁士詒 近藤廉平 1通
墨書

403 廖世経　他書簡 廖世経　他 近藤廉平 4月28日 1通
墨書

404 廉泉書簡 廉泉 近藤廉平 大正3年6月23
日

1通
墨書

麹町の旅館金生館より

405 廉泉書簡 廉泉 近藤廉平 大正3年6月28
日

1通
書画美術について

墨書

406 廉泉書簡 廉泉 近藤廉平 〔大正3年〕6
月28日

1通
墨書

封筒のみ

407 廉泉書簡 廉泉 近藤廉平 大正3年6月30
日

1通
内藤湖南と面会予定

墨書

408 廉泉書簡 廉泉 〔近藤廉平〕 大正3年6月 1枚
大倉翁招飲

墨書
封筒なし

409 廉泉書簡 廉泉 近藤廉平 〔大正3年〕7
月2日

1通
墨書
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410 廉泉書簡 廉泉 近藤廉平 〔大正3年〕7
月3日

1通
墨書

411 廉泉書簡 廉泉 近藤廉平 大正3年7月4日 1通
陸閏生公使の漢詩

墨書
封筒なし

412 廉泉書簡 廉泉 近藤廉平 大正3年7月5日 1通
蘭亭叙他臨書の送り状

墨書
封筒なし

413 廉泉書簡 廉泉 近藤廉平 大正3年7月6日 1枚
墨書

封筒（麹町旅館金生館）のみ

414 廉泉葉書 廉泉 近藤廉平 大正3年7月8日 1通
季節の挨拶

墨書

415 廉泉葉書 廉泉 近藤廉平 大正3年7月8日 3通
漢詩を送る

墨書

416 廉泉書簡 廉泉 近藤廉平 〔大正3年〕7
月9日

1通
墨書

417 廉泉書簡 廉泉 近藤廉平 〔大正3年〕7
月9日

1通
墨書

封筒のみ

418 廉泉書簡 廉泉 近藤廉平 〔大正3年〕7
月10日

1通
墨書

封筒のみ

419 廉泉葉書 廉泉 近藤廉平 大正3年7月12
日

1通
漢詩を送る

墨書

420 廉泉葉書 廉泉 近藤廉平 大正3年7月12
日

1通
漢詩を送る

墨書

421 廉泉書簡 廉泉 近藤廉平 〔大正3年〕7
月14日

1通
墨書

422 廉泉書簡 廉泉 近藤廉平 〔大正3年〕7
月15日

1通
墨書

封筒のみ

423 廉泉書簡 廉泉 近藤廉平 〔大正3年〕7
月16日

1通
墨書
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424 廉泉書簡 廉泉 近藤廉平 大正3年7月18
日

1枚
墨書

封筒（麹町旅館金生館）のみ

425 廉泉書簡 廉泉 近藤廉平 大正3年7月18
日

1通（4枚）
漢詩を送る

墨書
封筒なしだが、424が封筒ヵ

426 廉泉書簡 廉泉 近藤廉平 大正3年7月19
日

1枚
墨書

封筒（麹町旅館金生館）のみ

427 廉泉書簡 廉泉 近藤廉平 大正3年7月19
日

1通
漢詩を送る

墨書
封筒なしだが、426が封筒ヵ

428 廉泉書簡 廉泉 近藤廉平 〔大正3年〕7
月20日

1通
墨書

封筒のみ

429 廉泉書簡 廉泉 近藤廉平 〔大正3年〕7
月23日

1通
墨書

430 廉泉書簡 廉泉 近藤廉平 大正3年7月24
日

1通（2枚）
漢詩を送る

墨書
封筒なし

431 廉泉書簡 廉泉 近藤廉平 大正3年7月29
日

1通
漢詩を送る

墨書

432 廉泉書簡 廉泉 近藤廉平 大正3年8月6日 1通
杉本、内藤、狩野三博士との宴会報

告。門司より。
墨書

433 廉泉書簡 廉泉 近藤廉平 大正3年8月10
日

1通
本の送り状

墨書

434 廉泉書簡 廉泉 近藤廉平 〔大正3年〕8
月16日

1通
墨書

435 廉泉葉書 廉泉 近藤廉平 大正3年8月17
日

1通
漢詩を送る

墨書
3枚に剥落
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436 廉泉葉書 廉泉 近藤廉平 大正6年9月10
日

1通
漢詩を送る

墨書
3枚に剥落

437 廉泉書簡 廉泉 近藤廉平 〔大正6年〕9
月17日

1通
「文苑精華」(無錫新聞9月15

日、新聞切抜)、1枚
墨書

438 廉泉書簡 廉泉 近藤廉平 〔大正6年〕11
月28日

1通
「潭柘紀遊詩(南湖)」(掲載紙不

明、新聞切抜)、1枚
墨書

439 廉泉葉書 廉泉 近藤廉平 〔大正7年〕4
月1日～〔8月2
3日〕

5通
墨書

440 廉泉書簡 廉泉 近藤廉平 6月2日 1通
墨書

441 廉泉書簡 廉泉 近藤廉平 6月3日 1通
墨書

封筒なし

442 廉泉書簡 廉泉 近藤廉平 6月28日 1通（2枚）
香国先生の来訪

墨書
封筒なし

443 廉泉書簡 廉泉 近藤廉平 6月28日 1通（2枚）
墨書

封筒なし

444 廉泉書簡 廉泉 近藤廉平 7月5日 1通
墨書

封筒のみ。封筒の裏に贈呈目録と思わ
れる記載あり。

445 廉泉書簡 廉泉 近藤廉平 7月9日 1通
正木、大邨両氏の協力につき報告

墨書
封筒なし

446 廉泉書簡 廉泉 近藤廉平 7月23日 1通
墨書

封筒のみ

447 廉泉書簡 廉泉 近藤廉平 7月30日 1通
墨書
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448 廉泉　他書簡 廉泉　他 近藤廉平 1通（2枚）
墨書

封筒なし

449 廉泉書簡 廉泉 近藤廉平 2枚
革命後の北京美術品界の状況について

墨書
後欠、封筒なし

450 廉泉書簡 廉泉 近藤廉平 1枚
墨書

封筒のみ

451 〔廉泉〕葉書 廉泉 近藤廉平 1通
印刷

2枚に剥落

452 盧洪昶書簡 盧洪昶 近藤廉平 1通
墨書

封筒のみ

453 渡辺国武書簡 渡辺国武 近藤廉平 9月12日 1通
並木覚三郎の紹介

墨書

454 和田正夫書簡 和田正夫 近藤廉平 7月28日 1通
墨書

封筒なし

455 こころの巻 〔作成者不
明〕

近藤廉平 明治38年1月9
日～9月30日

1冊
日露戦争時、廉平が戦地に送付した慰

問品に対する礼状を筆写したもの。差出人は
将官から下士まで。

墨書
もと請求番号1411、1414、1415を

挟み込み

456 Danis Baem書簡 Danis Baem 近藤廉平 大正8年10月1
日

1枚
ペン

457 E.H.Bailey書簡 E.H.Bailey
(Great Nort
hern Railwa
y Company
社長)

近藤廉平 明治43年5月1
7日

1通
Mr.E.H.Bailey日本訪問の件

タイプ
請求番号767に収納

458 F.G.W.Pearson書
簡

F.G.W.Pears
on

近藤廉平 1902年12月3
日

1通
クリスマスカード

ペン
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459 J.R書簡 J.R 近藤廉平 〔明治36年〕6
月2日

1通
ペン

横浜グランドホテル便箋
封筒なし

460 Julian Street書
簡

Julian Stree
t

近藤廉平 1920年10月7
日

同文13通
タイプ

461 Julian Street書
簡

Julian Stree
t

近藤廉平 大正9年10月7
日

1通
タイプ

462 Orillia Washingt
on書簡

Orillia Wash
ington

近藤廉平 大正8年10月1
8日

1通
タイプ

封筒なし。もと請求番号1217に収
納。

463 RK書簡 RK 近藤廉平 大正7年4月〔1
2日〕

1通
ペン

464 Thomas Burke
書簡

Thomas Bur
ke

近藤廉平 大正8年1月27
日

1通
Burkeは、シアトル在住。廉平がテー

ブルクロスを送った事に感謝し、廉平がワシ
ントン滞在中に会えない事を謝罪。

ペン

465 TROWN書簡 TROWN 近藤廉平 〔明治38年〕6
月22日

1通
ペン

東京帝国ホテル用箋

466 社長Private lette
rs 1919/1920

The Americ
an Exchang
e　National
Bank　他

近藤廉平 大正8年1月19
日～大正9年4
月14日

1冊(67通)
廉平宛の私信67通をまとめたもの。

海外からの来信がほとんど。
ペン、タイプ

「社長Private letters 1919/1920」
と題されたファイルに一括収納されていた
が、綴じ込まれており、内容が確認できない
ため、ファイルからはずして1通ずつフォル
ダに収納した

467 社長Private lette
rs 1920

PACIFIC HI
GHWAY ASS
OCIATION
他

近藤廉平 大正9年4月22
日～12月7日

1冊(50通)
廉平宛の私信50通をまとめたもの。

海外からの来信が殆ど。ワシントン州タコマ
に設立された「カーボコール会社」なる無煙
炭及びコークスの製造会社の設立趣意書があ
る。新聞の切り抜き等あり。

ペン、タイプ
「社長Private letters 1920」と題さ

れたファイルに一括収納されていたが、綴じ
込まれており、内容が確認できないため、フ
ァイルからはずして1通ずつフォルダに収納
した
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468 差出人不明書簡 〔作成者不
明〕

近藤廉平 2月6日 1通
徴兵検査について

ペン

469 差出人不明書簡 〔作成者不
明〕

近藤廉平 4月26日 1通
茶関係

墨書
封筒なし

470 差出人不明書簡 〔作成者不
明〕

近藤廉平 10月5日 1通
能の誘い断り

墨書
継ぎ目はがれ

471 差出人不明書簡 〔作成者不
明〕

近藤廉平 9月 1通
墨書

封筒なし

472 差出人不明書簡 〔作成者不
明〕

近藤廉平 1通
「北京端緘」とある

墨書
封筒のみ。清国のもの。

473 差出人不明書簡 〔作成者不
明〕

近藤廉平 1通
招宴に対する礼状

墨書

474 差出人不明書簡 〔作成者不
明〕

近藤廉平 1通
児玉源太郎三回忌に際して、杉山茂丸

が弔意を表す
墨書

475 差出人不明書簡 〔作成者不
明〕

近藤廉平 1通
墨書

封筒のみ。もと請求番号767に収納。

476 〔封筒破片〕 〔作成者不
明〕

近藤廉平 5月20日 3枚
墨書

清国のもの

2　近藤廉平発信
書簡［資料番号4
77～582］

477 〔近藤廉平〕葉書 近藤廉平 大久保利武 〔明治40年10
月17日〕

1通
ミナサンニヨロシク

墨書
皇太子韓国渡航記念絵葉書
京城の消印
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478 〔近藤廉平〕葉書 近藤廉平 大久保利武 〔明治40年10
月19日〕

1通
ミナサンニヨロシク

墨書
皇太子韓国渡航記念絵葉書
京城の消印

479 近藤廉平書簡 近藤廉平 賀集與三郎 1通
墨書

封筒に朱字でメモ書き、近藤の印あり

480 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤滋彌 明治40年3月2
0日

4枚
海外生活の注意点等

墨書
封筒なし

481 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤滋彌 大正7年12月3
日～8年1月23
日

1通（16枚(11枚＋5枚)）
ペン

伏見丸便箋、日本郵船会社用箋
伝記中「欧米再遊録」として掲載され

たものの原本。伝記141ページ。封筒なし。

482 近藤廉平　他8名
絵葉書

近藤廉平・近
藤廉治・黒川
新次郎・藤森
雄平　他

近藤滋彌 大正8年2月10
日

1通
ワシントンの墓参り

ペン

483 近藤廉平他8名絵
葉書

近藤廉平・黒
川新次郎・催
田栄四郎・寺
島成信・大久
保利武・藤森
雄平・永井真
澄・中瀬精
一・近藤廉治

近藤滋彌 大正8年2月10
日

1通
一同皆無事

ペン
ワシントンより

484-1 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤滋彌 大正8年2月 1通（6枚）
ペン

伝記中「欧米再遊録」として掲載され
たものの原本。伝記163ページ。

484-2 近藤廉平絵葉書 近藤廉平・廉
治

近藤滋彌 〔大正8年〕2
月17日

1通
ペン

ニューヨークより

485 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤滋彌 〔大正8年〕3
月29日

1通（2枚＋2枚）
ペン

封筒なし

486 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤滋彌 大正8年4～8月 1通（12枚）
ペン

封筒なし
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487 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤滋彌 大正8年4月28
日～6月30日

1通（8枚）
ペン

日本郵船株式会社罫紙
伝記中「欧米再遊録」として掲載され

たものの原本。伝記168ページ。封筒なし。

488 近藤廉平絵葉書 近藤廉平 近藤滋彌・貴
子

〔大正8年〕5
月21日

1通
ペン

ブリュッセルより

489 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤滋彌 〔大正8年〕5
月12日

1通（1枚+5枚）
ペン

伝記中「欧米再遊録」として掲載され
たものの原本。伝記172ページ。

490 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤滋彌 〔大正8年〕5
月25日

1通（3枚）
ペン

伝記中「欧米再遊録」として掲載され
たものの原本。伝記176ページ。

491 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤滋彌 〔大正8〕年6
月6日

1通
ルーマニア国太子に随伴

ペン

492 近藤廉平絵葉書 近藤廉平 近藤滋彌 〔大正8年〕6
月21日

1通
ペン

フランスより

493 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤滋彌 〔大正8年〕6
月27日

1通（8枚）
ペン

日本郵船株式会社罫紙
伝記中「欧米再遊録」として掲載され

たものの原本。伝記187ページ。

494 〔近藤廉平〕書簡 近藤廉平 近藤滋彌 〔大正8年6月3
0日〕

1通
ペン

封筒のみ

495 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤滋彌 大正8年6月 1通（5枚）
ペン

日本郵船株式会社罫紙

496 〔近藤廉平〕書簡 近藤廉平 近藤滋彌 〔大正8年7
月〕4日～20日

1通（14枚）
ペン

Hydpark Hotel便箋
伝記中「欧米再遊録」として掲載され

たものの原本。伝記192ページ。1919年7月
25日のロンドンの消印。

497 近藤廉平絵葉書 近藤廉平 近藤滋彌 〔大正8年〕7
月10日

1通
ペン

ロンドンより
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498 近藤廉平絵葉書 近藤廉平 近藤滋彌 大正8年7月24
日

1通
ペン

ロンドンより

499 近藤廉平絵葉書 近藤廉平 近藤滋彌 〔大正8年〕7
月24日

1通
ペン

ロンドンより

500 近藤廉平絵葉書 近藤廉平 近藤滋彌 〔大正8年〕7
月24日

1通
ペン

ロンドンより

501 〔近藤廉平〕書簡 近藤廉平 近藤滋彌 大正8年7月27
日

1通（2枚）
ペン

Hotel PLAZA ATHENEE(パリ)便箋
伝記中「欧米再遊録」として掲載され

たものの原本。伝記201ページ。

502 〔近藤廉平〕書簡 近藤廉平 近藤滋彌 〔大正8年7
月〕

1通
ペン

封筒のみ

503 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤滋彌 大正8年7月 1通
ペン

伝記中「欧米再遊録」として掲載され
たものの原本。伝記191ページ。封筒なし。

504 近藤廉平絵葉書 近藤廉平 近藤滋彌 〔大正8年〕8
月2日

1通
ペン

フランス国内から出されているが、都
市は不明

505 近藤廉平絵葉書 近藤廉平 近藤滋彌 〔大正8年8月4
日〕

1通
ペン

ローザンヌより

506 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤滋彌 大正8年8月7日 1通（3枚）
ペン

伝記中「欧米再遊録」として掲載され
たものの原本。伝記203ページ。封筒なし。

507 近藤廉平絵葉書 近藤廉平 近藤滋彌 〔大正8年〕8
月9日

1通
ペン

ルツェルンより

508 近藤廉平絵葉書 近藤廉平 近藤滋彌 〔大正8年〕8
月9日

1通
ペン

インタラーケンより

509 近藤廉平絵葉書 近藤廉平 近藤滋彌 〔大正8年〕8
月10日

1通
ペン

ベルンより

近藤廉平関係文書目録

43



数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法

数量
記述法
備考

数量
内容
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
内容
記述法
備考

数量
記述法

資料
番号

タイトル 作成者 宛先 年月日 内容・備考等

510 近藤廉平絵葉書 近藤廉平 近藤滋彌 〔大正8年〕8
月10日

1通
ペン

ルツェルンより

511 近藤廉平絵葉書 近藤廉平 近藤滋彌 〔大正8年8月1
0日〕

1通
ペン

ルツェルンより

512 近藤廉平絵葉書 近藤廉平 近藤滋彌 〔大正8年8月1
1日〕

1通
ペン

ジュネーブより

513 近藤廉平絵葉書 近藤廉平 近藤滋彌 〔大正8年〕8
月12日

1通
ペン

ベルンより

514 近藤廉平絵葉書 近藤廉平 近藤滋彌 〔大正8年8月1
4日〕

1通
ペン

ジュネーブより

515 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤滋彌 〔大正8年〕8
月17日

1通（4枚）
ペン

516 近藤廉平絵葉書 近藤廉平 〔近藤滋彌〕 〔大正8年〕8
月19日

1通
ペン

ジュネーブより

517 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤滋彌 〔大正8年〕8
月23日

1通（2枚）
豊川貞三郎死去を悼む

ペン
ロンドンの消印

518 〔近藤廉平〕絵葉
書

近藤廉平 近藤滋彌 〔大正8年〕8
月28日

1通
ペン

スコットランド、グラスゴーより

519 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤滋彌 大正8年8～9月 1通（13枚）
ペン

伝記中「欧米再遊録」として掲載され
たものの原本。伝記208ページ。8月分は収
録されず。封筒なし。

520 近藤廉平絵葉書 近藤廉平 近藤滋彌 〔大正8年〕8
月29日

1通
ペン

リヴァプールより

521 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤滋彌 〔大正8年〕8
月30日

1通（5枚）
ロンドン報告

ペン
封筒なし

522 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤滋彌 〔大正8年〕8
月31日

1通（2枚）
ペン
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523 〔近藤廉平〕書簡 近藤廉平 近藤滋彌 〔大正8年〕9
月1日

1通（2枚）
ペン

524 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤滋彌 〔大正8年〕9
月9日

1通（7枚）
近藤廉平書簡(隆資死去)、1枚

ペン
伝記中「欧米再遊録」として掲載され

たものの原本。184ページ。

525 近藤廉平絵葉書 近藤廉平 近藤滋彌 〔大正8年〕9
月12日

1通
ペン

サウザンプトンの消印

526 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤滋彌 〔大正8年9月2
2日～10月2
日〕

1通（4枚）
ペン

封筒なし

527 〔近藤廉平〕書簡 近藤廉平 近藤滋彌 〔大正8年〕9
月

1通（4枚）
ペン

伝記中「欧米再遊録」として掲載され
たものの原本。伝記211ページ。1919年9月
15日にパリの消印。

528 近藤廉平絵葉書 近藤廉平 近藤滋彌 〔大正8年〕10
月3日

1通
ペン

シカゴより

529 〔近藤廉平〕書簡 近藤廉平 近藤滋彌 〔大正8年〕 1通（4枚）
ペン

日本郵船株式会社罫紙
伝記中「欧米再遊録」として掲載され

たものの原本。伝記181ページ。1919年5月
17日のパリの消印がある封筒にクリップで
留めてあったが、用紙と封筒の大きさが合わ
ないため、封筒には別の書簡が入っていたも
のと思われる。

530 〔近藤廉平〕書簡 近藤廉平 近藤滋彌 〔大正8年〕 1通
ペン

封筒のみ

531 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤滋彌 〔大正8年〕 1通（15枚）
ペン

伝記中「欧米再遊録」として掲載され
たものの原本。伝記151ページ。
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532 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤滋彌 5月16日 1通（2枚）
ルーマニア王国太子と面会

ペン
日本郵船株式会社罫紙
用紙と封筒の大きさが合わないため、

封筒には別の書簡が入っていたものと思われ
る

533 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤滋彌 9月18日 1通(2枚)
上海等中国レポート　

墨書
A Schroder Astor House Hotel 用箋

534 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤滋彌 11月2日 1通
滋彌写真の感想

墨書

535 近藤廉平書簡 近藤廉平 〔近藤滋彌〕 1通
ペン

伝記中「欧米再遊録」の一部か。断
片。封筒なし。もと請求番号1223に収納。

536 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤従子 明治42年12月
23日

1通
墨書

湯本福本より

537 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤従子 〔明治43年〕2
月13日

1通
墨書

538 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤従子 〔明治45年〕3
月23日

1通
墨書

539 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤従子 〔明治45年〕5
月21日

1通
墨書

540 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤従子 〔大正2年〕1
月3日

1通
墨書

湯河原より

541 近藤廉平絵葉書 近藤廉平 近藤従子 〔大正8年〕8
月7日

1通
ペン

モントルーより

542 近藤廉平絵葉書 近藤廉平 近藤従子 〔大正8年〕9
月20日

1通
ペン

PAQUEBOTの消印あり

543 近藤〔廉平〕書簡 近藤廉平 〔近藤従子〕 5月6日 1通
保養地での報告

墨書
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544 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤従子 8月8日 1通
墨書

湯の沢より

545 〔近藤廉平〕書簡 近藤廉平 近藤従子 9月7日 1通(3枚)
ペン

上海より

546 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤従子 9月27日 1通(3枚)
ペン

天津　ASTOR HOUSE HOTEL 便箋

547 近藤〔廉平〕書簡 近藤廉平 近藤従子 1通
墨書

小田原入木屋別荘より

548 近藤廉平絵葉書 近藤廉平 近藤従子・貴
子

〔大正8年〕5
月24日

1通
ペン

ブリュッセルより

549-0 包紙　近藤廉平絵
葉書書簡〔家族宛
一括〕

1枚
資料番号549-1から47の包紙で、一

括されていた

549-1 近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤貴子 明治30年3月 1通
千年以前の古都城内を馬車にて見学、

人と家が汚い
ペン

南京より

549-2 近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤貴子 大正6年7月15
日

1通
極楽の此の地

墨書
伊香保より

549-3 近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤貴子 大正8年1月24
日

1通
シカゴで廉治と合う予定

ペン
北部ワシントン州より

549-4 近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤貴子 大正8年〔2
月〕

1通
花の都も戦後で気の毒の様、2枚の連

名絵葉書到着、うれしく拝見
ペン

パリより

549-5 近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤貴子 大正8年3月12
日

1通
蝸牛に舌鼓

ペン
パリより
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549-6 近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤貴子 大正8年3月12
日

1通
1月14日の手紙読み安心

ペン
パリより

549-7 近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤貴子 大正8年3月31
日

1通
仏語研究中

ペン
パリより

549-8 近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤貴子 大正8年4月10
日

1通
永井の日本料理

ペン
パリで書かれたもの、投函された形跡

がない

549-9 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤貴子 大正8年4月13
日

1通
女役者デウポルド

ペン

549-
10

近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤貴子 大正8年4月21
日

2通
ベルサイユ見物

ペン
投函された形跡がない。2通で1組と

なっている。

549-
11

近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤貴子 大正8年4月25
日

1通
講和会議の行方新聞報道紹介

ペン

549-
12

近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤貴子 大正8年5月9日 1通
ヴィゴー港に寄り上陸

ペン
スペイン　ビーゴより

549-
13

近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤貴子 大正8年5月26
日

1通
母の七回忌

ペン
ブリュッセルより

549-
14

近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤貴子 大正8年5月29
日

1通
パリへ戻る

ペン
ハーグより

549-
15

近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤貴子 大正8年5月31
日

1通
ペン

コペンハーゲンより
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549-
16

近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤貴子 大正8年6月20
日

1通
フォンテンヌブローへ一同来遊

ペン
フランスより

549-
17

近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤貴子 大正8年6月21
日

1通
フォンテンヌブローの森

ペン
フランスより

549-
18

近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤貴子 大正8年6月23
日

1通
ペン

パリより

549-
19

近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤貴子 大正8年6月27
日

1通
気候の変化

ペン
パリより

549-
20

近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤貴子 大正8年6月28
日

1通
講和条約、無事調印

ペン
パリより

549-
21

近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤貴子 大正8年7月7日 1通
ハプソンコート宮殿見物

ペン
ロンドンより

549-
22

近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤貴子 〔大正8年〕7
月7日

1通
ペン

ロンドンより

549-
23

近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤貴子 大正8年7月11
日

1通
会社のことで忙しい

ペン
ロンドンより

549-
24

近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤貴子 大正8年7月14
日

1通
パリで凱旋式

ペン

549-
25

近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤貴子 大正8年7月30
日

1通
ノートルダム寺院破壊の真相視察

ペン
パリより

549-
26

近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤貴子 〔大正8年〕7
月

1通
英京も仏京も男女共に乗馬

ペン
イギリス国内より
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549-
27

近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤貴子 大正8年8月4日 1通
旅程、大久保の体調

ペン
ロンドンより

549-
28

近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤貴子 大正8年8月7日 1通
古代城郭見学

ペン
モントルーより

549-
29

近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤貴子 大正8年8月9日 1通
宿に対する苦情

ペン
スイス国内より

549-
30

近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤貴子 大正8年8月10
日

1通
景色はスイス湖水で佳良

ペン
ルツエルンより

549-
31

近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤貴子 大正8年8月9日 1通
大噴水の傍で止宿

ペン
ローザンヌより

549-
32

近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤貴子 大正8年8月13
日

1通
大噴水について

ペン
ジュネーブより

549-
33

近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤貴子 大正8年9月17
日

1通
予定通り到着

ペン

549-
34

近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤貴子 大正8年8月19
日

1通
夏季は各地満員

ペン
スイス国内より

549-
35

近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤貴子 大正8年9月22
日

1通（3枚）
フランス出港、船中でであった人々

ペン
paquebot船より

549-
36

近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤貴子 大正8年9月24
日

1通
仏国分捕りの大砲の山

ペン
イギリス国内より
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549-
37

近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤貴子 大正8年10月8
月

1通
景色佳良、日本人好み

ペン
ルツエルンより

549-
38

近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤貴子 大正8年10月1
8日

1通
ブエノスアイレス、パリのようで立派

ペン
アルゼンチン国内より

549-
39

近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤貴子 〔大正8年〕 1通
エジプト暴動後、港警戒中

ペン
ポートセットより

549-
40

近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤貴子 〔大正8年〕 1通
パリ第一市区

ペン
パリより

549-
41

近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤貴子 〔大正8年〕 1通
ペン

パリより、封筒のみ

549-
42

近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤貴子 〔大正8年〕 1通
車でウインドミア着

ペン
イギリス国内より

549-
43

近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤貴子 〔大正8年〕 1通
引移先の夫婦が親切で、大安心、パリ

行は来月に延期
ペン

ロンドンより

549-
44

近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤貴子 4月21日 1通
コロンボ入港、仏跡見学、日本人に敬

礼する印度人あり、西洋を駆逐せねばならぬ
ペン

スリランカ国内より

549-
45

近藤廉平葉書 近藤廉平 宛先不明 1通
離宮（トリアノン）正面の全景、紹介

ペン
未投函

549-
46

近藤廉平葉書 近藤廉平 宛先不明 1通
宮殿（ベルサイユ）正面の全景

ペン
未投函
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549-
47

大久保利武書簡 大久保利武 近藤貴子 大正8年6月28
日

1通
本日滞りなく講和条約調印、父上同道

ペン
パリより

550 近藤廉平絵葉書書
簡〔家族宛一括〕

近藤廉平　他 近藤廉平　他 大正2～10年 主に廉平が海外や国内保養地から貴子
に宛てたもの

550-1 近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤貴子 大正2年8月 1通
旅程について

墨書
城崎温泉より有馬温泉滞在中の貴子へ

550-2 近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤貴子 大正3年8月5日 1通
景色について

墨書
苦楽園より

550-3 近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤貴子 大正6年1月13
日

1通
大久保の姉と同行、魚政を訪う

ペン

550-4 近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤貴子 大正6年7月21
日

1通
利正のこと安心

ペン

550-5 近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤貴子 大正7年10月5
日

1通
ケープ出発デラブアベイ着

ペン
東アフリカより

550-6 近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤貴子 大正8年4月4日 1通
香港入港

ペン
香港より

550-7 近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤貴子 大正8年 1通
ハドソンは三流以下の車で恥ずかしく

なった
ペン

シカゴより

550-8 近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤貴子 大正9年11月2
0日

1通
ドイツは貨幣市場下落

ペン
ブリュッセルより

550-9 近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤貴子 5月29日 1通
スエズ湾に到着

ペン
スエズより
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550-
10

近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤貴子 6月3日 1通
ソロモン殿堂からの景色

ペン
ゼルセレムより

550-
11

近藤廉平葉書 近藤廉平 上杉憲章・貴
子

8月13日 1通
唯今ベルリン滞在中

ペン
ベルンより

550-
12

近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤貴子 12月19日 1通
ペン

宛名は多賀子となっている。冨士屋ホ
テルより。

550-
13

近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤貴子 1通
当地無事

墨書
但馬温泉より

550-
14

近藤廉平書簡 近藤廉平 留守宅 大正10年1月1
3日

1通
伊勢参り

ペン
奈良ホテルより

550-
15

藤田欽書簡 藤田欽 近藤貴子 大正8年1月22
日

1通
父上様御到着

ペン
シアトルより

551 〔近藤廉平書簡巻
子本〕

書簡2通が表装

551-1 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤貴子 大正7年3月4日 1通
墨書

蒲郡常盤館より

551-2 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤貴子 大正7年9月16
日

1通
墨書

湯河原中西旅館より

552 〔近藤廉平書簡巻
子本〕

書簡3通が表装

552-1 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤貴子 大正5年1月5日 1通
墨書

京都清水川種より

552-2 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤貴子 大正5年7月8日 1通
墨書

湯河原より
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552-3 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤貴子 大正5年9月9日 1通
墨書

大坂金森旅館より

553 〔近藤廉平書簡巻
子本〕

書簡2通、漢詩1枚が表装

553-1 〔漢詩〕 近藤廉平 1枚
辞世の句「恭賦勅題　社頭暁于時参拝

伊勢神宮」
墨書

553-2 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤貴子 大正2年5月4日 1通
墨書

伊勢山田より

553-3 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤貴子 大正2年8月21
日

1通
有馬温泉滞在中の貴子宛に城崎から送

ったもの
墨書

554 〔近藤廉平書簡巻
子本〕

書簡3通が表装

554-1 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤貴子 大正9年7月6日 1通
墨書

名古屋魚半より

554-2 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤貴子 大正9年7月10
日

1通
墨書

神戸より

554-3 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤貴子 大正9年8月10
日

1通
鎌倉滞在中の貴子宛に自宅から送った

もの
墨書

555 〔近藤廉平書簡巻
子本〕

近藤廉平 近藤貴子 書簡4通が表装

555-1 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤貴子 大正3年4月8日 1通
墨書

神戸より

555-2 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤貴子 大正3年4月10
日

1通
墨書

京都より

555-3 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤貴子 大正3年4月11
日

1通
昭憲皇太后の崩御を悼む

墨書
京都より
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555-4 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤貴子 大正3年10月1
8日

1通
墨書

湯河原より

556 〔近藤廉平書簡巻
子本〕

書簡3通と和歌1枚が表装

556-1 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤貴子 大正7年1月6日 1通
墨書

京都清水川種より

556-2 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤貴子 大正7年1月7日 1通
京阪滞在

墨書

556-3 〔父の書簡を偲ぶ
和歌〕

近藤貴子 1枚
墨書

556-4 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤貴子 大正7年9月11
日

1通
墨書

湯河原中西旅館より

557 〔近藤廉平書簡巻
子本〕

書簡3通が表装

557-1 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤貴子 大正3年10月3
1日

1通
墨書

湯河原より

557-2 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤貴子 大正3年11月9
日

1通
墨書

湯河原より

557-3 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤貴子 大正3年11月1
1日

1通
墨書

湯河原より

558 〔近藤廉平書簡巻
子本〕

書簡3通が表装

558-1 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤貴子 7月5日 1通
施餓鬼について

墨書

558-2 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤貴子 10月28日 1通
墨書

湯河原より

558-3 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤貴子 10月28日 1通
墨書

湯河原より
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559 〔近藤廉平書簡巻
子本〕

3通が表装

559-1 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤貴子 大正4年9月4日 1通
墨書

小樽より

559-2 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤貴子 大正4年9月10
日

1通
墨書

釧路より

559-3 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤貴子 大正4年9月15
日

1通
墨書

根室より

560 〔近藤廉平書簡巻
子本〕

書簡3通が表装

560-1 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤貴子 大正2年8月27
日

1通
有馬温泉滞在中の貴子宛

墨書
城崎より

560-2 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤貴子 大正2年8月30
日

1通
有馬温泉滞在中の貴子宛

墨書
木屋町(城崎)より

560-3 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤貴子 大正2年8月30
日

1通
有馬温泉滞在中の貴子宛

墨書
大油屋(城崎)より

561 〔近藤廉平書簡巻
子本〕

書簡8通が表装。年は不明。

561-1 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤貴子 11月1日 1通
墨書

湯河原より

561-2 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤貴子 11月2日 2通
墨書

湯河原より

561-3 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤貴子 11月11日 1通
所得税、地税の小切手での納入依頼

墨書
鎌倉より

561-4 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤貴子 1巻
墨書
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561-5 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤貴子 大正5年9月14
日

1通
墨書

福岡より

561-6 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤貴子 大正5年9月16
日

1通
墨書

下関より

561-7 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤貴子 大正5年9月17
日

1通
墨書

神戸より

561-8 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤貴子 大正5年9月21
日

1通
墨書

大坂より

562 〔近藤廉平書簡巻
子本〕

書簡3通が表装

562-1 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤貴子 大正3年3月26
日

1通
墨書

門司より

562-2 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤貴子 大正3年3月31
日

1通
墨書

長崎より

562-3 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤貴子 大正3年4月5日 1通
墨書

下関より

563 〔近藤廉平書簡巻
子本〕

近藤廉平 近藤貴子 書簡3通が表装

563-1 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤貴子 大正4年7月15
日

1通
墨書

伊豆長岡より

563-2 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤貴子 大正4年7月16
日

1通
墨書

伊豆長岡より

563-3 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤貴子 4月17日 1通
墨書

苦楽園より

564 〔近藤廉平書簡巻
子本〕

近藤廉平 近藤貴子 書簡3通と和歌2枚が表装

564-1 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤貴子 大正6年1月7日 1通
墨書

伊勢山田より

近藤廉平関係文書目録

57



数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
内容
記述法
備考

数量
内容
記述法
用紙
備考

資料
番号

タイトル 作成者 宛先 年月日 内容・備考等

564-2 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤貴子 大正6年10月3
1日

1通
墨書

名古屋より

564-3 近藤廉平書簡 近藤廉平 近藤貴子 大正6年12月1
6日

1通
墨書

大阪より

564-4 〔父の書簡を偲ぶ
和歌〕

近藤貴子 1枚
墨書

564-5 〔父の書簡を偲ぶ
和歌〕

近藤貴子 1枚
墨書

565 近藤廉平絵葉書 近藤廉平 近藤多満子・
泰賢

〔大正8年〕9
月3日

1通
ペン

グラスゴーより。泰賢は貞純が一時的
に用いていた名前。

566 近藤廉平絵葉書 近藤廉平 近藤泰賢 〔大正8年〕9
月17日

1通
ペン

ハリファックスより。泰賢は貞純が一
時的に用いていた名前。

567 近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤廉平宅 〔大正8年〕3
月15日

1通
ペン

568 近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤廉平宅 〔大正8年〕3
月15日

1通
ペン

パリより

569 近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤廉平宅 〔大正8年〕3
月15日

1通
ペン

パリより

570 近藤廉平書簡 近藤廉平 山村長千代 〔明治43年〕6
月20日

1通
墨書

上海より

571 近藤廉平書簡 近藤廉平 山村長千代 〔明治45年3月
28日〕

1通
墨書

京都より

572 近藤廉平書簡 近藤廉平 山村長千代 〔大正8年〕6
月1日

1通
中国内での様子を記す

ペン
漢口より

573 近藤廉平書簡 近藤廉平 吉川泰二郎・
加藤正義

明治27年10月
8日

1通(7枚)
陸軍による艦船買い入れ照会

墨書
日本郵船株式会社用箋
広島より
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574 〔近藤廉平　他絵
葉書一括〕

近藤廉平・近
藤滋彌・近藤
廉治　他

近藤廉平・近
藤滋彌・近藤
八重子・貴子　
他

明治29年3月3
日～大正8年10
月3日

家族間の葉書やりとりが主。パリ講和
会議時のものが多数。

574-1 近藤廉平葉書 近藤廉平・大
久保利武　他

近藤滋彌 大正8年3月9日 1通
田舎のレストランにて廉平、伊集院彦

吉、大久保利武、牧野伸顕、吉田茂、三島通
陽の寄せ書き

ペン
パリより

574-2 近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤滋彌 大正8年7月10
日

1通
ライオン記念碑について

ペン
スイスより

574-3 近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤滋彌 大正8年7月30
日

1通
戦跡視察

ペン
パリより

574-4 近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤滋彌 大正8年9月14
日

1通
Ye olde cheshire cheese食事の際の

席次
ペン

ロンドンより

574-5 近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤滋彌 大正8年9月14
日

1通
湖水の汽船に乗る

ペン
モントルーより

574-6 近藤廉平葉書 近藤廉平 近藤八重子・
貴子

明治29年3月3
日

1通
諏訪丸進水式

墨書

574-7 近藤廉平葉書 近藤廉平 留守宅 明治29年3月3
日

1通
諏訪丸進水式、請求番号574-6に続く

内容
墨書

574-8 近藤廉平葉書 近藤廉平 留守宅 明治29年3月3
日

1通
来月1日当地発

墨書

574-9 近藤廉平葉書 近藤廉平 留守宅 大正7年5月 1通
無事当地着

ペン
ニューヨークより
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574-
10

近藤廉平葉書 近藤廉平 留守宅 大正8年3月14
日

1通
昨夜、大久保、藤森らと食事

ペン

574-
11

近藤廉平葉書 近藤廉平 留守宅 大正8年3月28
日

1通
ニューヨーク出帆、山県公の薨去、船

中で聞く
ペン

574-
12

近藤廉平葉書 近藤廉平 留守宅 大正8年4月26
日

1通
一次大戦の痕跡

ペン
フランスより

574-
13

近藤廉平葉書 近藤廉平 留守宅 大正8年4月 1通
皆無事

ペン
パリより

574-
14

近藤廉平葉書 近藤廉平 留守宅 大正8年10月3
日

1通
廉治も同時帰朝

ペン
シカゴより

574-
15

近藤廉治葉書 近藤廉治 近藤廉平 大正7年6月27
日

1通
工場見学

ペン
ニューヨークより

574-
16

近藤廉治葉書 近藤廉治 近藤廉平 大正7年7月13
日

1通
下宿調べ

ペン
ニューヨークより

574-
17

上田有沢葉書 上田有沢 近藤廉平 明治37年9月2
1日

1通
銀行集会所祝賀会における戦勝祝いへ

の礼状
墨書

574-
18

福島安正葉書 福島安正 近藤廉平 明治38年1月 1通
年賀状

墨書
色彩画入り（満人と日本軍人）

574-
19

曽我祐準葉書 曽我祐準 近藤廉平 大正3年10月5
日

1通
優待礼状

墨書

575 近藤廉平書簡 近藤廉平 留守宅 6月17日 1通
ペン

ニューヨークより
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576 〔書簡草稿〕 近藤廉平 2枚
英文。日米間の経済協定について。文

面より、アメリカ人に宛てたものと思われ
る。

タイプ

577 〔近藤廉平封筒〕 近藤廉平 近藤従子・滋
彌・貴子

〔大正8年6月7
日〕

1枚
ペン

封筒のみ

578-0 〔収納封筒「其日
庵様　御遺墨」〕

近藤廉平 近藤廉平家族 1枚
墨書、ペン

廉平の家族宛書簡、廉平作成書類の
他、第三者間書簡等を収納（もと請求番号5
78、 607、 666、 706、 793、 794、 79
5、 1103、 1104、 1105、 1118、 112
3、 1184、 1185、 1186、 1187、118
8、1189、1396、1419を収納）。旧蔵者
により「其日庵様御遺墨」として一括されて
いたが、資料の種類(書簡と書類)・作成者に
より各分類に振り分けた。其日庵は廉平が所
有していた茶室の名前であり、廉平の戒名で
もある。

578-1 其日庵様　御遺墨
〔近藤従子宛葉
書〕

近藤廉平 近藤従子 明治36年5月1
9日

1通
ペン

遼東半島の汽車の中で書いたもの。従
子は群馬の別荘滞在中。

578-2 其日庵様　御遺墨
〔近藤従子宛葉
書〕

近藤廉平 近藤従子 明治41年4月2
0日

1通
ペン

京都滞在中の従子宛

578-3 其日庵様　御遺墨
〔近藤従子宛書
簡〕

近藤廉平 近藤従子 明治43年5月6
日

1通
ペン

釜山より

578-4 其日庵様　御遺墨
〔近藤従子宛書
簡〕

近藤廉平 近藤従子 明治45年5月2
2日

1通
墨書

578-5 其日庵様　御遺墨
〔近藤従子宛書
簡〕

近藤廉平 近藤従子 大正2年1月6日 1通
墨書

湯河原の廉平から大磯の従子宛

578-6 其日庵様　御遺墨
〔近藤従子宛葉
書〕

近藤廉平 近藤従子 大正4年12月1
日

1通
墨書

578-7 其日庵様　御遺墨
〔近藤従子宛葉
書〕

近藤廉平 近藤従子 5月18日 1通
ペン

神戸より
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578-8 其日庵様　御遺墨
〔近藤従子宛書
簡〕

近藤廉平 近藤従子 10月15日 1通
芸者を連れて御出あれば小蝶がよい

ペン

578-9 其日庵様　御遺墨
〔近藤従子宛書
簡〕

近藤廉平 近藤従子 〔日付不明〕 1通
墨書

花やより

578-
10

其日庵様　御遺墨
〔近藤従子宛葉
書〕

近藤廉平 近藤従子 〔日付不明〕 1通
井上馨銅像建立記念

墨書

578-
11

其日庵様　御遺墨
〔近藤滋彌宛書
簡〕

近藤廉平　 近藤滋彌 〔明治38年〕3
月16日

1通
病気快方、奉天大勝利

墨書
グラスゴー留学中の滋彌宛、本文の差

出人名は「父　母」封筒なし

578-
12

其日庵様　御遺墨
〔近藤滋彌宛書
簡〕

近藤廉平　 近藤滋彌 〔明治41年〕9
月20日

1通
卒業後帰朝、皆賛成

墨書
グラスゴー留学中の滋彌宛、封筒なし

578-
13

其日庵様　御遺墨
〔近藤滋彌宛書
簡〕

近藤廉平　 近藤滋彌 明治42年1月4
日

1通（3枚）
進路について

墨書
グラスゴー留学中の滋彌宛、封筒なし

578-
14

其日庵様　御遺墨
〔近藤滋彌宛書
簡〕

近藤廉平　 近藤滋彌 明治42年6月8
日

1通（2枚）
技術を身に着けての心構え

ペン
グラスゴー留学中の滋彌宛

578-
15

其日庵様　御遺墨
〔近藤滋彌宛書
簡〕

近藤廉平　 近藤滋彌 明治42年9月8
日

1通
近況報告

墨書
グラスゴー留学中の滋彌宛、封筒なし

578-
16

其日庵様　御遺墨
〔近藤滋彌宛書
簡〕

近藤廉平　 近藤滋彌 明治42年1月1
8日

1通
進路について

(1)近藤廉平宛Ｇ.Flett書簡１通/
(2)G.Flett宛近藤廉平書簡1通

ペン、タイプ
グラスゴー留学中の滋彌宛

578-
17

其日庵様　御遺墨
〔近藤滋彌宛書
簡〕

近藤廉平　 近藤滋彌 明治43年9月2
7日

1通
爵位授与の意味を説く

ペン
グラスゴー留学中の滋彌宛、封筒なし
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578-
18

其日庵様　御遺墨
〔近藤滋彌宛書
簡〕

近藤廉平　 近藤滋彌 1月21日 1通
便りのないこと、母が心配

ペン
グラスゴー留学中の滋彌宛、封筒なし

578-
19

其日庵様　御遺墨
〔近藤滋彌宛書
簡〕

近藤廉平　 近藤滋彌 3月11日 1通
母の様子

ペン
グラスゴー留学中の滋彌宛、封筒なし

578-
20

其日庵様　御遺墨
〔近藤滋彌宛書
簡〕

近藤廉平　 近藤滋彌 7月26日 1通
重子死去、西郷関係の事交渉中

ペン
グラスゴー留学中の滋彌宛、封筒な

し。

578-
21

其日庵様　御遺墨
〔近藤滋彌宛書
簡〕

近藤廉平　 近藤滋彌 10月1日 1通
学事方針について

ペン
天津よりグラスゴー留学中の滋彌宛、

封筒なし

578-
22

其日庵様　御遺墨
〔近藤滋彌宛書
簡〕

近藤廉平　 近藤滋彌 10月11日 1通
帰朝についての念押し

墨書
グラスゴー留学中の滋彌宛

578-
23

其日庵様　御遺墨
〔近藤滋彌宛葉
書〕

近藤廉平　 近藤滋彌 〔日付不明〕 1通
皆無事

墨書
軽井沢よりグラスゴー留学中の滋彌宛

578-
24

其日庵様　御遺墨
〔近藤滋彌宛書
簡〕

田辺為三郎 近藤滋彌 〔年不明〕10
月18日

1通
廉平の欧米詩集出版計画

墨書
「其日庵様　御遺墨」に紛れ込んだも

のヵ

578-
25

其日庵様　御遺墨
〔近藤進・廉治宛
葉書〕

近藤廉平 近藤進・廉治 明治39年10月
14日

1通
ペン

大連より

578-
26

其日庵様　御遺墨
〔留守宅宛葉書〕

近藤廉平 留守宅 明治36年8月1
8日

1通
ペン

清国金州城外より

578-
27

其日庵様　御遺墨
〔留守宅宛葉書〕

近藤廉平 留守宅 明治43年4月2
8日

1通
墨書

名古屋より

近藤廉平関係文書目録

63



数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

資料
番号

タイトル 作成者 宛先 年月日 内容・備考等

578-
28

其日庵様　御遺墨
〔留守宅宛葉書〕

近藤廉平 留守宅 明治43年5月6
日

1通
墨書

釜山より

578-
29

其日庵様　御遺墨
〔留守宅宛葉書〕

近藤廉平 留守宅 明治43年5月1
1日

1通
ペン

京城より

578-
30

其日庵様　御遺墨
〔留守宅宛葉書〕

近藤廉平 留守宅 明治43年5月1
2日

1通
墨書

仁川より

578-
31

其日庵様　御遺墨
〔留守宅宛葉書〕

近藤廉平 留守宅 明治43年5月1
3日

1通
鉛筆

新義州より

578-
32

其日庵様　御遺墨
〔留守宅宛葉書〕

近藤廉平 留守宅 明治43年5月1
4日

1通
ペン

奉天より

578-
33

其日庵様　御遺墨
〔留守宅宛葉書〕

近藤廉平 留守宅 明治43年5月1
7日

1通
ペン

奉天より

578-
34

其日庵様　御遺墨
〔留守宅宛葉書〕

近藤廉平 留守宅 明治43年5月1
9日

1通
ペン

大連より

578-
35

其日庵様　御遺墨
〔留守宅宛葉書〕

近藤廉平 留守宅 明治43年5月1
9日

1通
ペン

旅順より

578-
36

其日庵様　御遺墨
〔留守宅宛書簡〕

近藤廉平 留守宅 明治43年5月1
9日

1通
ペン

大連より

578-
37

其日庵様　御遺墨
〔留守宅宛葉書〕

近藤廉平 留守宅 明治43年5月2
5日

1通
ペン

天津より

578-
38

其日庵様　御遺墨
〔留守宅宛書簡〕

近藤廉平 留守宅 明治43年6月2
日

1通
ペン

北京より

578-
39

其日庵様　御遺墨
〔留守宅宛葉書〕

近藤廉平 留守宅 明治43年6月1
0日

1通
鉛筆

蘇州より

578-
40

其日庵様　御遺墨
〔留守宅宛葉書〕

近藤廉平 留守宅 明治43年6月1
3日

1通
ペン

大治より
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578-
41

其日庵様　御遺墨
〔留守宅宛葉書〕

近藤廉平 留守宅 明治43年6月1
6日

1通
ペン

南京より

578-
42

其日庵様　御遺墨
〔留守宅宛葉書〕

近藤廉平 留守宅 明治43年6月1
8日

1通
ペン

長江小姑山近くより

578-
43

其日庵様　御遺墨
〔留守宅宛葉書〕

近藤廉平 留守宅 明治43年6月 1通
ペン

上海より

578-
44

其日庵様　御遺墨
〔留守宅宛葉書〕

近藤廉平 留守宅 明治43年7月8
日

1通
墨書

大阪箕輪より

578-
45

其日庵様　御遺墨
〔留守宅宛書簡〕

近藤廉平 〔留守宅〕 7月19日 1通
浜口の長女重子死去

ペン

578-
46

其日庵様　御遺墨
〔留守宅宛葉書〕

近藤廉平 留守宅 10月21日 1通
墨書

嵐山寿屋より

578-
47

其日庵様　御遺墨
〔家族以外宛書
簡〕

近藤廉平 梅若実 明治31年6月 1通
誓約書

墨書
封筒なし

578-
48

其日庵様　御遺墨
〔家族以外宛書
簡〕

近藤廉平 山村長千代 明治43年6月3
日

1通
墨書

北京より

579 〔欧米旅行中家族
宛書簡集(写)清
書〕

〔作成者不
明〕

明治33年4月1
7日～34年3月
14日

1冊
廉平がアメリカ及びヨーロッパに滞在

中に家族等へ送った書簡を筆写したもので旅
行記の趣となっている。清書版。

新聞切抜、1枚
墨書

付属資料は62～63頁の間に挟み込み

580 〔欧米旅行家族宛
書簡集(写)草稿〕

〔近藤廉平〕 明治33年4月1
7日～34年3月
14日

1冊
廉平がアメリカ及びヨーロッパに滞在

中に家族等へ送った書簡を筆写したもので旅
行記の趣となっている。草稿版。

墨書

581 〔クリスマスカー
ド発送リスト〕

〔近藤廉平〕 大正8年12月 6枚
大正八年十二月クリスマスカード発送

(近藤)と書込みあり
タイプ、鉛筆
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582 〔未使用葉書〕 1通
墨書

廉泉の葉書から剥がれ落ちたものヵ

3　第三者間書簡
［資料番号583～
613］

583 青砥左衛門尉書簡 青砥左衛門尉 佐野源左衛門 1通
墨書

584 岩垣長門介書簡 岩垣長門介 近藤立輔 4月14日 1通
墨書

585 岩崎弥太郎書簡 岩崎弥太郎 岩崎弥之助 〔明治10年〕2
月2日

1通
西南戦争の戦況報告

墨書
封筒なし

586 雲涛書簡 雲涛 〔宛先不明〕 〔明治39年〕 1通
賀状

墨書
封筒なし

587 雲涛書簡 雲涛 〔宛先不明〕 〔明治40年〕 1通
賀状

墨書
封筒なし

588 岡崎邦輔書簡 岡崎邦輔 加藤正義 4月2日 1通
墨書

589 義父書簡 義父（中条又
二義父）

中条又二 3月15日 1通
差出人名に「於石佛寺　義父」とあり

墨書
軍事郵便

590 九州商業銀行書簡 九州商業銀行 是本浅夫 明治42年9月1
3日・大正4年7
月12日

1通
廉平所有の株に関する書簡(明治42

年)及び九州商業銀行株主総会開催通知(大正
4年)

墨書
封筒なし

591 倉田弥三郎葉書 倉田弥三郎 〔宛先不明〕 11月30日 1通
海岸見回り、船大破

墨書

592 西郷平太郎書簡 西郷平太郎 山村長千代 明治43年5月2
7日

1通
渡清観光実業団長として廉平が渡清し

た際の秘書の報告
墨書
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593 里孝書簡 里孝 〔宛先不明〕 4月11日 1通
日清講和談判の進捗と調印

墨書
封筒なし

594 富永冬樹書簡 富永冬樹 加藤正義 〔明治32年〕2
月28日

1通
日本銀行も案外の大火

墨書

595 平尾光子書簡 平尾光子 横関繁太郎 4月12日 1通
郵船会社問題

横関繁太郎書簡、1通
墨書

596 松方正義書簡 松方正義 加藤正義 2月5日 1通
墨書

もと請求番号1217に収納

597 松田勝之助書簡 松田勝之助 大河内 10月26日 1通
墨書

封筒なし。もと請求番号1223に収
納。

598 水野書簡 水野 加藤正義 〔明治30年〕3
月24日

1通
墨書

599 名另肅書簡 名另肅 〔宛先不明〕 1通
墨書

日本郵船罫紙

600 〔名〕另肅書簡 名另肅 〔宛先不明〕 1通
墨書

601 〔名〕另肅書簡 名另肅 〔宛先不明〕 1綴
草稿綴ヵ

墨書

602 山本清三郎・中増
吾郎書簡

山本清三郎・
中増吾郎

宮本 1通
墨書

封筒なし

603 山村長千代書簡 山村長千代 西郷平太郎 〔大正元年〕6
月10日

1通
墨書

604 山村長千代書簡 山村長千代 西郷平太郎 明治43年5月1
9日

1通
墨書

封筒のみ
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605 K.Yamamoto書
簡

K.Yamamot
o

Nagai 大正9年12月8
日

1通
Dr.&Mrs.　Frank L Brown、Mr Fre

d P Stafford　の住所問い合わせに関する返
事

ペン
東京基督教青年会便箋

606 Sｒwｌ書簡 Sｒwｌ(Sto
ne & Webst
er社)

Samuel Hill 明治35年4月2
9日

1通
タイプ

封筒なし

607 其日庵様　御遺墨
〔第三者間書簡〕

近藤従子・春
山・おじやう
さん

大久保栄・田
辺為三郎・ば
ん

10月7日　他 4通
従子書簡は温泉地の報告

墨書
其日庵様　御遺墨については請求番号

578参照のこと。もと請求番号578に収納。

608 差出人不明書簡 〔作成者不
明〕

岩崎弥之助 明治20年3月2
4日

1通
墨書

封筒なし、継ぎ目はがれ

609 差出人不明書簡 〔作成者不
明〕

〔宛先不明〕 1通
満洲の状況

墨書
封筒なし

610 差出人不明書簡 〔作成者不
明〕

〔宛先不明〕 1通
八九銀行破綻処理に関して

墨書
封筒なし

611 差出人不明書簡 〔作成者不
明〕

〔宛先不明〕 1通
断片。海外都市訪問記。

鉛筆
封筒なし

612 差出人不明書簡 〔作成者不
明〕

〔宛先不明〕 1通
墨書

封筒なし。もと請求番号1612に収
納。

613 差出人不明書簡 〔作成者不
明〕

〔宛先不明〕 1通
会報の件

墨書
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書類の部

1　日記・メモ
帳・旅行記

1-1　日記［資料
番号614～644］

614 日記　明治9年 近藤廉平 明治9年8月16
日～10年8月3
1日

1冊
日記またはメモ

墨書
表題タイトルは「雑誌」

615 日記　明治10年 近藤廉平 明治10年9月1
日～11月28日

1冊
日記またはメモ

墨書
表題タイトルは「雑誌」

616 日記　明治10年 近藤廉平 明治10～12年 1冊
日記またはメモ

墨書

617 日記　明治20年 近藤廉平 明治20年 1冊
墨書

618 日記　明治21年 近藤廉平 明治21年 1冊
墨書

619 日記　明治22年 近藤廉平 明治22年 1冊
墨書

620 日記　明治23年 近藤廉平 明治23年 1冊
墨書、鉛筆

621 日記　明治24年 近藤廉平 明治24年 1冊
墨書

622 日記　明治25年 近藤廉平 明治25年 1冊
墨書

623 日記　明治26年 近藤廉平 明治26年 1冊
墨書

624 日記　明治26年1
2月13日～27年1
1月3日

近藤廉平 明治26年12月
13日～27年11
月3日

1冊
面会した人物名、贈答品が中心

墨書

625 〔日記　明治27
年11月1日～28
年12月30日〕

近藤廉平 明治27年11月
1日～28年12
月30日

1冊
面会した人物名、贈答品が中心

墨書
一部、執事か秘書か使用人が筆記して

いる
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626 日記　明治28年 近藤廉平 明治28年 1冊
3月3日まで

鉛筆、墨書

627 〔面会録　明治2
9年1月1日～11
月22日〕

〔作成者不
明〕

明治29年1月1
日～11月22日

1冊
墨書

628 日記　明治30年 近藤廉平 明治30年 1冊
2月2日まで

墨書

629 日記　明治31年 近藤廉平 明治31年 1冊
4月10日まで

墨書

630 〔日記　明治36
年〕

近藤廉平 明治36年 1冊
主に7～8月の東アジア旅行の日記

鉛筆
第一銀行の手帳

631 〔日記　明治37
年〕

近藤廉平 明治37年 1冊
メモ書き(船員氏名、和歌)

鉛筆
第一銀行の手帳

632 〔日記　明治42
年〕

近藤廉平 明治42年 1冊
ペン

表紙にR.Kondoと打刻

633 日記　大正3年 近藤廉平 大正3年 1綴
墨書

634 〔日記　大正4
年〕

近藤廉平 大正4年 1冊
鉛筆

日本郵船株式会社の手帳

635 日記　大正4年 近藤廉平 大正4年 1綴
墨書

636 日記　大正5年 近藤廉平 大正5年 1綴
墨書

637 日記　大正6年 近藤廉平 大正6年 1綴
箱、1件

墨書
星製薬株式会社箱入り
箱には「大正10年日記兼用卓上備忘

録」とあり

近藤廉平関係文書目録

70



数量
付属資料
記述法
用紙

数量
記述法
用紙

数量
記述法
用紙

数量
付属資料
記述法
用紙

数量
付属資料
記述法
用紙

数量
付属資料
記述法
用紙

数量
内容

付属資料
記述法
用紙

数量
内容
記述法

数量
内容
記述法
備考

数量
内容
記述法

資料
番号

タイトル 作成者 宛先 年月日 内容・備考等

638 日記　大正7年 近藤廉平 大正7年 1綴
箱、1件

墨書
星製薬株式会社箱入り

639 〔日記　大正8
年〕

近藤廉平 大正8年 1冊
ペン

東京海上火災保険の手帳

640 〔日記　大正8
年〕

近藤廉平 大正8年 1冊
ペン

三菱合資会社銀行部の手帳

641 日記　大正8年 近藤廉平 大正8年 1綴
箱、1件

墨書、ペン
星製薬株式会社

642 日記　大正9年 近藤廉平 大正9年 1綴
箱、1件

墨書
星製薬株式会社箱入り

643 日記　大正10年 近藤廉平 大正10年 1綴
卓上カレンダーフォルダ、1件

墨書
星製薬株式会社

644 資料貸出証明書 米里正明(日
本郵船株式会
社社史編纂室
長)

昭和58年8月2
7日

1枚
日本郵船株式会社社史編纂室長米里正

明による「近藤廉平当用日記11冊」の貸出
証明書

封筒、1枚
ペン

霞会館用箋

1-2　メモ帳［資
料番号645～65
3］

645 〔メモ帳〕 近藤廉平 明治18年～明
治19年

1冊
横浜周旋屋人名等

鉛筆、筆

646 〔メモ帳〕 近藤廉平 大正8年1月25
日

1冊
英仏滞在中に記載されたものヵ

ペン
主に漢文

647 〔メモ帳〕 近藤廉平 1冊
撫順炭坑、満洲鉄道

ペン
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648 〔メモ帳〕 近藤廉平 1冊
釜山理事官等との面会

鉛筆

649 〔メモ帳〕 近藤廉平 1冊
箱根旅行、個人船主の船舶、金剛院、

シベリア出兵
鉛筆

650 〔メモ帳〕 近藤廉平 1冊
おみくじ(大吉)、1枚

ペン
仏文

651 〔メモ帳〕 近藤廉平 1冊
西欧滞在中に記載されたものヵ。景色

を読みこんだ漢文等。
鉛筆

652 〔メモ帳〕 近藤廉平 1冊
漢詩の書付

鉛筆

653 〔英単語メモ〕 近藤廉平 1枚
「回復スル」等

ペン

1-3　旅行記［資
料番号654～66
2］

654 驥尾行録事 〔作成者不
明〕

明治12年5月3
日～7月

1冊
日記

墨書

655 北海北陸地方巡回
紀要　乾

〔作成者不
明〕

明治30年 1冊
日記

しおり、1枚
墨書

後ろから16頁～17頁の間にしおりが
挟まっていた

656 北海北陸地方巡回
紀要　坤

〔作成者不
明〕

明治30年 1冊
日記

墨書

657 明治卅二年東亜随
行記

原田金之祐
(日本郵船大
阪支店長)

明治32年 1冊
近藤社長の随行で清国視察、見聞録

墨書
日本郵船株式会社用箋
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658 明治三十二年北清
紀行

近藤廉平 明治32年 1冊
日記

墨書

659 清国視察所見 〔作成者不
明〕

明治35年以降 1冊
印刷

660 〔清国視察報告書
送付状〕

長森藤吉郎 近藤廉平 明治35年7月 1通
墨書

661 「漫遊雑録」 正木照蔵 明治34年10月 同文2冊
正木は日本郵船社員で明治33年12月

からの近藤社長の随伴で欧米を旅行。その旅
行記。

付箋「貴重書類」、1枚
印刷

もと請求番号1129を挟み込み

662 〔滞在記〕 〔作成者不
明〕

1枚
上野国碓氷にある近藤家の別荘に滞在

した際の滞在記ヵ
墨書

2　意見書 ［資料
番号663～666］

663 「経済私見」 近藤廉平 大正元年10月 1冊
印刷

663～665は同一冊子だが、挟み込み
資料や添付物に異がある

664 「経済私見」 近藤廉平 大正元年10月 1冊
印刷

663～665は同一冊子だが、挟み込み
資料や添付物に異同あり。もと請求番号304
を挟み込み。

665 「経済私見」 近藤廉平 〔明治44年10
月〕

同文3冊
出版の経緯、1枚

印刷
663～665は同一冊子だが、挟み込み

資料や添付物に異同あり

666 其日庵様　御遺墨
〔欧州大戦後の経
済情勢分析〕

近藤廉平 20枚
封筒、1枚

鉛筆
其日庵様　御遺墨については請求番号

578参照のこと。もと請求番号578に収納。
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3　事業

3-1　三菱会社
［資料番号667～
674］

667 〔運賃一覧〕 〔作成者不
明〕

明治8年～9年 1冊
墨書

668 〔出張関係書類〕 三菱会社 明治14～18年 12枚
明治15年1月10日から23日までの日

記の写し及び廉平に対する四日市方面への出
張辞令

墨書
三菱会社罫紙

669 明治十五年四月一
起日坑外部日誌

高島炭鉱書記
係

明治15年4月1
日～11月10日

1冊
労働者の勤務状況等の日並記

墨書
高島炭坑事務所用箋

670 〔株付与通知〕 岩崎弥之助
(三菱会社社
長)

近藤廉平 明治19年2月2
8日

1通
海運事業を三菱会社から日本郵船会社

へ引譲する事業における功績に対して日本郵
船会社株500株を付与

墨書、印刷

671 吉岡鉱山ニ於ケル
近藤男

〔作成者不
明〕

1綴
明治6年から10年までの吉岡鉱山在勤

中の談話
ペン

672 吉岡銅山新誌 近藤廉平 1冊
墨書

673 　〔廉平談話〕 〔作成者不
明〕

1冊
マスコミ取材に対する談話。昔、三菱

社用箋を私用して罰金を払ったことについ
て。

墨書

674 法令・船名・運賃
一覧

郵船三菱会社 1冊
海運に関する法令、郵船三菱会社の概

要、郵船三菱会社所有の船舶に関する情報を
まとめた綴

墨書
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3-2　日本郵船
［資料番号675～
711］

675 処分状 森岡昌純(日
本郵船会社社
長)

近藤廉平 明治20年11月
14日

1通
同年6月の倉庫失火の責任を問われ

る。1ヶ月間10分の1減俸。
墨書

当時廉平は東京支店支配人

676 〔譴責通知〕 森岡昌純(日
本郵船会社社
長)

近藤廉平 明治21年2月6
日

1通
明治19年横浜支店支配人時代の監督

不行届による
墨書

当時廉平は東京支店支配人

677 謝罪状 藤田辰五(横
浜支店手代)

近藤廉平・久
米弘行

明治19年11月
24日

1通
使い込み

墨書

678 〔譴責通知〕 森岡昌純(日
本郵船会社社
長)

近藤廉平 明治21年5月3
1日

1通
墨書

679 〔日本郵船会社株
譲渡状〕

岡崎惟素 近藤廉平 明治21年6月 1通
日本郵船会社株六十株ノ利子札を原光

茂兵衛へ譲渡
墨書

680 処分状 森岡昌純(日
本郵船会社社
長)

近藤廉平 明治22年3月2
5日

1通
明治21年東京支店支配人時代の監督

不行届による。1ヶ月間10分の1減俸。
墨書

当時廉平は調度課支配人

681 〔土佐丸欧州航路
就航記念演説草
稿〕

〔作成者不
明〕

〔明治29年〕 9枚
墨書

日本郵船会社用箋

682-0 〔収納封筒「明治
二十九年濠州綿問
題」〕

〔作成者不
明〕

1枚
墨書

もと請求番号682-1～4を収納

682-1 〔明治二十九年濠
州綿問題〕田中光
顕書簡

田中光顕 近藤廉平 〔明治29年〕7
月30日

1通
墨書

682-2 〔明治二十九年濠
州綿問題〕田中光
顕書簡

田中光顕 近藤廉平 〔明治29年〕8
月4日

1通
墨書
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682-3 〔明治二十九年濠
州綿問題〕田中光
顕書簡

田中光顕 近藤廉平 〔明治29年〕6
月20日

1通
墨書

682-4 〔明治二十九年濠
州綿問題〕白根専
一書簡

白根専一 田中光顕 〔明治29年〕7
月30日

1通
豪州棉船舶3船まで

墨書

683 THE SEATTLE P
OST-INTELLIGE
NCER

THE SEATT
LE POST

明治30年11月
15日

1点
シアトルの綿取引について

印刷

684 近藤廉平昨三十二
年十二月内閣各大
臣へ呈出セシ東洋
航路拡張及日清間
金融機関ニ関スル
意見書ノ謄本

近藤廉平 明治32年12月 1冊
(1)明治31年～35年輸出入額メ

モ/(2)支那外国直接貿易三十五年度
印刷

コヨリで合綴されている冊子10～11
頁に挟み込み資料(付属資料)あり

685 アントワープ碇繋
場問題ニ関シ倫敦
支店ト往復書面写

〔作成者不
明〕

明治32～33年 1綴
封筒、1枚

印刷、墨書

686 〔海運関係新聞記
事スクラップ帳〕

〔作成者不
明〕

〔明治32年〕
～明治39年2月
26日

1冊
印刷、ペン

687 船価整理ニ関スル
諸表　原案附表

〔作成者不
明〕

明治34年4月 1冊
船価調べ

ペン
日本郵船株式会社用箋

688 明治三十五年五月
二十八日　日本郵
船株式会社総会席
上近藤社長ノ演説
大要

〔作成者不
明〕

明治35年5月2
8日

1綴
印刷

689 〔長崎三菱造船所
安芸丸進水式関係
日誌〕

〔作成者不
明〕

明治35年10月 11枚
墨書

690 〔神戸清領事府祝
辞〕

神戸清領事府 近藤廉平 明治39年 1枚
韓国出張の壮行

墨書

691 四十年五月総会ノ
時切抜入

〔作成者不
明〕

明治40年5月 3枚(記事)＋1枚
日本郵船の株主総会関係及び海運関係

新聞記事切り抜き
封筒、1枚

印刷
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692 〔新聞記事スクラ
ップ帳〕

〔作成者不
明〕

明治45年7月5
日～大正9年5
月29日

1冊
海運関係及び近藤廉平関係の新聞記事

の切り抜きを収録
印刷、ペン

693 戦時ニ於ケル内国
船

日本郵船株式
会社

〔大正2年8
月〕

1綴
日清戦争及び日露戦争時の御用船の運

用と、今後戦時に不足すると考えられる船舶
数について記述

ペン
日本郵船株式会社用箋

694 〔郵船管理評議会
メモ〕

近藤廉平 大正8年10月 1枚
ペン

695 日本郵船株式会社
第三十四期後半年
度定時総会ニ於ケ
ル社長近藤男爵演
説ノ要旨

日本郵船株式
会社

大正8年11月2
8日

1冊
表紙に「本書ハ大正八年十一月二十八

日会社総会出席株主ノ希望ニ因リ配布スルモ
ノナリ」とある

印刷

696 日本郵船株式会社
第三十四期後半年
度定時総会ニ於ケ
ル社長近藤男爵演
説ノ要旨

日本郵船株式
会社

大正8年11月2
8日

1冊
印刷

697 日本郵船株式会社
第三十四期後半年
度定時総会ニ於ケ
ル社長近藤男爵演
説ノ要旨

日本郵船株式
会社

大正8年11月2
8日

1冊
印刷

698 大正八年中郵船会
社立換払

〔作成者不
明〕

大正8年 1枚
墨書

699 新聞切抜 大阪毎日新聞 大正9年7月1
2・15日

5枚
日本郵船社長交代問題に関する記事

封筒、1枚
印刷

700 日本郵船会社第3
5期後半年度定時
株主総会ニ於ケル
社長近藤男爵演説
原稿

近藤廉平・小
田倉啓

大正9年11月2
9日

1綴
(1)近藤滋彌宛小田倉啓書簡(193

7年2月7日)、1通/(2)封筒、1枚
墨書、ペン
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701 GEORGE　A. FU
LLER COMPANY
OF THE ORIEN
T、 LTD. TOKY
O. JAPAN ANNU
AL　REPORT　D
ECEMBER　31S
T、 1920

フラ－建築株
式会社

1920年12月31
日

1綴
日本郵船と取引関係あり。貸借対照

表、損益計算書など。
印刷

702 〔収納ファイル
(社長関係雑用)〕

永井真澄(日
本郵船株式会
社)　他

大正9年 1綴
クリップファイル。「社長関係雑用」

と表題あり。
印刷

もと書簡等（請求番号703）を綴込

703 社長関係雑用〔書
簡・書類〕

永井真澄(日
本郵船株式会
社)　他

大正9年 53点
書簡、書類、物品購入、贈答品の手配

等
印刷、ペン

もと請求番号702に綴じられていたも
のをファイルからはずし、まとまりごとにフ
ォルダに入れた

704 日本郵船会社ノ沿
革及現状

日本郵船株式
会社

大正12年7月 1冊
印刷

705 昭和十四年十一月
二十八日開催定時
株主総会ニ於ケル
大谷社長ノ演説

日本郵船株式
会社

〔昭和14年11
月〕

1冊
印刷

706 其日庵様　御遺墨
〔日本郵船会社の
誕生〕

近藤廉平 1枚
創立周年の所感

墨書
其日庵様　御遺墨については請求番号

578参照のこと。もと請求番号578に収納。

707 〔会社改革案〕 〔作成者不
明〕

1冊
世界の海運状況を踏まえて会社組織の

問題点と今後の改良案(人材養成等)について
述べる

ペン

708 改革党ノ起源 〔作成者不
明〕

1綴
株式投機による郵船株買い占めの経緯

を記したもの
墨書

709 覚書 〔作成者不
明〕

1枚
大西洋航海、谷井昨日帰朝等

墨書
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710 海上自由其他ニ関
スル新聞切抜

〔作成者不
明〕

　　　 27枚
包紙(「海上自由其他ニ関スル新

聞切抜」）、1枚
印刷

711 ＮＩＰＰＯＮ　Ｙ
ＵＳＥＮ　ＫＡＩ
ＳＨＡ　ＴＲＥＣ
Ｋ　ＣＨＡＲＴ

日本郵船会社 1枚
ロンドンから神戸までの航海図

ペン、印刷

3-3　日本セルロ
イド［資料番号7
12～717］

712 セルロイドニ関ス
ル書類

富次素平　他 明治40年7月1
日

2通
英国会社との連携条件、人材紹介

ペン、墨書
もと請求番号1223に収納

713 〔印影(日本セル
ロイド人造絹糸株
式会社)〕

楠山老進 〔明治41年3
月〕

1綴+2枚
印影(5種類)

墨書
もと請求番号717に収納

714 〔支出報告書(含
内訳書)〕

日本セルロイ
ド人造絹糸株
式会社

明治43年9月2
1日

1綴
墨書

もと請求番号717に収納

715 〔振出、配当関係
通知〕

日本セルロイ
ド人造絹糸株
式会社

近藤廉平 大正2年2月7日
～7月29日

13枚
墨書

もと請求番号717に収納

716 第二乾燥室焼失始
末報告書写

辻村 近藤廉平 〔大正4年〕5
月4日

2枚
日本セルロイドの工場での人身事故ヵ

印刷、鉛筆
もと請求番号1223に収納

717 〔収納封筒「日英
金融及び日本セル
ロイド関係書
類」〕

〔作成者不
明〕

1枚
墨書

もと請求番号257、713～715、746
～747を収納

3-4　三光組［資
料番号718～74
0］

718 〔誓約証及出資金
受領証〕

黒島林太郎
(合資会社三
光組常勤執行
役員)

大正7年12月1
0日

1綴+3枚
合資会社三光組出資金

封筒、1枚
墨書
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719 〔折畳梯子・櫓特
許関係書類〕

三光組・特許
局

大正10年5月2
7日

2綴＋4枚
三光組が特許局に申請した折畳梯子・

櫓の申請書類、実用新案登録証、特許登録費
用の納付証等

封筒、1枚
印刷、ペン　他

720 特許証 中川友次郎
(特許局長官)

合資会社三光
組

大正11年11月
29日

1綴
「折畳梯子」の特許証、発明品の明細

書が添付されている
墨書、印刷

721 特許証 中川友次郎
(特許局長官)

黒島林太郎 大正12年2月9
日

1綴
「櫓」の特許証、発明品の明細書が添

付されている
墨書、印刷

722 〔三光組支払関係
一件〕

森田甚蔵(三
光組)・黒島
林太郎(三光
組業務執行社
員)　他

大正12年2月2
8日～昭和2年6
月25日

81フォルダ
合資会社三光組業務執行役員黒島林太

郎名の領収書(多数)、「資産負債表」(合資
会社三光組)、「損益計算表」(合資会社三光
組)、「貸借対照表」、「第十一期経過報
告」、「現品調査書」　他

墨書、カーボン(ペン)

723 〔小切手帳〕 合資会社三光
組

大正12年7月1
4日

1冊
三菱銀行発行の小切手帳

墨書、印刷　他

724 合資会社三光組
第拾期事業報告　
自大正12年6月1
日至大正12年11
月30日

合資会社三光
組

近藤滋彌 大正12年11月
30日

1綴
黒島林太郎合資会社(三光組業務執行

社員)報告書
墨書

合資会社三光組箋

725 合資会社三光組
第拾期事業報告　
自大正12年6月1
日至大正12年11
月30日

合資会社三光
組

大正12年11月
30日

1綴
墨書、印刷(謄写)

726 固定財産建物機械
工具什鬼(ママ)内
訳表

三光組 大正12年11月 1冊
墨書

727 〔残高証明書〕 三菱銀行 三光組 大正12年12月
15日

1枚
三光組の三菱銀行の口座の残高証明書

ペン、印刷
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728 〔火災保険関係書
類〕

大福海上火災
保険株式会
社・三光組

黒島林太郎 大正12年12月
31日

1綴＋1枚(2枚)
保険証券、契約通知書、継続保険料領

収書、三光組作成の「保険ノ目的明細書」等
封筒、1枚

印刷、墨書　他

729 〔領収証〕 高上唐吉 黒島林太郎 大正13年1月3
日

1枚
墨書

730 〔領収書控〕 三光組 大正13年3月2
2日

1冊
カーボン紙、1枚

ペン、印刷

731 〔三光組会計関連
書類〕

三光組 大正13年6月 2綴
貸借対照表、損益計算内訳表等

墨書、ペン　他

732-1 〔三光組関係書
類〕工場申告書

三光組 警視総監 大正14年3月1
7日

1枚
三光組所有工場の規模

ペン

732-2 〔三光組関係書
類〕領収書

久保田信吉 三光組 大正14年1月3
1日

1綴
建築請負久保田信吉から三光組に宛て

た領収書
墨書

732-3 〔三光組関係書
類〕領収書

白井佐吉 黒島林太郎 大正13年7月2
7日

1枚
ペン

732-4 〔三光組関係書
類〕辞職届

白井佐吉 三光組 大正13年7月2
7日

1枚
墨書

732-5 〔三光組関係書
類〕証

久保田信吉 大正13年12月
30日

1枚
墨書

732-6 〔三光組関係書
類〕辞職願

森田甚蔵 三光組 大正13年7月2
7日

1枚
墨書

733 請求書 久保田信吉 三光組 大正13年12月
28日

2枚
建築請負久保田信吉から三光組に宛て

た請求書
墨書

734 保険ノ目的明細書 三光組 大正13年12月
31日

1綴
墨書

735 〔受注表〕 三光組 大正14年4月～
7月

1綴
ペン

736 固定財産建物機械
工具什鬼(ママ)内
訳表

三光組 大正14年5月3
1日

1冊
墨書
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737 継続保険料領収証 大福海上火災
株式会社

黒島林太郎宛 大正14年12月
31日

1枚
大福海上火災株式会社の継続保険料領

収証
ペン

738 〔決算報告書〕 三光組 大正15年5月3
1日

1綴
淀橋税務署に提出された決算報告書

墨書

739 起業目論見書 三光組 1綴
墨書

740 〔経費報告書〕 三光組　 淀橋税務署長 1綴
淀橋税務署に提出された経費の内訳表

印刷

3-5　その他関連
事業(日英金融等)
［資料番号741～
764 ］

741 〔証(福岡県筑前
郡内石炭借区地の
件に付)〕

三野村利助 近藤廉平 明治25年10月
14日

1枚
墨書

742 〔勝野炭坑関係書
類〕

日下部義抽・
安達仁造・内
野首一郎・渡
辺清次郎　他

明治29年9月～
11月

16点
職員への支払い明細書、「御請書」、

「御受書」、寄付金領収書(日本鉱業会)、
「自明治22年7月至明治29年8月勝野炭坑畧
歴」、「明治29年勝野炭坑役員職務及分課
表」　等

封筒、1枚
墨書、印刷

資料は封筒に一括収納されていたが、
まとまりごとにフォルダに分けた

743 九州商業銀行株式
券状

九州商業銀行 明治29年10月
1日

11枚+1枚
株式券及び株競売に関する通知

墨書、印刷

744 〔相海鉄道株式申
込書〕

相海鉄道株式
会社

近藤廉平 明治30年11月
21日

3枚
株式申込書及び振り込み依頼文

封筒、1枚
印刷、墨書

745 〔プリンス・アー
サー・オブ・コン
ノート歓迎会関係
書類一件〕

東京銀行集会
所

〔明治39年〕2
月26日～28日

3枚+1枚+1枚+1綴+1綴
渋沢栄一主催。招待者名、歓迎会の首

尾。
封筒(東京銀行集会所)、1枚

墨書、印刷
書類は封筒に一括収納されていたが、

各書類をまとまりごとにフォルダに入れた
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746 訳文日英金融会社
取締役報告書及計
算書

日英金融会社 明治39年9月3
0日

1綴
印刷(謄写)

もと請求番号717に収納

747 〔日英金融会社解
散手当関係書類〕

日英金融会社 明治40年9月2
8日～明治41年
3月28日

5通
日英金融会社解散にともなう手当関係

書類5通
墨書

もと請求番号717に収納

748 定款抜萃 〔作成者不
明〕

〔明治41年〕 1綴
会社(会社名不明)の定款

墨書
もと請求番号1223に収納

749 〔日英水力電気株
式会社創立事務所
封筒〕

日英水力電気
株式会社創立
事務所

近藤廉平 明治43年6月1
8日

1枚
墨書

封筒のみ。もと請求番号767に収納。

750 日英水力電気会社
関係書類

樺山愛輔　他 明治42年10月
25日

1綴
日英水力電気会社とスパーリング商会

間の交渉に付意見書
墨書

751 八九銀行破綻始末
ニ関スル往復書類

〔作成者不
明〕

〔明治42年〕 1枚
墨書

封筒のみ

752 大冶鉄山近況及其
沿革

〔作成者不
明〕

近藤廉平 明治43年 1冊
墨書

謄本とあり

753 大菜製造シンヂケ
ート　資産負債貸
借対照表

〔作成者不
明〕

大正4年6月30
日

1枚
ペン

もと請求番号1223に収納

754 大正五年四月十四
日真狩農場組合員
申合セ書

〔作成者不
明〕

大正5年4月14
日

1綴
墨書

755 〔東京海上保険会
社領収証等〕

東明火災・東
京海上

近藤廉平・近
藤滋彌

大正5年9月18
日～9月30日

1綴
東京海上株を廉平に譲渡した際の領収

証　他
墨書、印刷

756 〔甲野時計製作所
経理関係書類〕

甲野時計製作
所・村松恵一　
他

大正7年10月～
大正15年7月7
日

3綴
甲野時計製作所経理関係諸表

墨書、印刷

近藤廉平関係文書目録

83



数量
内容
付属資料

記述法

数量
記述法

数量
内容

付属資料

記述法
備考

数量
内容
付属資料
記述法

数量
記述法
用紙
備考

数量
記述法
用紙
備考

数量
記述法

資料
番号

タイトル 作成者 宛先 年月日 内容・備考等

757 〔甲野時計製作所
決算関係書類〕

甲野時計製作
所　他

3綴+1通
創業第2年度後半期決算報告書

(1)創業第一年度大正十年一月分
営業概報、1綴/(2)貸借対照表、1枚/(3)財
産目録送付状、1枚

墨書、印刷

758 創業第参年度前半
期(大正八年九月
三十日調)財産目
録

甲野時計製作
所

大正8年9月30
日

2綴
印刷

759 〔ヴァンダーリッ
プ氏ノ演説〕

ヴァンダーリ
ップ

大正9年6月2日 4フォルダ
ヴァンダーリップによる演説パンフレ

ット(英文)及びその日本語訳、日本語訳
(1)海事奨励会の案内、1枚/(2)"J

ustice to the Japan"(パンフレット)入り封
筒/(3)メモ、1枚

墨書、ペン
表紙に「1920年6月2日桑港商業倶楽

部及ヒ桑港商業会議所会員ニ対シテ為シタル
モノ」とあり。ヴァンダーリップは、サンフ
ランシスコ商業会議所の元会員。英語の原文
に日本語訳が付いている。

760 〔目録〕 竹内直哉(日
清汽船株式会
社社長)

大正10年6月1
0日

2枚
慰労金

包紙(「目録」)、1枚
墨書

761 〔東京倉庫会社書
類断片〕

〔作成者不
明〕

近藤廉平 1枚
カーボン(ペン)

有限責任東京倉庫会社罫紙
1～2とナンバリング。請求番号761

と762で一つの文書と推定される。インク焼
けにつき判読困難。

762 〔東京倉庫会社書
類断片〕

〔作成者不
明〕

近藤廉平 2枚
カーボン(ペン)

有限責任東京倉庫会社用箋
1～2とナンバリング。請求番号761

と762で一つの文書と推定される。インク焼
けにつき判読困難。

763 〔東京電気鉄道株
式会社株主名簿〕

〔作成者不
明〕

5枚
墨書
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764 〔英文電報〕 〔作成者不
明〕

1通
極秘。Mr.Carl Hanau(南アフリカ在

住、金鉱関係の資本家ヵ)の身上調査に関す
る電報。

タイプ

4　外交

4-1　渡清国実業
団［資料番号765
～769］

765 赴東攷察実業団発
起之議案附稟稿呈
稿

沈敦和(日赴
東攷察実業団
職道)

明治43年 1枚
印刷

766 勧業日報 勧業会 1910年5月6日
～7日

4枚
新聞原紙、日本実業家代表団の中国訪

問を伝える記事を含む
印刷

767-0 〔収納包紙(渡清
実業団関係(近藤
団長）)〕

〔作成者不
明〕

3枚
墨書

もと請求番号174、475、457、74
9、767-1～27を収納。「74　近藤団長」
と書かれた包み紙の中にさらに、「必要書類　
社長用名刺入り」と書かれた封筒がある。以
下の文書はこの封筒に収納されていたもの。
明治43年に清観光実業団長として渡清した
際の書類が多数を占める。

767-1 〔名刺一括(日本
人)〕

森本啓太郎　
他9名

〔明治43年〕 10枚
「陸軍歩兵少佐　本庄繁」「清国駐屯

軍司令官　陸軍少将阿部貞次郎」「横浜正金
銀行天津支店　副支配人　森本啓太郎」「宮
内府主殿卿　李謙済」等10枚の名刺

印刷

767-2 宣統二年四月十七
日李公祠日清官商
晩餐会入席者

渡清観光実業
団

明治43年5月2
5日

同文2枚
天津で開催された晩餐会の出席者一覧

表
印刷

767-3 渡清勧業観光団晩
餐会出席者氏名

渡清観光実業
団

明治43年5月2
0日

1枚
営口倶楽部主催

印刷

767-4 観光実業団滞津日
程

渡清観光実業
団

明治43年5月2
2日～26日

1枚
印刷
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767-5 現寓北京大日本東
京高等商業学校同
学住址単

渡清観光実業
団

1枚
北京在住の東京高等商業学校の卒業生

名簿
印刷

767-6 宣統二年四月十七
日明治四十三年五
月二十四日天津日
本倶楽部中日官商
晩餐会出席者

渡清観光実業
団

明治43年5月2
4日

1枚
印刷

767-7 〔晩餐会招待状〕 伊集院彦吉
(特命全権公
使)

近藤廉平 明治43年5月2
4日

2通
5月27日開催の晩餐会の招待状と、3

0日開催の晩餐会の招待状、両方とも差出
人、作成日は同じ

墨書、印刷

767-8 東洋協会評議員一
覧

桂太郎(東洋
会ー頭)

近藤廉平 明治43年5月1
2日

1枚
印刷

767-9 清日国官商界臨界
名単

渡清観光実業
団

〔明治43年〕 1枚
裏に席次表あり

印刷

767-
10

同文倶楽部章程 同文倶楽部 同文3枚
印刷

767-
11

〔午餐会招待状〕 北京商工会
北京日本人会

近藤廉平 明治43年5月2
6日

1枚
墨書、印刷

767-
12

〔渡清実業団日程
表(天津)〕

伊集院彦吉
(特命全権公
使)

明治43年5月 2枚
写

鉛筆
天津芙蓉館用箋

767-
13

山部長千代書簡 山部長千代 近藤廉平 明治43年5月1
8日

1通
5月15日～18日までの家計簿及び日

誌写(来客、近藤家の人ーの動向が記されて
いる)が同封

墨書、ペン

767-
14

小幡酉吉書簡 小幡酉吉(日
本倶楽部会
長)

近藤廉平 明治43年5月2
5日

1通
寄付に対する謝状

領収証、1枚
墨書

767-
15

〔日本切抜通信社
新聞切抜〕

日本切抜通信
社

近藤廉平 明治43年5月 12枚
渡清実業団関係の新聞切抜

印刷
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767-
16

〔菜単(メニュ
ー)〕

天津徳義飯店　
他

明治43年 5枚
李公祠晩餐(明治43年4月17日)、外務

部公所(明治43年4月20日)、日本の総領事館
主催の午餐会のメニュー等

印刷

767-
17

〔陳虁龍写真〕 陳虁龍 近藤廉平 明治43年 1枚
封筒、1枚

写真
写真の裏に「近藤社長恵存陳虁龍贈」

とあり

767-
18

〔名刺一括(中国
人)〕

袁世凱　他 〔明治43年〕 50枚
名前が書かれた赤い札、裏に「拝謁名

片不作別用」等とあり、晩餐会や午餐会で廉
平が受取った名刺ヵ

墨書、木版

767-
19

〔招待状一括〕 錫良　他 近藤廉平 〔明治43年〕 43通
午餐会、晩餐会の招待状。赤い紙に、

期日と場所、主催者の名前で記されている。
墨書

封筒入(中に招待状と、請求番号767-
18に見られるような名刺入りのものもあり)
のものと、招待状のみのものがある。日付順
に並べ替えた。

767-
20

〔川村景敏宛招待
状一括〕

交通銀行　他 近藤廉平 〔明治43年〕 7通
午餐会、晩餐会の招待状。赤い紙に、

期日と場所、主催者の名前が記載。
墨書

767-
21

〔贈答品目録及手
紙一括〕

施霜 近藤廉平 〔明治43年〕 6通
視察で受取った贈答品の目録及び手紙

墨書

767-
22

〔歓迎の辞〕 〔作成者不
明〕

近藤廉平 〔明治43年〕 1枚
墨書

封筒のみ

767-
23

〔歓迎の辞〕 金山利平 近藤廉平 明治43年5月1
3日

1通
返礼品の送り状

墨書

767-
24

〔歓迎の辞〕 成田飯后 近藤廉平 明治43年5月1
7日

1枚
墨書

封筒のみ

767-
25

〔歓迎の辞〕 于振宗 近藤廉平 明治43年4月2
3日

1通
訪中を喜ぶ漢詩

墨書
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767-
26

〔歓迎の辞〕 半電玉 近藤廉平 明治43年 1枚
訪中を喜ぶ漢詩

墨書
絹地

767-
27

〔歓迎の辞〕 陸世界 近藤廉平 明治43年 1枚
訪中を喜ぶ漢詩

墨書

768 〔清国役人感謝状
一括〕

楊樞・王銘忠　
他

近藤廉平 6通+36枚+3枚
封筒、3枚

墨書
1枚もの、書簡状のもの、封筒のみの

もので3フォルダに分けた

769 録江蘇巡撫全中丞
来函

名正具 1枚
墨書

4-2　パリ講和会
議［資料番号770
～796］

770 〔近藤廉平公用旅
券〕

外務省 大正7年12月6
日

1点
パリ講和会議出席のための旅券。米

国、英国経由仏国へ赴く旨が書かれている。
墨書、印刷　他

公用のスタンプあり。

771 講和会議進行状況 近藤廉平 大正8年1月12
日～28日

1綴
パリ講和会議参加時のメモ(参加者、

論点等)
ペン

772 〔シアトルにおけ
るスピーチ原稿〕

近藤廉平 大正8年1月20
日

1綴
英文

"Member of Japanese Party on
Way to Paris Meeting"(掲載紙不明、新聞
切抜)、1枚

タイプ、ペン

773 〔昼食会メニュー
(Complimentary
Luncheon)〕

Business Me
n of Saint P
aul

大正8年1月28
日

1冊
パリ講和会議へ向かう途中、ミネソタ

州セントポールで開催された昼食会のメニュ
ー

印刷

774 〔パリ講和会議調
印式レセプション
における演奏曲
目〕

フランス共和
国

大正8年6月 1冊
パリ講和会議調印式のレセプションに

おいて演奏された曲目のプログラム
印刷
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775 IDENTITY BOO
K

METROPOLI
TAN　POLIC
E　ALIEN　
DEPARTME
NT(ロンドン
警視庁外国人
課)

大正8年7月15
日

1冊
ロンドン滞在中の身分証明書。廉平の

証明写真が添付されている。
印刷、ペン

776 Baron Kondo 24
-8.19

〔作成者不
明〕

大正8年8月24
日

4枚
廉平他の集合写真

封筒、1枚
写真

777 MENU Caledonian
Railway Co
mpanys　C
entral Statio
n　Hotel.Gl
asgow

大正8年9月22
日

1枚
タイプ

もと請求番号1217に収納

778 〔挨拶原稿(一
括)〕

近藤廉平 大正8年9月25
日　 大正8年1
0月3日

3綴
3綴あり。シカゴでの演説原稿を和訳

したもの新聞の切り抜き付き、ニューヨーク
における夕食会での挨拶原稿、この夕食会に
関する新聞記事の内容をタイプ打ちしたも
の。

タイプ、印刷
綴別にフォルダに分けた。

779 謝詞　仏教連合会 仏教五十八宗
管長ノ依託ヲ
受ケタル仏教
聯合会幹事

大正8年10月2
7日

1通
パリ講和会議にて仏教関係者の依頼を

受け、各国委員へ文書を配布
墨書

780 〔パリ講和会議終
了慰労会でのスピ
ーチ原稿〕

近藤廉平 大正8年 3枚
ペン

781 大正八年社長近藤
男爵欧米出張旅行
中面接セラル各外
国人ー名

〔作成者不
明〕

大正8年 25枚
英文

タイプ

782 欧州旅費勘定 〔作成者不
明〕

大正8年 1枚+2綴
大正8年仏国出張経費関係書類

封筒、1枚
カーボン(ペン)
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783 〔滞在費メモ〕 近藤廉平 大正8年 4点(17枚)
アメリカ、イギリス、フランス、スイ

ス、トルコ、ギリシャ、イタリアにおける滞
在費に関するメモ

ペン、鉛筆

784 〔船上挨拶原稿〕 近藤廉平 〔大正8年〕 1枚
英文、パリ講和会議に向かう旅程での

挨拶
タイプ

785 〔パリ講和会議委
員会メモ〕

近藤廉平 〔大正8年〕 1綴
国際労働法取調委員、戦争責任調査委

員等の表題あり
ペン

THE CUNARD STEAM SHIP COMPA
NY LIMITEDのメモ用紙

786 〔収納封筒(A Le
ague of Nations
Published Bimo
nthly by the Wo
rld Peace Found
ation)〕

国際連盟 近藤廉平 大正9年6月 1枚
ペン、印刷

Boston Massの消印。もと請求番号7
87-1～3を収納。

787-1 League of Natio
ns Vol.Ⅲ、 No.3
June、1920:Th
e League Camp
aign in the Swis
s and American
Republics PART
ⅠSwiss Comme
ntary on the Co
venant

国際連盟 大正9年6月 1冊
印刷

787-2 League of Natio
ns Vol.Ⅲ、 Jul
y、1920:The Co
venant of the Le
ague of Nations

国際連盟 大正9年7月 1冊
印刷

787-3 League of Natio
ns Vol.Ⅲ、 No.4
August、1920:T
he League Cam
paign in the Swi
ss and America
n Republics PAR
TⅡThe United S
tates Senate an
d The Treaty

国際連盟 大正9年8月 1冊
印刷
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788 欧米官遊余韻　副 近藤廉平 大正8年1月3日
～9月13日

1綴
漢詩集

墨書

789 欧米官遊餘韵 近藤廉平 大正8年 同文2冊
漢詩集

印刷
うち1冊(題せんが剥落している方)に

は朱字が入っている

790 欧米官遊餘韵 近藤廉平 大正8年 1冊
漢詩集

墨書

791 欧米詩草(官遊餘
韵)

近藤廉平 大正8年 1冊
漢詩集

墨書

792 欧米詩草 近藤廉平 〔大正8年〕 1冊＋24枚
パリ講和会議出張時の漢詩の書付で、

メモ帳とメモ用紙に書付られている
封筒、1枚

ペン
タイトルの書かれた日本郵船の封筒

に、メモ帳とメモ用紙が入っている

793 其日庵様　御遺墨
「大正八年己未の
とし講和委員の任
員として仏京巴里
に留まりて」

近藤廉平 〔大正8年〕 1枚
「講和会議の議事すすまさりを見て」

等
ペン

其日庵様　御遺墨については請求番号
578参照のこと。もと請求番号578に収納。

794 其日庵様　御遺墨
〔中国問題の解決
につき所感〕

近藤廉平 〔大正8年〕 1枚
我希望通り解決

ペン
其日庵様　御遺墨については請求番号

578参照のこと。もと請求番号578に収納。

795 其日庵様　御遺墨
〔仏文メモ〕

近藤廉平 〔大正8年〕 1枚
「lu c leiman」等

ペン
beaurivage ouchyのメモ用紙
其日庵様　御遺墨については請求番号

578参照のこと。もと請求番号578に収納。

796 CONDITIONS O
F ‎PEACE 〔ヴェ
ルサイユ条約条約
文〕

〔作成者不
明〕

1冊
英仏対訳

印刷
表紙に「秘」の印あり
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4-3　ルーマニア
皇后［資料番号7
97～800］

797-0 〔収納封筒(ルー
マニヤ皇后関係書
類)〕

〔作成者不
明〕

1枚
墨書

もと請求番号1220に収納されてい
た。請求番号797-1～17を収納。

797-1 ルーマニヤ皇后御
写真

〔作成者不
明〕

大正5年～大正
8年

11枚
ルーマニア皇后及びその家族の写真1

1枚
写真

写真は2枚のみ年代が記入されてい
る。一部、皇后の署名入り。

797-2 ルーマニア皇后書
簡

Maria(ルー
マニア皇后)

近藤廉平 大正8年8月 1通
英文書簡

ペン

797-3 〔ルーマニア皇后
自伝(英文)〕

Maria(ルー
マニア皇后)

1冊
英文。ルーマニア皇后マリアの自伝

ヵ。
印刷

797-4 〔ルーマニア皇后
自伝(日本語訳)〕

Maria(ルー
マニア皇后)

1冊
800-3を日訳したもの

タイプ
日本郵船株式会社用箋
もと請求番号1220に収納

797-5 ルーマニア皇后書
簡

Maria(ルー
マニア皇后)

〔宛先不明〕 大正10年11月
20日

1枚
"Extract from letter received from

Queen Marie Nov.20.1921"とタイトルあ
り

タイプ
帝国ホテル総支配人林愛作用箋

797-6 Loie Fuller書簡 Loie Fuller 近藤廉平 1通
マリア皇后と、ニコラス殿下との午餐

会の招待状
ペン

ホテルプラザアテネの用箋
Loie Fullerはルーマニア皇后の友人

であるアメリカ人舞踏家

797-7 ルーマニア皇后書
簡

Maria(ルー
マニア皇后)

近藤廉平 大正8年5月25
日

1通
ペン
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797-8 Florence K Clark
e書簡

Florence K
Clarke

近藤廉平 大正9年10月1
9日

2通(6枚)
英文。Florence K Clarkeが日本訪問

の折、近藤家に御世話になったことに関する
お礼等。Florence自筆の手紙と、内容をタ
イプしたものあり。

ペン、タイプ

797-9 Loie Fuller 書簡 Loie Fuller 近藤廉平 大正9年3月2日 1通
英文。カロルの日本訪問のこと等。

ペン、タイプ

797-
10

Louie Fuller　書
簡

Loie Fuller 近藤廉平 1通
英文

Dr V.Nitzescoの名刺、1枚
ペン

797-
11

L.Morelde Morta
iny書簡

L.Morelde M
ortainy

近藤廉平 大正8年6月16
日

1通
仏文

ペン

797-
12

Louie Fuller　書
簡

Loie Fuller 近藤廉平 大正8年7月31
日・8月6日・
日付不明

3通(6枚)
英文

ペン
同一の封筒に3通の手紙が同封されて

いた

797-
13

Louie Fuller　書
簡

Loie Fuller 近藤廉平 大正8年7月31
日

1通
英文

ペン

797-
14

ルーマニア皇后書
簡

Maria(ルー
マニア皇后)

近藤廉平 大正8年8月18
日

1通
英文

ペン

797-
15

羅馬尼亜女皇陛下
ノ思出　

ルイス・フラ
ー

1綴
印刷

もと請求番号797-16の日訳

797-
16

THE QUEEN OF
ROUMANIA BY
LOIS FULIER

Loie Fuller 1綴
印刷

請求番号797-15の原本

797-
17

黒川新次郎書簡 黒川新次郎 近藤廉平 大正11年2月1
9日

1通
大正8年4月10日に廉平がルーマニア

皇后と会見した際の会見録
ペン

798 〔ルーマニア皇太
子歓迎夕食会メニ
ュー〕

近藤廉平 大正9年7月2日 1冊
英文。近藤邸での夕食会。

印刷
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799 〔ルーマニア皇太
子歓迎挨拶原稿〕

近藤廉平 〔大正9年7月3
日〕

2綴
英文。草稿と本番用の2種類あり。本

番用の原稿には、下線が引いてある。
タイプ

800 〔英文原稿2枚〕 〔作成者不
明〕

2枚
英文原稿、ルーマニア皇后マリア関係

ヵ(本文に、"What matter that may Gran
d Mother was old Queen Victoria of grea
t Britain and Ireland、 that my mother
was only daughter of AlexanderⅡTzar of
all the Russians."とあり)

タイプ

4-4　日米関係協
議会［資料番号8
01～826］

801 移民を奨励せよ 近藤廉平 〔大正2年1
月〕

1枚
廉平が寄稿した新聞記事の切り抜き。

掲載紙不明。
印刷

802 加州人民ハ左ノ法
律ヲ制定ス

寺島成彦 近藤廉平 大正3年8月15
日

1綴
加州州法改正について、カリフォルニ

ア州公民資格を有しない未成年の資産につい
ての州法改正を報じる

封筒、1枚
鉛筆

日本郵船会社用箋

803 伏見宮殿下御席ニ
於テ昼餐ヲ給ハリ
食後同殿下御前ニ
於テ演説筆記

〔近藤廉平〕 大正4年6月14
日

1綴
明治以来の海運の発展について

墨書、鉛筆
草稿、朱訂正あり

804 米国側日米委員姓
名及職業

〔作成者不
明〕

〔大正9年〕2
月28日

1枚
印刷

805 大正九年三月十三
日実行委員会議案

〔作成者不
明〕

大正9年3月13
日

1綴
パリ講和会議における協議会

印刷

806 日米関係協議会第
一日(大正九年三
月十七日)決議事
項

日米関係委員
協議会

〔大正9年3月1
7日〕

3枚
議論の概要

印刷

近藤廉平関係文書目録

94



数量
付属資料
記述法
備考

数量
内容
記述法

数量
内容
記述法

数量
内容

付属資料
記述法
用紙

数量
内容

記述法
備考

数量
内容

記述法

数量
内容

記述法
備考

資料
番号

タイトル 作成者 宛先 年月日 内容・備考等

807 STATEMENT of
Baron Rempei K
ondo on Americ
o-Japanese rela
tions.

〔作成者不
明〕

大正9年3月20
日

1綴
封筒、1枚

タイプ
「日米関係委員会ニテ三月廿日演説ノ

主意」と封筒に表題あり。もと請求番号122
3に収納。

808 日米関係委員(日
本人委員側)協議
会

日米関係委員
協議会

大正9年3月21
日

1綴(4枚)
議事録

印刷

809 日米関係委員協議
会ニ関スル件

日米関係委員
協議会

大正9年3月 5枚
議題

印刷

810 日米関係協議会第
三日(大正九年三
月十九日)決議事
項

渋沢事務所 〔大正9年3
月〕

1綴+1枚
決議事項に関する綴及び、渋沢事務所

用箋に書かれた出席者一覧
封筒、1枚

印刷、ペン
「日米関係委員會議書類」と題がある

日本郵船会社の封筒

811 日本ト紳士協約・
制定運動中の加州
排日土地法案

シドニー・エ
ル・ガリック
(Sidney L.
Gulick)・在
米日本人会

大正9年6月1日　
他

12枚+2冊
「日本ト紳士協約」は日本語翻訳版と

原版あり。原題はJapan and the Gentlema
n's Agreement．カリフォルニア州選出上
院議員フェランによる日本の協約違反に関す
る主張を、根拠なき論として批判。この他、
在米日本人会によるパンフレット「制定文用
中の加州排日土地法案」(大正9年6月1日)あ
り。

ペン、印刷
もと請求番号216、811、813、820

は一括収納

812 〔クラーク夫妻歓
迎挨拶原稿〕

近藤廉平 大正9年6月6日 1綴
文面より、クラークは銀行家と思われ

る
タイプ

813 米国ニ於ケル日本
問題

ハーバート・
ビー・ジョン
ソン(HERBE
RT B. JOHN
SON)

大正9年6月15
日

7枚+1冊
原版と日本語翻訳版あり。原題はAm

erica's Japanese Problem．カリフォルニ
ア州土地法案が、日本人の権利を侵害するの
みならず米国正義の精神を傷つけるものであ
ると主張。

ペン、印刷
もと請求番号216、811、813、820

は一括収納
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814 Our Relations wi
th Japan－Obse
rvations Occasio
ned by a Recent
Visit to Japan

Henry W.Taf
t

大正9年6月26
日～29日

1冊
印刷

815 COMMERCE AN
D FINANCE

Theodore
H. Price Pub
lishing Corp
oration

大正9年7月28
日

1冊
”AMERICAN AND JAPANESE RELAT

IONS”と題した記事あり
印刷

816 THE CASE FOR
THE JAPANESE

julian street 1920年9月29
日

同文3冊
ニューヨークタイムズの投書をタイプ

打ちしたもの。排日運動について。
タイプ

817 米国側日米関係協
議会出席委員滞在
プログラム

〔作成者不
明〕

大正9年 同文2通(4枚)
印刷

818 ANNUAL REPOR
T of the MANAG
ING DIRECTOR
S of the GEORE
GE A. FULIER C
OMPANY OF TH
E ORIENT,LTD.

the GEORE
GE A. FULIE
R COMPANY
OF THE ORI
ENT,LTD

大正9年 1冊
(1)株主一覧、1枚/(2)しおり、1

枚
タイプ

819 〔日米関係論メモ
(部分)〕

近藤廉平 〔大正9年〕 2枚
国際連盟設置提案に対する所感

ペン

820 制定運動中ノ法案
ノ不公正ヲ指摘シ
テ正義ニ訴フ

ジョージ島
(George Shi
ma)

〔大正9年〕 3枚
日本語翻訳版と原版あり。原題はAn

Appeal to Justice．カリフォルニア州議会
に提出された法案が日本人排斥を目的である
とし、批判。

ペン、印刷
もと請求番号216、811、813、820

は一括収納

821 将来ニ於ル希望 近藤廉平 1綴
近藤廉平君談話。推敲の跡が多数見ら

れる。
墨書

822 〔カリフォルニア
州州法〕

〔作成者不
明〕

1綴
カーボン(タイプ)

英文
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823 決議 〔作成者不
明〕

1枚
アメリカの排日法案関係ヵ。「第一本

問題(土地法案レフェレンダム)ハ日米両国ノ
関係上極メテ重大ニシテ深ク痛心ニ堪ヘス」
「第二日米双方委員一致米国民ニ対シ公開状
ヲ発シ事ノ重大ナルコトヲ訴ヘ本問題ノ成立
セサランコトヲ訴フルコト」。

印刷

824 〔英文原稿〕 〔作成者不
明〕

26枚
タイプ

前欠

825 〔日米関係委員合
同会議協議決定〕

〔作成者不
明〕

1枚
日米関係委員と桑港商業会議所日本関

係委員の合同会議における決定事項
印刷

826 〔質問書〕 〔作成者不
明〕

3綴+1枚
日米関係委員会議において、日本側か

ら米国側に出された質問書と思われる。項目
は、「資本合同」、「移民問題」、「土地所
有権問題」、「交換教授ニ関スル件」、「公
表機関ニ関スル件」。

印刷

5　履歴

5-1　履歴書・辞
令・委嘱状・手当
通知［資料番号8
27～919］

827 自分之欧文履歴書 日本郵船株式
会社

〔大正9年〕 2綴
廉平の英文履歴

封筒、1枚
タイプ、印刷

828 〔辞令・賞与通知　
他〕

三菱商会・日
本郵船　他

近藤廉平 明治6年～明治
16年

32枚+1綴
廉平の辞令・賞与計23枚(明治6年～1

6年)、「印紙」と書かれた紙2枚、豊川良平
に対する給与没収通知2枚、給与減額に対す
る申し入れ状1綴、「明治13年14年の両年
に於て1月より3月迄諸経費比較」2枚、他3
枚

墨書
もと請求番号1224に収納

829 〔賞与通知(数年
勤続に付)〕

岩崎弥太郎 近藤廉平 明治17年9月 1通
墨書、印刷
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830 〔辞令(横浜支店
支配人)〕

森岡昌純(日
本郵船会社社
長)　　

近藤廉平 明治18年10月
4日

1枚
墨書

もと請求番号1220に収納

831 〔月給給与通知
(横浜支店長とし
て)〕

森岡昌純(日
本郵船会社社
長)　　

近藤廉平 明治18年10月
4日

1通
墨書

832 〔辞令（日本郵船
横浜支店手代申
付）〕

森岡昌純(日
本郵船会社社
長)　　

近藤廉平 〔明治18年10
月10日〕

1綴
日本郵船横浜支店手代一覧

墨書

833 〔月給給与通知
(本社横浜支店支
配人として)〕

森岡昌純(日
本郵船会社社
長)　　

近藤廉平 明治18年12月
4日

1通
墨書

834 〔賞与通知(数年
勤続に付)〕

森岡昌純(日
本郵船会社社
長)　　

近藤廉平 明治18年10月 1通
墨書、印刷

835 〔辞令(横浜倉庫
支配人兼務)〕

森岡昌純(日
本郵船会社社
長)　　

近藤廉平 明治18年12月
4日

1枚
横浜支店支配人と横浜倉庫支配人兼務

墨書
もと請求番号1220に収納

836 〔辞令(東京支店
支配人)〕

森岡昌純(日
本郵船会社社
長)　　

近藤廉平 明治19年9月2
1日

1枚
墨書

もと請求番号1220に収納

837 〔月給給与通知
(東京支配人とし
て)〕

森岡昌純(日
本郵船会社社
長)

近藤廉平 明治19年9月2
1日

1通
墨書

838 〔辞令(本社支配
人兼務)〕

森岡昌純(日
本郵船会社社
長)

近藤廉平 明治20年5月2
日

1枚
東京支店支配人と本社支配人の兼務

墨書
日本郵船会社罫紙
もと請求番号1220に収納

839 〔月給給与通知
(東京支店支配人
として)〕

森岡昌純(日
本郵船会社社
長)

近藤廉平 明治21年8月2
1日

1枚
墨書、印刷

840 〔辞令(東京艀下
係支配人兼務)〕

森岡昌純(日
本郵船会社社
長)

近藤廉平 明治21年9月1
3日

1枚
東京支店支配人と東京艀下支配人兼務

墨書
日本郵船会社罫紙
もと請求番号1220に収納

841 〔月給給与通知
(調度課支配人と
して)〕

森岡昌純(日
本郵船会社社
長)

近藤廉平 明治21年9月1
7日

1枚
墨書
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842 〔辞令(本社調度
課支配人)〕

森岡昌純(日
本郵船会社社
長)

近藤廉平 明治21年9月1
7日

1枚
東京支店支配人、本社支配人、東京艀

下係支配人と兼務
墨書

もと請求番号1220に収納

843 〔辞令(本社分課
規程取調委員)〕

森岡昌純(日
本郵船会社社
長)

近藤廉平 明治21年9月2
1日

1枚
墨書

日本郵船会社罫紙
もと請求番号1220に収納

844 〔辞令(下関及長
崎地方へ出張)〕

森岡昌純(日
本郵船会社社
長)

近藤廉平 明治21年12月
10日

1枚
墨書

日本郵船会社罫紙
もと請求番号1220に収納

845 〔辞令(九州地方
へ出張)〕

森岡昌純(日
本郵船会社社
長)

近藤廉平 明治22年3月2
1日

1枚
墨書

日本郵船会社罫紙
もと請求番号1220に収納

846 〔辞令(本社調度
課課長代理)〕

森岡昌純(日
本郵船会社社
長)

近藤廉平 明治22年3月2
8日

1枚
墨書

日本郵船会社罫紙
もと請求番号1220に収納

847 〔辞令(日本郵船
会社理事)〕

森岡昌純(日
本郵船会社社
長)

近藤廉平 明治22年4月2
3日

1枚
墨書

もと請求番号1220に収納

848 〔辞令(本社調度
課長兼務)〕

森岡昌純(日
本郵船会社社
長)

近藤廉平 明治22年4月2
4日

1枚
郵船理事との兼務

墨書
日本郵船会社罫紙
もと請求番号1220に収納

849 〔辞令(会計課長
浅田正文巡回不在
中同課課長兼
務)〕

森岡昌純(日
本郵船会社社
長)

近藤廉平 明治22年5月1
3日

1枚
郵船理事、調度課長との兼務

墨書
日本郵船会社罫紙
もと請求番号1220に収納

850 〔辞令(経費節減
取調委員)〕

森岡昌純(日
本郵船会社社
長)

近藤廉平 明治22年6月1
0日

1枚
墨書

もと請求番号1220に収納

851 〔辞令(会計課長
浅田正文帰京に付
き同課長兼務を解
く)〕

森岡昌純(日
本郵船会社社
長)

近藤廉平 明治22年7月2
3日

1枚
墨書

日本郵船会社罫紙
もと請求番号1220に収納
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852 〔辞令(勝野石炭
事務所へ出張)〕

森岡昌純(日
本郵船会社社
長)

近藤廉平 明治23年10月
31日

1枚
墨書

日本郵船会社罫紙
もと請求番号1220に収納

853 〔辞令(下関九州
朝鮮地方及上海へ
出張)〕

森岡昌純(日
本郵船会社社
長)

近藤廉平 明治22年12月
9日

1枚
墨書

日本郵船会社罫紙
もと請求番号1220に収納

854 〔辞令(会計課長
浅田正文出張不在
中会計課長兼務を
命ず)〕

森岡昌純(日
本郵船会社社
長)

近藤廉平 明治23年9月2
日

1枚
墨書

日本郵船会社罫紙
もと請求番号1220に収納

855 〔辞令(会計課長
浅野正文帰京に付
き会計課長兼務を
解く)〕

森岡昌純(日
本郵船会社社
長)

近藤廉平 明治23年10月
6日

1枚
墨書

日本郵船会社罫紙
もと請求番号1220に収納

856 〔辞令(長崎・上
海へ出張)〕

森岡昌純(日
本郵船会社社
長)

近藤廉平 明治24年2月9
日

1枚
墨書

日本郵船会社罫紙
もと請求番号1220に収納

857 〔辞令(会計課長
浅田正文出張不在
中会計課長兼務を
命ず)〕

森岡昌純(日
本郵船会社社
長)

近藤廉平 明治24年5月2
8日

1枚
理事兼調度課長兼務

墨書
日本郵船会社罫紙
もと請求番号1220に収納

858 〔辞令(会計課長
浅田正文帰京に付
き会計課長兼務を
解く)〕

森岡昌純(日
本郵船会社社
長)

近藤廉平 明治24年6月2
9日

1枚
墨書

日本郵船会社罫紙
もと請求番号1220に収納

859 〔辞令(本務課長
内田耕作神戸在勤
中本務課長兼
務)〕

森岡昌純(日
本郵船会社社
長)

近藤廉平 明治24年8月1
日

1枚
墨書

日本郵船会社罫紙
もと請求番号1220に収納

860 〔辞令(神戸在勤
本務課長理事内田
耕作在京中同課課
長兼務を中止
す)〕

森岡昌純(日
本郵船会社社
長)

近藤廉平 明治24年9月2
6日

1枚
墨書

日本郵船会社罫紙
もと請求番号1220に収納

861 〔辞令(下関及九
州地方へ出張)〕

森岡昌純(日
本郵船会社社
長)

近藤廉平 明治25年1月1
9日

1枚
墨書

日本郵船会社罫紙
もと請求番号1220に収納
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862 〔辞令(関西九州
及支那地方へ出
張)〕

森岡昌純(日
本郵船会社社
長)

近藤廉平 明治25年10月
15日

1枚
墨書

日本郵船会社罫紙
もと請求番号1220に収納

863 〔辞令(関西地方
へ出張)〕

森岡昌純(日
本郵船会社社
長)

近藤廉平 明治26年2月9
日

1枚
墨書

日本郵船会社罫紙
もと請求番号1220に収納

864 〔辞令通知書(取
締役)〕

日本郵船会社　　　近藤廉平 明治26年12月
1日

1枚
株主臨時総会で取締役に当選。打ち合

わせに関する通知。
墨書

日本郵船会社罫紙
もと請求番号1220に収納

865 〔辞令(旅順出
張)〕

大本営 明治28年4月1
2日

1枚
墨書

866 〔領票写〕 近藤廉平 大給恒(賞勲
局総裁)

明治28年12月
25日

1枚
勲三等旭日綬章

墨書

867 〔辞令(高等商業
学校商議委員)〕

文部省 近藤廉平 明治29年6月1
日

1枚
墨書

もと請求番号1220に収納

868 〔辞令(農商工高
等会議議員)〕

内閣 近藤廉平 明治29年6月6
日

1枚
墨書

もと請求番号1220に収納

869 〔手当通知〕 農商務省 近藤廉平 明治29年10月
21日

1枚
農商高等会議議員であった廉平への手

当通知
墨書

もと請求番号1220に収納

870 〔豊国会評議委員
推薦状〕

黒田長成(豊
国会長)

近藤廉平 明治30年4月1
7日

1枚
墨書

もと請求番号1220に収納

871 〔手当通知(農商
工高等会議議員と
して手当給与)〕

農商務省 明治31年11月
2日

1枚
墨書

872 〔辞令(帝国義勇
艦隊創設委員)〕

威仁親王(帝
国海事協会総
裁)　

近藤廉平 明治37年8月2
6日

1枚
墨書

もと請求番号1220に収納
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873 〔辞令(忠勇顕彰
会評議員)〕

九鬼隆一(忠
勇顕彰会会
頭)

近藤廉平 明治37年12月
13日

1枚
墨書

もと請求番号1220に収納

874 〔勲2等旭日重光
章叙勲通知状〕

大給恒(賞勲
局総裁)

近藤廉平 明治39年4月1
日

1枚
明治37、38年事件(原文ママ)の功績

により叙勲された際の通知状
墨書

もと請求番号1220に収納

875 〔辞令(南満洲鉄
道株式会社設立委
員)〕

内閣 近藤廉平 明治39年7月1
3日

1枚
墨書

もと請求番号1220に収納

876 山県伊三郎書簡 山県伊三郎
(逓信大臣)

近藤廉平 明治39年7月1
3日

1枚
南満洲鉄道株式会社設立委員を任命し

たことに対する挨拶状(委員全員に配布され
た印刷物)

墨書、印刷
もと請求番号1220に収納

877 〔辞令(南満洲鉄
道株式会社設立委
員被免)〕

内閣 明治39年12月
12日

1枚
墨書、印刷

878 〔辞令(東京慈恵
会理事)〕

威仁親王妃慰
子(東京慈恵
会総裁)

近藤廉平 明治40年7月 1枚
墨書

もと請求番号1220に収納

879 〔辞令(日本大博
覧会評議員)〕

内閣 近藤廉平 明治41年6月6
日

1枚
墨書

もと請求番号1220に収納

880 〔辞令(東洋拓殖
株式会社設立委
員)〕

内閣 近藤廉平 明治41年9月1
6日

1枚
墨書

8月27日に東洋拓殖株式会社法公布。
もと請求番号1221に収納。

881 〔参省通知〕 宮内省 明治41年12月
8日

1通
封筒、1枚

墨書

882 〔辞令(表慶館陳
列品調査委員)〕

宮内省 近藤廉平 明治41年12月
9日

1枚
墨書

もと請求番号1221に収納

883 〔免職状(東洋拓
殖会社設立委
員)〕

内閣 近藤廉平 明治42年1月1
4日

1枚
墨書

もと請求番号1221に収納
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884 〔辞令(日英博覧
会評議員)〕

内閣 近藤廉平 明治42年4月1
9日

1枚
墨書

もと請求番号1221に収納

885 〔辞令(生産調査
会委員)〕

内閣 近藤廉平 明治43年4月3
0日

1枚
送り状、1枚

墨書
もと請求番号1221に収納

886 〔辞令(表慶館陳
列品調査委員被
免)〕

宮内省 明治43年7月1
9日

1枚
墨書

887 〔手当通知〕 農商務省 近藤廉平 明治43年12月
23日

1枚
墨書

もと請求番号1221に収納

888 〔依嘱状(済生会
理事)〕

貞愛親王(恩
賜財団済生会
総裁)

近藤廉平 明治44年8月2
2日

1枚
評議員会の推薦

墨書
もと請求番号1221に収納

889 〔嘱託状(済生会
評議員)〕

貞愛親王(恩
賜財団済生会
総裁)

近藤廉平 明治44年8月2
2日

1枚
墨書

もと請求番号1221に収納

890 帝室宗秩寮関係書
類

戸田氏共(式
部長官)・渡
辺千秋(宮内
大臣)

明治44年8月2
4日

1冊＋3枚+1枚+1通
参内通知、従五位辞令、授爵宣誓書、

勅書写、華族令からなる
封筒(「帝室宗秩寮関係書類」)、

1枚
墨書、印刷

封筒に一括収納されていたが、書類を
封筒から出し、フォルダに入れた

891 目録 〔作成者不
明〕

明治44年8月 1冊
廉平の授爵祝

墨書

892 〔依嘱状(消防義
会評議員)〕

渋沢栄一(消
防義会会長)

近藤廉平 明治45年6月1
5日

1枚
墨書

もと請求番号1221に収納

893 〔辞令(臨時博覧
会評議員)〕

内閣 近藤廉平 大正3年6月23
日

1枚
墨書、印刷

もと請求番号1221に収納

894 〔委嘱状(済生会
理事)〕

貞愛親王(恩
賜財団済生会
総裁)

近藤廉平 大正5年7月1日 1枚
評議員会の推薦による

墨書、印刷
もと請求番号1221に収納
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895 〔解嘱状(明治神
宮奉賛会評議
員)〕

貞愛親王(恩
賜財団済生会
総裁)

近藤廉平 大正5年9月26
日

1枚
墨書、印刷

もと請求番号1221に収納

896 〔解嘱状(明治神
宮奉賛会評議
員)〕

貞愛親王(恩
賜財団済生会
総裁)

近藤廉平 大正5年9月26
日

1枚
封筒、1枚

墨書、印刷
もと請求番号1221に収納

897 〔嘱託状(帝国飛
行協会特別委
員)〕

邦彦王(帝国
飛行協会総
裁)

近藤廉平 大正6年2月17
日

1枚
墨書、印刷

もと請求番号1221に収納

898 国産奨励会評議員
委嘱状

貞愛親王(国
産奨励会総
裁)

近藤廉平 大正7年3月4日 1枚
墨書、印刷

もと請求番号1221に収納

899 〔委嘱状(理化学
研究所評議員)〕

貞愛親王(財
団法人理化学
研究所総裁)

近藤廉平 大正6年3月28
日

1枚
墨書

もと請求番号1221に収納

900 〔辞令(戦時船舶
管理局評議員)〕

内閣 近藤廉平 大正6年10月1
日

1枚
墨書

もと請求番号1221に収納

901 貴族院議員当選證
書

南部甕男(男
爵選挙管理
者)

近藤廉平 大正7年7月10
日

1枚
得票293枚

当選通知、1枚
墨書、印刷

もと請求番号1221に収納

902 〔辞令(軍需評議
会評議員)〕

内閣 近藤廉平 大正7年8月16
日

1枚
送り状、1枚

墨書、印刷
もと請求番号1221に収納

903 〔辞令(臨時国民
経済調査会委
員)〕

内閣 近藤廉平 大正7年9月18
日

1枚
墨書

もと請求番号1221に収納

904 〔嘱託状(帝国飛
行協会評議員)〕

邦彦王(帝国
飛行協会総
裁)

近藤廉平 大正7年11月2
9日

1枚
墨書、印刷

もと請求番号1221に収納

905 〔辞令(欧州出張
辞令)〕

内閣 近藤廉平 大正7年12月3
日

1枚
パリ講和会議随行に際して

墨書
請求番号1222に収納

906 貴族院提出履歴書 近藤廉平 大正7年 1通
墨書
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907 〔辞令(講和全権
委員随員)〕

内閣 近藤廉平 大正8年2月5日 1枚
墨書

もと請求番号1220に収納

908 〔辞令(臨時財政
経済調査会臨時委
員)〕

内閣 近藤廉平 大正8年11月7
日

1枚
墨書

もと請求番号1222に収納

909 〔手当通知〕 内閣 近藤廉平 大正8年12月1
6日

1枚
軍需評議会員手当

封筒(軍需局長原象一郎)、1枚
墨書、印刷

もと請求番号1222に収納

910 〔辞令(海事委員
会委員)〕

内閣 近藤廉平 大正9年5月18
日

1枚
封筒(逓信大臣官房秘書課長、5

月19日付)、1枚
墨書

もと請求番号1222に収納

911 〔嘱任状(済生会
理事)〕

貞愛親王(恩
賜財団済生会
総裁)

近藤廉平 大正9年7月1日 1枚
評議員会の推薦による

墨書
もと請求番号1222に収納

912 〔委嘱状(船級管
理委員会委員)〕

依仁親王(帝
国海事協会総
裁)

近藤廉平 大正9年11月5
日

1枚
墨書

もと請求番号1222に収納

913 〔手当通知(軍需
評議会評議員とし
て手当金給与)〕

内閣 大正9年12月1
0日

1枚
墨書

914 〔手当通知(臨時
財政経済調査会の
事務に関与し格別
勉励に付き手当給
与)〕

内閣 大正9年12月1
6日

1枚
墨書、印刷

内閣罫紙

915 勲章佩用心得 賞勲局 1冊
明治21年から大正3年までの勲章佩用

式の法令を集めたもの
印刷

916 記章褒章又ハ記念
章等ヲ賜ハリタル
者届出心得

賞勲局 1枚
記章褒章、記念章等を受けた者に対す

る賞勲局への届出に関する注意事項が記載さ
れている

墨書
もと請求番号1220に収納
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917 大正十年二月　故
男爵近藤廉平氏社
葬略記

日本郵船株式
会社

大正10年2月 1冊
式次第、会葬者名簿、内外の死亡記事

スクラップ
(1)封筒(「故近藤廉平氏社葬関係

書類」)、1枚/(2)会葬御礼、4枚
墨書

918 〔近藤廉平葬儀関
係〕

原田貞之介 近藤滋彌 大正10年2月～
3月

12点+1枚
送り状、弔電、追悼記事(英文)他

タイプ、墨書
まとまりごとにフォルダに入れた　

919-1 謝状 伏見宮文秀女
王(福田会総
裁)

近藤滋彌 大正10年4月2
5日

1通
近藤廉平追善供養

包紙、1枚
墨書

919-2 清浦奎吾書簡 清浦奎吾 近藤滋彌 〔大正12年〕8
月27日

1通
廉平三回忌に際して「飛鳥片影」と題

する書画集帖を滋彌より送られたことに対す
る礼状

墨書
もと請求番号1217に収納

5-2　受賞・受
章・感謝状・会員
証［資料番号920
～999］

920 〔感謝状〕 沖守固(神奈
川県知事)

近藤廉平 明治21年4月3
0日

1枚
横浜区で天然痘が流行した際、横浜避

病院への寄付に対して
墨書

もと請求番号1220に収納

921 〔領収書〕 吉井友実(神
苑会副会
頭）・渡辺洪
基（神苑会会
頭)

近藤廉平 明治22年9月1
5日

1枚
神苑会設立への寄付に対して

墨書
もと請求番号1220に収納

922 〔感謝状〕 小崎利準(岐
阜県知事)

近藤廉平 明治25年12月
1日

1枚
明治24年10月震災被害救済への寄付

に対して
墨書

もと請求番号1220に収納

923 〔感謝状〕 村上義雄(徳
島県知事)　

近藤廉平 明治26年12月
28日

1枚
明治25年7月に徳島県で起きた津波及

び土砂崩れ被害救済の寄付に対して
墨書

もと請求番号1220に収納
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924 〔感謝状〕 村上義雄(徳
島県知事)

近藤廉平家族 明治26年12月
28日

1枚
明治25年7月に徳島県で起きた津波及

び土砂崩れ被害救済への寄付に対して
墨書

もと請求番号1220に収納

925 〔感謝状〕 三浦安(東京
府知事)

近藤廉平 明治28年6月7
日

1枚
高田尋常高等小学校増築費寄付に対し

て
墨書

もと請求番号1220に収納

926 〔会員徽章贈呈証
状(日本体育会)〕

野津道貫(日
本体育会会
長)

近藤廉平 明治29年8月2
7日

1枚
墨書

もと請求番号1220に収納

927 〔賞盃下賜状〕 大給恒(賞勲
局総裁)

近藤廉平 明治30年6月1
日

1通
日清戦争時の寄付に対して

封筒、　1枚
墨書

928 〔感謝状〕 彰仁親王(日
本赤十字社総
裁)・佐野常
民(日本赤十
字社)

近藤廉平 明治31年4月5
日

1枚
日本赤十字社への寄付に対して

墨書
もと請求番号1220に収納

929 〔日本赤十字社特
別社員証〕

彰仁親王(日
本赤十字社総
裁)・佐野常
民(日本赤十
字社)

近藤廉平 明治31年5月1
0日

1枚
墨書

もと請求番号1220に収納

930 〔感謝状〕 黒田長成(豊
国会長)　

近藤廉平 明治31年8月2
4日

1枚
豊太閤墳墓修理及び三百年祭事業への

寄付に対して
墨書

もと請求番号1220に収納

931 〔送り状〕 中根重一(豊
国会事務局
長)

近藤廉平 明治31年8月2
4日

1枚
豊国会より、寄付の領収と謝状及び徽

章の送付を通知する書簡
墨書

もと請求番号1220に収納

932 〔推薦状〕 千家尊福(東
宮御慶事奉祝
会会長)　

近藤廉平 明治33年3月2
2日

1枚
東宮御慶事奉祝会評議委員

墨書
もと請求番号1220に収納
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933 〔送り状〕 東宮御慶事奉
祝会

近藤廉平 明治33年3月2
3日

1枚
東宮御慶事奉祝会より、推薦状の送付

を通知する手紙
印刷、墨書

もと請求番号1220に収納

934 〔感謝状〕 彰仁親王(日
本赤十字
社)・佐野常
民(日本赤十
字社長)

近藤廉平 明治33年10月
15日

1枚
日本赤十字社への寄付に対して

保管方法の指示、1枚
印刷、墨書

もと請求番号1220に収納

935 〔感謝状〕 大給恒(賞勲
局総裁)

近藤廉平 明治34年1月1
5日

1枚
武蔵国北豊島郡高田村消防組への新設

費寄付に対して
墨書

もと請求番号1220に収納

936 〔感謝状〕 大給恒(賞勲
局総裁)

近藤廉平 明治34年6月1
日

1枚
明治32年に徳島県で起きた洪水被害

救済への寄付に対して
墨書

もと請求番号1220に収納

937 〔聴許状〕 田中光顕(宮
内大臣)

近藤廉平 明治34年6月1
2日

1通
廉平が宮内省に申し入れていた、「呂

宗嶋馬尼刺」から取り寄せた蘭科植物を新宿
植物御苑に献納する件が許可されたことを通
知

墨書
封筒と本文が糊づけされている。もと

請求番号1220に収納。

938 〔感謝状〕 大給恒(賞勲
局総裁)

近藤廉平 明治34年6月2
5日

1枚
明治29年8月阿波国麻植郡西麻植村尋

常小学校への寄付に対して
墨書

もと請求番号1220に収納

939 〔金盃下賜状〕 黒田長成(菅
公会長)

明治35年3月7
日

1通
太宰府天満宮への寄付に対して

印刷、墨書
もと請求番号1223に収納

940 感謝状 鳩山和夫(早
稲田大学校
長)・高田早
苗(同学監)・
前島密(基金
募集委員長)

近藤廉平 明治35年6月1
2日

1通
早稲田大学基本資金の寄付に対して

封筒、1枚
印刷、墨書
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941 〔徽章贈呈状〕 威仁親王(帝
国海事協会総
裁)・近衛篤
麿(副総裁)　

近藤廉平 明治35年11月
20日

1枚
帝国海事協会特別会員

墨書
もと請求番号1220に収納

942 〔感謝状〕 近衛篤麿(帝
国海事協会副
総裁)

近藤廉平 明治35年11月
21日

1枚
帝国海事協会設立への寄付に対して

墨書
もと請求番号1220に収納

943 〔送り状〕 帝国海事協会 近藤廉平 明治35年12月
8日

1枚
帝国海事協会より、徽章の送付を通知

する手紙
封筒、1枚

墨書
もと請求番号1220に収納

944 〔記念品贈呈目録
及び送り状〕

日本郵船株式
会社

近藤廉平 明治35年12月
25日

1綴
日本郵船より金杯が送られた際の送り

状と目録
墨書

もと請求番号1220に収納

945 〔感謝状〕 近衛篤麿(東
亜同文会長)

近藤廉平 明治36年2月2
日

1枚
東亜同文書院拡張事業への寄付に対し

て
墨書

もと請求番号1220に収納

946 大日本帝国水難救
済会締盟状

威仁親王(大
日本帝国水難
救済会総
裁)・鍋島直
大(副総裁)・
吉井幸蔵(会
長)

近藤廉平 明治36年5月4
日

1枚
名誉会員に列する

墨書
もと請求番号1220に収納

947 〔会員章贈呈状〕 日本海員掖済
会

明治36年9月1
5日

1枚
日本海員掖済会終身会員

墨書
もと請求番号1220に収納

948 〔感謝状〕 鎌田栄吉(慶
應義塾塾
長)・小幡篤
次郎(社頭)

近藤廉平 明治37年9月1
日

1枚
慶應義塾基本金への寄付に対して

印刷、墨消
もと請求番号1220に収納
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949 〔感謝状〕 千家尊福(東
京府知事)　

近藤廉平 明治38年4月1
日

1枚
明治37、38年戦役への恤兵費寄付に

対して
墨書

もと請求番号1220に収納

950 〔木杯下賜状〕 大給恒(賞勲
局総裁)

明治38年4月1
2日

1枚
墨書、印刷

951 領収証 佐和正(日本
赤十字社第二
部長)

近藤廉平 明治38年5月6
日

1通
封筒、1枚

墨書、印刷

952 恤兵金受領証 志佐勝(海軍
主計大監)

近藤廉平 明治38年5月7
日

1枚
墨書、印刷

953 〔感謝状〕 臨時博覧会事
務局

近藤廉平 明治38年5月3
0日

1枚
臨時博覧会の事務に評議員として尽力

したことに対して
墨書

もと請求番号1220に収納

954 〔感謝状〕 大給恒(賞勲
局総裁)

近藤廉平 明治38年6月2
7日

1枚
明治37、38年戦役恤兵費への寄付に

対して
墨書

もと請求番号1220に収納

955 〔感謝状〕 千家尊福(東
京府知事)　

近藤廉平 明治38年7月1
日

1枚
明治37、38年戦役の際に従軍家族扶

助への寄付に対して
墨書

もと請求番号1220に収納

956 〔感謝状〕 千家尊福(東
京府知事)　

近藤廉平 明治38年12月
1日

1枚
明治37、38年戦役の際に従軍家族の

扶助への寄付に対して
墨書

もと請求番号1220に収納

957 〔感謝状〕 千家尊福(東
京府知事)　

近藤廉平 明治39年3月1
日

1枚
明治37、38年戦役の際に軍需品への

寄付に対して
墨書

もと請求番号1220に収納

958 〔推薦通知状〕 鍋島直大(東
亜同文会副会
長)

近藤廉平 明治39年5月2
6日

1枚
明治39年5月19日の東亜同文会の春

季大会において、評議員に推薦されたことを
通知する状

墨書
もと請求番号1220に収納
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959 〔感謝状〕 大給恒(賞勲
局総裁)

近藤廉平 明治40年11月
20日

1枚
明治39年10月に清国天津居留地天津

小学校新築費への寄付に対して
墨書

もと請求番号1220に収納

960 〔感謝状〕 亀井英三郎
(宮城県知
事)・平岡定
太郎(福島県
知事)・笠井
信一(岩手県
知事)

近藤廉平 明治41年2月1
日

1枚
明治38年の凶作の際、窮民救恤への

寄付に対して
墨書

もと請求番号1220に収納

961 〔終身会員証明書
(日本美術協会)〕

威仁親王(日
本美術協会総
裁)

近藤廉平 明治43年2月1
9日

1枚
墨書

もと請求番号1221に収納

962 〔感謝状〕 正親町実正
(賞勲局総裁)

近藤廉平 明治43年3月1
6日

1枚
明治37、38年戦役の際に在ロシア日

本人俘虜と出征家族遺族廃兵の救護のための
寄付に対して

墨書
もと請求番号1220に収納

963 〔木盃下賜状〕 正親町実正
(賞勲局総裁)

近藤廉平 明治43年5月2
1日

1枚
明治41年4月に北海道虻田郡狩太村費

寄付に対して
墨書

もと請求番号1221に収納

964 〔観光実業団謝忱
状〕

近藤廉平(観
光実業団団
長)・土居通
夫・大谷嘉兵
衛　他9名

明治43年7月1
9日

1枚
清国に赴いた観光実業団(松方幸次

郎、大橋新太郎、瀧川弁三、鈴木惣兵衛、永
井久一郎、福井菊三郎、白岩龍平、島津源
蔵、白石重太郎)に対して

墨書
もと請求番号1222に収納

965 〔感謝状〕 高田早苗(早
稲田大学学
長)・大隈重
信(総長)

近藤廉平 明治43年12月
28日

1枚
早稲田大学第2期計画の基本資金への

寄付に対して
墨書、印刷

もと請求番号1221に収納

966 〔木盃贈与状〕 農商務省 近藤廉平 明治44年6月7
日

1枚
日英博覧会事務に鞅掌したことに対し

て
墨書

もと請求番号1221に収納
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967 〔金杯下賜状〕 正親町実正
(賞勲局総裁)

明治44年8月2
4日

1枚
墨書、印刷

968 〔木盃下賜状〕 阿部浩(東京
府知事)

近藤廉平 明治44年10月
18日

1枚
明治43年10月東京市養育院への寄付

に対して
墨書

もと請求番号1221に収納

969 〔銀杯下賜状〕 正親町実正
(賞勲局総裁)

近藤廉平 大正元年8月22
日

1枚
明治43年8月の水害に際して、東京府

外1府28県罹災窮民へ賑恤したことに対して
墨書

もと請求番号1221に収納

970 〔銀杯下賜状〕 正親町実正
(賞勲局総裁)

近藤廉平 大正元年8月30
日

1枚
明治43年8月東京府水害救済費への寄

付に対して
墨書

もと請求番号1221に収納

971 〔感謝状〕 大貫真浦(官
弊大社稲荷神
社宮司)

近藤廉平 大正元年11月2
1日

1枚
本殿大修繕正遷宮への寄付に対して

墨書
もと請求番号1221に収納

972 〔木盃下賜状〕 正親町実正
(賞勲局総裁)

近藤廉平 大正2年2月27
日

1枚
明治43年8月水害の際、群馬県罹災窮

民へ賑恤したことに対して
墨書

もと請求番号1221に収納

973 〔名誉賛助員推戴
状〕

明治記念拓殖
博覧会

近藤廉平 大正2年4月 1枚
墨書

もと請求番号1221に収納

974 〔感謝状〕 桂太郎(恩賜
財団済生会会
長)

近藤廉平 大正2年8月10
日

1枚
寄付に対して、総裁貞愛親王の御沙汰

で謝意を表する
墨書

もと請求番号1221に収納

975 〔木盃下賜状〕 正親町実正
(賞勲局総裁)

近藤廉平 大正2年12月1
7日

1枚
明治43年11月東京市牛込区小学校資

金及び同区窮民救助資金寄附に対して
墨書

もと請求番号1221に収納

976 〔嘱託状(明治神
宮奉賛会評議
員)〕

貞愛親王(明
治神宮奉賛会
総裁）

近藤廉平 大正4年10月1
日

1枚
墨書、印刷

もと請求番号1221に収納
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977 〔嘱託状(海事水
産博覧会顧問)〕

依仁親王(海
事水産博覧会
総裁)

近藤廉平 大正4年10月7
日

1枚
墨書

もと請求番号1221に収納

978 〔金杯下賜状〕 正親町実正
(賞勲局総裁)

近藤廉平 大正4年10月1
9日

1枚
大正2年北海道外6県凶作並びに大正3

年1月鹿児島県桜島爆発の際、罹災窮民への
賑恤に対して

墨書
もと請求番号1221に収納

979 大礼記念章之證 正親町実正
(賞勲局総裁)

近藤廉平 大正4年11月1
0日

1枚
大正4年勅令第154号に依り授与

墨書、印刷
もと請求番号1221に収納

980 〔金杯下賜証〕 正親町実正
(賞勲局総裁)

近藤廉平 大正5年4月1日 1枚
大正3、4年戦役の功に対して

墨書、印刷
もと請求番号1221に収納

981 〔銀杯贈与証〕 農商務省 近藤廉平 大正5年5月25
日

1枚
大正4年桑港万国博覧会への尽力に対

して
墨書、印刷

もと請求番号1221に収納

982 〔有功会員列状
(同仁会)〕

邦彦王(同仁
会総裁)・大
隈重信(会長)

近藤廉平 大正5年12月1
1日

1枚
墨書、印刷

もと請求番号1221に収納

983 〔木杯下賜状〕 正親町実正
(賞勲局総裁)

近藤廉平 大正6年1月23
日

1枚
大正5年6月北海道根室郡根室町花咲

港尋常小学校経費への寄付に対して
墨書、印刷

もと請求番号1221に収納

984 〔木杯下賜状〕 俵孫一(北海
道庁長官)

近藤廉平 大正6年12月1
2日

1枚
大正6年11月北海道虻田郡狩田村学校

新築費への寄付に対して
墨書、印刷

もと請求番号1221に収納

985 銀杯壹箇下賜状 児玉秀雄(賞
勲局総裁)

近藤廉平 大正7年7月9日 1枚
大正7年5月米沢市火災の際罹災窮民

賑恤費及び市営貸長家建設費への寄付に対し
て

墨書、印刷
もと請求番号1221に収納
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986 〔金杯下賜状〕 児玉秀雄(賞
勲局総裁)

近藤廉平 大正8年2月20
日

1枚
大正6年10月風水害の際東京府外4県

罹災窮民救助、7年米価騰貴の救助への寄付
に対して

墨書
もと請求番号1222に収納

987 〔名誉会員列状
(明治神宮)〕

貞愛親王(明
治神宮奉賛会
総裁)・徳川
家達(明治神
宮奉賛会会
長)

近藤廉平 大正8年9月1日 1枚
明治神宮外苑経営事業への寄付に対し

て
印刷、墨

もと請求番号1222に収納

988 〔the Medal of
King Albert受章
関係書類〕

ベルギー国外
務省

近藤廉平 大正9年7月 4枚
廉平がベルギー王国からthe Medal o

f King Albertを受章した際の書類
ペン、印刷　他

989 第一回国勢調査記
念章之証

児玉秀雄(賞
勲局総裁)

近藤廉平 大正10年2月9
日

1枚
第一回国勢調査記念之証

印刷、墨書
もと請求番号1220に収納

990 〔特別会員列状
(日本海員掖済
会)〕

依仁親王(日
本海員掖済会
総裁)・樺山
資紀(日本海
員掖済会副総
裁)・内田正
敏(日本海員
掖済会理事会
長)

近藤滋彌 大正10年5月1
6日

1枚
墨書

もと請求番号1222に収納

991 褒状 正親町実正
(賞勲局総裁)

大正11年4月2
0日

1枚
大正十年三月社団法人福田会同東京慈

恵会医院並東京市養育院への寄付に対して
墨書、印刷

992 〔終身会員章贈呈
状(日本海員掖済
会)〕

日本海員掖済
会

近藤滋彌 大正10年5月1
6日

1枚
(1)封筒、1枚/(2)メモ(本海員掖

済会用箋)、1枚
墨書

もと請求番号1222に収納

993 紅組 玉実堂 1点
徽章の房。錨に星の徽章に付して使用

するもの。

994 紅組 玉実堂 1点
徽章の房。錨に星の徽章に付して使用

するもの。
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995 弐等有功章 日本海員掖済
援護会

1枚
印刷

996 〔目録(久邇宮拝
領品)〕

久邇宮 1通
御紋章御花瓶一封、同御香炉一個

墨書

997 〔目録(御紋附蒔
絵手箱一個)〕

〔作成者不
明〕

1通
拝領品の目録

墨書

998 日本赤十字社社則 日本赤十字社 1枚
印刷

もと請求番号1220に収納

999 日本赤十字社有功
社員章条例　日本
赤十字社有功社員
章佩用者心得書　
日本赤十字社年醵
納付手続

日本赤十字社 1冊
印刷

もと請求番号1220に収納

6　趣味

6-1　漢詩［資料
番号1000～109
9］

1000 漫遊詩草 近藤廉平 〔明治35年〕 1綴
「上欧米漫遊之途船発於横浜港」

墨書
もと請求番号1223に収納

1001 〔児玉源太郎三回
忌に関する漢詩〕

近藤廉平 〔明治41年7
月〕

1枚
児玉源太郎三回忌に際して、親近者で

児玉を偲んだもの
墨書

1002 〔漢詩〕 近藤廉平 大正4年1月5日 1枚
「乙部新年一月五日早天再登六甲

山・・・」
墨書

1003 〔漢詩〕 近藤廉平 大正5年1月 3枚
「遊大沼公園」。添削された跡あり。

「随鷗吟社」用箋に記されている。
墨書

1004 〔漢詩〕 近藤廉平 大正6年1月1日 1枚
「丁巳元旦」

墨書
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1005 〔漢詩〕 近藤廉平 大正6年7月 1枚
「游伊香保温泉述懐」。添削跡あり。

墨書

1006 大正七年十月七日
小集詩会

近藤廉平 大正7年10月7
日

6枚
５種類の漢詩（異筆）

封筒、1枚
墨書

1007 坂(ママ)神游草 近藤廉平 大正7年10月 1枚
阪神地方を旅行した時の漢詩

封筒、1枚
墨書

1008 〔漢詩〕 近藤廉平 大正9年7月・8
月

2枚
「大正庚申七月白崎陽登侭泉獄途

上・・・」等2詩
墨書

1009 詩草 近藤廉平 5月5日 2枚
六甲山苦楽園について詠んだもの

（1）近藤廉平宛廉泉書簡、1枚/
（2）封筒、1枚

墨書

1010 湯河原早超(ママ)
散策

近藤廉平 1枚
文末に未定稿とある。添削跡あり。

墨書

1011 漫遊詩草 近藤廉平 1綴
欧米旅行中に書き留めた漢詩

ペン
日本郵船株式会社用箋

1012 随鷗吟社選牋 近藤廉平 25枚
漢詩23詩

箱、1箱
墨書

1013 清韓漫遊詩草〔他
詩文等一括〕

近藤廉平 12点
漢詩の他、詩(「松の一生」)、和歌、

漢詩、月給給与通知(岩田素二郎)あり。漢詩
の1つに「明治41年7月23日故児玉大将逝去
三回之忌展也」とあり。

収納封筒、1枚
墨書

1014 吟囊 近藤廉平 4枚
「遊椿名」他漢詩4詩

封筒、1枚
墨書
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1015 祝　豊川君六十一
栄寿

近藤廉平 1綴
豊川良平の栄寿を祝う漢詩

墨書

1016 〔漢詩〕 近藤廉平 1枚
「明治癸卯夏到旅順港有懐旧之感」

墨書

1017 〔漢詩〕 近藤廉平 1枚
「冬崎帰温泉獄・・・」

墨書

1018 〔漢詩〕 近藤廉平 1枚
「山晴月不明・・・」

墨書

1019 〔漢詩〕 近藤廉平 2枚
「戦狼争関焔無餘・・・」他２詩

封筒、1枚
墨書

1枚は布
封筒に「最終の年の御筆」とのメモあ

り

1020 〔漢詩〕 近藤廉平 1枚
「以指頭厭鎮患部・・・」添削跡あり

墨書
随鷗吟社用箋

1021 〔漢詩〕 近藤廉平 1枚
「歎」等。能の題目の書付もあり。

墨書
前欠、継ぎ目はがれ

1022 〔漢詩〕 〔近藤廉平〕 1枚
「過湖辺列車入蘓国燕麦時熟」

ペン

1023 〔漢詩〕 近藤廉平 2枚
「患廱行」。添削跡あり。

墨書

1024 〔漢詩〕 近藤廉平 4枚
「暁風弥月白・・・」他漢詩5詩

題箋「九華堂仿古名残」、1枚
墨書

「墨痕・・・」は前欠
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1025 〔漢詩〕 近藤廉平 9枚
「照故園」等。風景のイラストを含

む。
ペン、鉛筆

メモ用紙にペン書き

1026 〔漢詩〕 近藤廉平 4枚
「詠馬賊奴越山」等漢詩4詩

墨書

1027 〔漢詩〕 近藤廉平 3枚
「城願寺中吊実平至・・・」等漢詩3

詩
墨書

1028 〔漢詩〕 近藤廉平 3枚
「養病於湯河原温泉口占」等漢詩3詩

墨書
「人情薄紙無常・・・」は後欠

1029 〔漢詩〕 近藤廉平 5枚
「君恩厚久握・・・」漢詩5詩

墨書

1030 〔漢詩〕 近藤廉平 10枚
「湯河原入温中韵参杉山其日庵主」他

漢詩10詩
墨書、印刷

うち１枚拓本

1031 〔漢詩〕 近藤廉平 13枚
「乙卯新年遊苦楽園即事」等漢詩13

詩
（1）紙片、1枚/(2)「近藤廉

平」と書かれた札、1枚
墨書、鉛筆

1032 〔漢詩〕 近藤廉平 6枚
「戦兵粮争肉処・・・」等漢詩6詩

墨書
絹本

1033 〔漢詩〕 近藤廉平 4枚
「雨過新涼至・・・」漢詩4詩

墨書
絹本

1034 〔漢詩〕 近藤廉平 13枚
「謝君為送聖・・・」等漢詩13詩

墨書
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1035 〔漢詩〕 近藤廉平 16枚
「下長江舟中所見」等漢詩15詩

墨書

1036 〔漢詩〕 近藤廉平 20枚
「中興偉業那無因・・・」等漢詩20

詩
墨書

1037 〔漢詩〕 近藤廉平 21枚
「骨浴天見名放光・・・」等漢詩21

詩
墨書

1038 〔漢詩〕 近藤廉平 1枚
「游六甲苦楽園」、「仲秋観月」、

「山居」の三題。香国による添跡あり。
墨書

1039 〔漢詩〕 近藤廉平 2枚
「人三十栄枯・・・」等漢詩2詩

墨書

1040 〔漢詩〕 近藤廉平 1枚
「翠聖摩天・・・」、添削跡あり

墨書

1041 〔漢詩〕 近藤廉平 1枚
「謁四條畷神社」

墨書

1042 〔漢詩〕 近藤廉平 1枚
「題坂本龍馬」、添削跡あり

墨書

1043 〔漢詩〕 近藤廉平 1枚
「養病於湯河原泉口占」、添削跡あり

墨書

1044 〔漢詩〕 近藤廉平 大正4年 1枚
「乙卯新年参六甲山苦楽園」添削跡あ

り
墨書

継ぎ目はがれ

1045 吟袋 近藤廉平・田
辺・誠軒・廉
泉

21枚
「奉和恬斎先生」等漢詩19詩

封筒、1枚
墨書

近藤廉平関係文書目録

119



数量
内容
記述法

数量
記述法
備考

数量
内容
記述法

数量
内容
記述法

数量
内容
記述法

数量
記述法
備考

数量
内容
記述法
用紙

数量
内容
記述法

数量
内容
記述法

数量
内容
記述法
備考

数量
内容
記述法

数量
内容
記述法
備考

資料
番号

タイトル 作成者 宛先 年月日 内容・備考等

1046 〔漢詩〕 近藤廉平・誠
軒・竹田直哉　
他

7枚
「恬斎男爵招飲」等漢詩7詩

墨書

1047 〔収納封筒「湯河
原詩草」〕

近藤廉平　他 1枚
墨書

もと請求番号1048～1054を収納

1048 〔漢詩〕 新居高二郎 近藤廉平 大正3年6月21
日

1通
招待への礼状と漢詩

墨書

1049 〔漢詩〕 通予詳 近藤廉平 1通
「泉洗氏疾久・・・」

墨書

1050 湯河原詩草 〔作成者不
明〕

2枚
「早起散策」他数詩

墨書

1051 〔ニ男死去にとも
なう弔詩〕

近藤廉平 于振宗 8月29日 1通
墨書

下書きヵ

1052 〔漢詩〕 枉菴主人 1枚
「千尺飛泉・・・」

墨書
布

1053 〔漢詩〕 近藤廉平 1枚
中秋独酌他2詩。添削跡あり。

墨書

1054 〔漢詩への意見〕 香国 近藤廉平 1枚
香国による修正案

墨書

1055-
0

〔収納封筒「遊嵐
山詩」〕

近藤廉平・南
明

1枚
漢詩5詩。うち2詩が南明作のもの。

墨書
もと請求番号1055-1～5を収納

1055-
1

予書簡 予 近藤廉平 4月3日 1枚
礼状

墨書

1055-
2

南明書簡 南明 近藤廉平 大正7年4月1日 1通
「行厨酥酪・・・」の漢詩修正

墨書
南明は廉泉
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1055-
3

南明書簡 南明 近藤廉平 4月19日 1通
墨書

南明は廉泉

1055-
4

〔漢詩〕 近藤廉平 1通
「行厨酥酪・・・」

墨書

1055-
5

〔漢詩〕 近藤廉平 1通
「戊午暁喜川・・・」

墨書

1056-
0

〔収納封筒「大正
九年八月五日小集　
詩草及次韻」〕

近藤廉平　他 大正9年8月5日 1枚
墨書

もと請求番号1056-1～14を収納

1056-
1

湯河元臣書簡 湯河元臣 近藤廉平 大正9年8月4日 1通
文中に「偶題五首」と題する漢詩あり

墨書

1056-
2

〔漢詩〕 〔作成者不
明〕

近藤廉平 1枚
漢詩断片。欧州訪問を祝して。

墨書

1056-
3

〔漢詩〕 〔作成者不
明〕

1枚
悼阿部静居

墨書

1056-
4

竹内直哉書簡 竹内直哉 近藤廉平 10月11日 1通
次韻2首を送る

墨書

1056-
5

廉泉書簡 廉泉 近藤廉平 7月20日 1通（2枚）
大邨の来訪感謝

墨書
封筒なし

1056-
6

坂井重季書簡 坂井重季 近藤廉平 9月18日 1通（2枚）
馳走に対する礼状

墨書
封筒なし

1056-
7

拝趨すべき人 近藤廉平 1枚
墨書

封筒なし

1056-
8

杉渓言長書簡 杉渓言長 近藤廉平 大正9年9月20
日

1枚
漢詩

墨書
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1056-
9

田辺書簡 田辺 近藤廉平 2枚
漢詩

墨書
封筒なし

1056-
10

〔漢詩〕 〔作成者不
明〕

1枚
漢詩断片、「道由白雲・・・」

墨書
封筒なし

1056-
11

白巖子雲書簡 白巖子雲 近藤廉平 1枚
墨書

封筒なし

1056-
12

土居通予書簡 土居通予 近藤廉平 大正9年7月18
日

1通
旅先よりの書簡

墨書
4枚のうち3枚目が欠

1056-
13

正木照蔵書簡 正木照蔵 近藤廉平 大正9年8月2日 1通
漢詩

墨書

1056-
14

大村西崖書簡 大村西崖 近藤廉平 大正9年5月30
日

1枚
著作の宣伝

印刷

欠番
(1057)

欠番（1057）

1058-
0

〔収納封筒「詩
袋」〕

近藤廉平　他 1枚
墨書、印刷

もと請求番号1058-1～5を収納

1058-
1

〔漢詩〕 華 1枚
「活斎先生招飲」

墨書

1058-
2

〔漢詩〕 小其日 大主老大人 10月11日 1枚
湯河原での療養について

墨書
前欠

1058-
3

〔漢詩〕 近藤廉平 1枚
病状について

墨書
前欠

1058-
4

〔漢詩〕 近藤廉平 3枚
「甲寅之秋月・・・」。添削跡あり。

墨書
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1058-
5

〔野村望東尼般若
心教印影〕

〔作成者不
明〕

1枚
印影と印影の解説

墨書

1059 〔漢詩〕 秋玉山 1枚
「応木下候需題帳中秘戯園」

墨書

1060 蕪詩二首 岩崎東海 近藤廉平 大正7年6月 1枚
宴席で詠まれた、社業をたたえる漢詩

包紙、1枚
墨書

1061 〔漢詩〕 雲涛居士 1枚
「一片白雲漸次・・・」

墨書

1062 〔漢詩〕 香国　他3名 大正3年12月1
0日

4枚
廉平のために読まれた四詞

墨書

1063 〔漢詩〕 香国 1枚
「清風翠筋・・・」

墨書

1064 〔漢詩〕 香山 1枚
「世間毀誉不到耳・・・」

墨書
もと請求番号1218に収納

1065 〔漢詩〕 七朧 他 明治12年1月1
日

2枚
疎影横斜水清淺の臨書等

墨書

1066 〔漢詩〕 芝瑛 1枚
「昔開府岳名于晋宝沢州考続于

国・・・」
墨書

1067 〔漢詩〕 周晋鑣 1枚
「雲天高誼撫衷益・・・」

墨書

1068 〔漢詩〕 白岩龍平　他 明治43年3月9
日

1綴
其日庵雅集他の漢詩が17点集められ

ている
封筒(近藤廉平宛白岩龍平差出明

治43年3月27日)、1枚
墨書

近藤廉平関係文書目録

123



数量
内容
付属資料
記述法

数量
内容
記述法

数量
内容
記述法

数量
内容
記述法

数量
内容
記述法

数量
内容
記述法

数量
内容
付属資料
記述法

数量
内容

記述法
用紙

数量
内容
記述法

数量
内容
記述法

数量
内容
記述法

数量
内容
記述法

資料
番号

タイトル 作成者 宛先 年月日 内容・備考等

1069 〔漢詩〕 杉山茂丸 1枚
「寿詠勅題・・・」

包紙、1枚
墨書

1070 〔漢詩〕 燕田琢 近藤廉平 大正3年8月6日 2枚
「苦楽園・・・」

墨書

1071 〔漢詩〕 永井久一郎 明治40年1月1
日

1枚
「四海無波又一年・・・」

墨書

1072 〔漢詩〕 永井久一郎 明治40年1月1
日

1枚
「辺境無烽又一年・・・」

墨書

1073 〔漢詩〕 七載鵬 1枚
書画断片

墨書

1074 〔漢詩〕 春人 近藤 1枚
「苑窓陳夜・・・」

墨書

1075 送別 日置黙仙(永
平寺貫首)

大正8年1月 1通
「風詔送欧州」

包紙、1枚
墨書

1076 〔漢詩〕 南湖・白岩龍
平

大正4年7月1日 5枚
「送廉南湖先生赴有馬避暑三畳前韻乞

正」他5詩
墨書

中華書局故事箋

1077 恭奉恬斎近藤男爵
閣下歩苦楽寓居芳
韻

嶺松 近藤廉平 2枚
修正を乞う

墨書

1078 〔漢詩〕 紫英 4枚
「永和九年歳在癸丑」

拓本

1079 〔漢詩〕 廉泉 大正3年7月25
日

1枚
「廉泉呈稿」

墨書

1080 〔漢詩〕 廉泉 大正3年7月27
日

1枚
「丈夫意気如虹吐・・・」

墨書
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1081 〔漢詩〕 廉泉 大正6年8月 1枚
「病看有懐香国・・・」

墨書

1082 〔漢詩〕 廉泉 〔大正6年〕9
月13日

1枚
「恬斎男爵閣下承」

墨書

1083 〔漢詩〕 廉泉 1枚
漢詩断片、「中洲先生題王文・・・」

墨書

1084 〔漢詩〕 湘書 2枚
「猗ー不服節・・・」

墨書

1085 〔漢詩〕 尓橋宝出 近藤廉平 1枚
20年ぶりに廉平に会って

包紙、1枚
墨書

1086 〔漢詩〕 〔作成者不
明〕

明治11年12月
21日

1枚
「元擬稙綱常相携」

拓本

1087 丙辰八月十日其日
庵小集席上分韻

土居香君・田
辺碧堂・竹内
誠軒　他計8
名

大正5年8月10
日

1綴
8人の漢詩が収められている

墨書

1088 恬斎先生詩案　一 〔作成者不
明〕

1枚
詩は入っておらず、画を近藤氏から受

け取った旨のメモが封筒にホッチキスで留め
られている

封筒、1枚
鉛筆、墨書

1089 〔漢詩〕 〔作成者不
明〕

　 1通
「海君割合受…」

墨書

1090 〔漢詩〕 〔作成者不
明〕

1枚
「其日庵主人有・・・」

墨書

1091 〔漢詩〕 〔作成者不
明〕

3枚
「題坂本龍馬肖像」で詠まれた3詩

墨書
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1092 〔漢詩〕 〔作成者不
明〕

1綴
漢詩綴。「湯河原所見」「悼桂公」

等。
墨書

1093 〔漢詩〕 〔作成者不
明〕

1枚
「月到中秋分明・・・」

鉛筆

1094 〔漢詩〕 〔作成者不
明〕

1枚
「三月十七日中洲太伝約桂大森燕海即

席有り贈僕和原韵一絶」
墨書

継ぎ目はがれ

1095 〔漢詩〕 〔作成者不
明〕

1枚
「今日承近藤廉平君寵召得飫・・・」

墨書

1096 〔漢詩〕 〔作成者不
明〕

1枚
「近藤男爵閣下東游・・・」

墨書

1097 〔漢詩〕 〔作成者不
明〕

4枚
「山東鉄道車上口占」

墨書

1098 〔漢詩〕 〔作成者不
明〕

1枚
「浦上逸事」

墨書

1099 〔漢詩用紙〕 〔作成者不
明〕

1枚
未使用

印刷

6-2　和歌［資料
番号1100～111
1］

1100 〔和歌〕 近藤廉平 明治38年1月3
日

1枚
「杯を・・・」

墨書
絹本

1101 〔和歌〕 近藤廉平 明治38年 1枚
「明治三十八年の勅題」

墨書

1102 御歌写頒布ニ付松
方社長演述

松方正義 明治41年 1枚
日本赤十字関連

印刷
後欠
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1103 其日庵様　御遺墨
〔和歌〕

近藤廉平 1枚
「春葉」等

墨書
其日庵様　御遺墨については請求番号

578参照のこと。もと請求番号578に収納。
前欠。

1104 其日庵様　御遺墨
〔和歌〕

近藤廉平 1枚
「中央の郵船会社に対する記事を読み

て」
墨書

其日庵様　御遺墨については請求番号
578参照のこと。もと請求番号578に収納。

1105 其日庵様　御遺墨
〔和歌〕

近藤廉平 1枚
其日庵主人の署名。「朝よりもよく昼

よろし・・・」。
墨書

其日庵様　御遺墨については請求番号
578参照のこと。もと請求番号578に収納。

1106 〔和歌〕 〔作成者不
明〕

1枚
「苦楽園主ニ」

墨書

1107 〔和歌〕 〔作成者不
明〕

1枚
「如何ならは・・・」

墨書
継ぎ目はがれ

1108 〔和歌〕 〔作成者不
明〕

2枚
「春葉」等二首

墨書

1109 〔和歌〕 〔作成者不
明〕

1枚
「父母見む・・・」

墨書

1110 〔和歌〕 清重 1枚
「秋の野光・・・」

墨書

1111 〔和歌〕 近藤廉平 4枚
「心あらは尋ね来て見よ・・・」等4

首
墨書
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6-3　能楽・茶事
［資料番号1112
～1118］

1112 免状 梅若実 明治28年3月・
明治31年6月

2枚
謡曲の免状

包紙(「免状」)、1枚
墨書

1113 免状 梅若実 近藤廉平 明治33年2月 1通
謡曲の免状

墨書

1114-
0

〔収納包紙「免
状」〕

1枚
墨書

もと請求番号1114‐1～3を収納

1114-
1

免状 梅若万三郎・
梅若実

明治40年6月 1通
能「勧進帳」の免状

墨書

1114-
2

免状 梅若万三郎・
梅若六郎

明治45年2月 1通
謡「望月」の免状

墨書

1114-
3

免状 梅若万三郎 大正3年5月 1通
素囃子「杜若」の免状

墨書

1115 免状 梅若万三郎 明治44年1月 1通
能「鉢木」の免状

墨書

1116 御免状 梅若万三郎
(12世)

近藤廉平 明治45年5月 1通
謡曲

墨書

1117 免状 梅若六郎 大正5年3月 1通
能「藤戸」の免状

墨書

1118 其日庵様　御遺墨
「其日庵席開口
切」

近藤廉平 明治35年11月
6日

1枚
茶室其日庵オープンから第5日までの

招待者のリスト
墨書

其日庵様　御遺墨については請求番号
578参照のこと。もと請求番号578に収納。
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6-4　揮毫・碑
文・拓本［資料番
号1119～1128］

1119 〔揮毫〕 〔作成者不
明〕

1枚
「無事登山」

墨書

1120-
0

〔収納封筒「明治
廿九年六月　石碑
図面入」〕

〔作成者不
明〕

明治29年6月 1枚
墨書

もと請求番号1120-1～6を収納

1120-
1

芳邨庸書簡 芳邨庸 近藤廉平 〔明治29年〕6
月5日

1通
石工の手配

墨書

1120-
2

御石碑売買証 土井小八郎 近藤廉平 明治29年5月9
日

1通
墨書

1120-
3

繁野氏石碑之雛形 〔作成者不
明〕

1枚
墨書

1120-
4

御石碑　拾分一之
図

〔作成者不
明〕

1枚
墨書

1120-
5

〔碑文案〕 〔作成者不
明〕

1枚
墓石の碑文(金山権太郎養父・養母)

墨書

1120-
6

土井小八郎書簡 土井小八郎 芳川庸 〔明治29年〕5
月31日

1通
廉平注文品の件

墨書

1121 筑豊炭田開発顕彰
碑拓本

依田百川・高
津武人

明治30年7月 1枚
拓本

1122 正四位男爵森岡君
墓誌銘

島田重礼・渡
辺沙鴎

明治31年 1枚
拓本

1123 其日庵様　御遺墨
〔六男進墓誌〕

近藤廉平 明治43年8月 1枚
墨書

其日庵様　御遺墨については請求番号
578参照のこと。もと請求番号578に収納。

1124 阿羅版印宋塌聖教
序

李鍾玨 1冊
拓本

影印本

1125 吊実平之墓 〔作成者不
明〕

1枚
墓誌ヵ

墨書
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1126 〔拓本〕 〔作成者不
明〕

〔大正10年〕 1枚
張継「楓橋夜泊」

拓本

1127 〔拓本〕 加藤正義 同文27枚
廉平の事績を讃える碑文の拓本

拓本

1128 〔拓本〕 加藤正義 同文37枚
墓誌

拓本

7　伝記草稿［資
料番号1129～11
59］

1129 〔伝記編纂方針〕 〔作成者不
明〕

1枚
墨書

もと請求番号661に挟み込み

1130 近藤男爵伝稿本 末広一雄 1冊
全編入り

印刷

1131 近藤男爵伝稿本
(一)

末広一雄 1冊
印刷

1132 近藤男爵伝稿本
(四)

末広一雄 1冊
印刷

1133 〔伝記稿本(序
文)〕

末広一雄 同文2綴
印刷

1134 〔伝記稿本(緒言
他)〕

末広一雄 1綴
印刷

1135 〔伝記稿本(凡
例)〕

末広一雄 1枚
印刷

1136 〔伝記稿本(凡例
及び遺稿)〕

末広一雄 1冊
印刷

1137 〔伝記稿本(緒言
～6章2節)〕

末広一雄 1冊
印刷

1138 〔伝記稿本(第2
章)〕

末広一雄 1綴
印刷

1139 〔伝記稿本(第10
章)〕

末広一雄 同文2綴
印刷

1140 〔伝記稿本(第12
章等)〕

末広一雄 同文2綴
印刷
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1141 〔伝記稿本(第14
章)〕

末広一雄 1綴
印刷

1142 〔伝記稿本(第14
章)〕

末広一雄 同文2綴
印刷

1143 〔伝記稿本(第15
章～22章)〕

末広一雄 1冊
印刷

1144 〔伝記稿本(第16
章)〕

末広一雄 1綴
印刷

1145 〔伝記稿本(第21
章～25章・余
録)〕

末広一雄 同文2冊
印刷

1146 〔伝記稿本(第22
章)〕

末広一雄 同様2冊
印刷

それぞれ訂正箇所の書き込みが異なる

1147 〔伝記稿本(第22
章)〕

末広一雄 13枚
印刷

1148 〔伝記稿本(第22
章～編纂後記)〕

末広一雄 1冊
印刷

校正の跡あり

1149 〔伝記稿本(近藤
男爵夫人従子小
伝)〕

末広一雄 同文2冊
印刷

1150 〔伝記稿本(近藤
男爵夫人従子小
伝)〕　

末広一雄 1冊
印刷

1151 〔伝記稿本(従子
小伝の一部分・
序・年表・系図・
目次)〕

末広一雄 同文2冊
挟み込み資料、1枚

印刷、ペン

1152 〔伝記稿本(欧米
再遊録)〕

末広一雄 1綴(2綴を合本)
印刷

1153 〔伝記稿本(遺
稿)〕

末広一雄 1綴
印刷、ペン

1154 近藤男爵御中　遺
稿　其一

末広一雄 1枚
伝記稿本。表紙のみ。

印刷、墨書

1155 近藤男爵御中　遺
稿　其二

末広一雄 1綴(2綴を合本)
伝記稿本（欧米再遊録、定時株主総会

演説、漢詩の写本や謄写版）
墨書、印刷
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1156 大久保様　遺稿其
二

末広一雄 近藤滋彌 1冊
伝記稿本。欧再遊録、帰国後の株主総

会における演説、漢詩の写本、謄写版。
印刷

1157 先考遺笈別纂 近藤滋彌 1冊
ペン

1158 先君遺笈別纂草稿 〔作成者不
明〕

大正15年 1冊
印刷

1159 旧男爵近藤家〔近
藤廉平略歴〕

〔作成者不
明〕

1枚
ワープロ打ち原稿1枚

ワープロ

8　貸借・その他

8-1 貸借［資料番
号1160～1183］

1160 〔伊藤欽亮金銭借
用証〕

伊藤欽亮 近藤廉平 明治17年1月2
3日

1通
墨書

1161-
0

〔収納封筒「禁開
証書在内」〕

1枚
請求番号1161－1、2が封入されてい

た封筒
墨書

1161-
1

〔借用金証書〕 犬養毅 近藤廉平 明治20年2月2
8日

1通
返済期限は5月30日

墨書

1161-
2

借用金証書　他 犬養毅・ 尾
崎行雄・ 吉
田喜六

明治23年9月 2通
借用金証書及び借用金副証。証人とし

て朝吹英二の名前あり。抵当として書画類7
点を差し入れている。

墨書

1162-
0

〔収納封筒「徳弘
為章借用金証
書」〕

1枚
請求番号1162－1～3が封入されてい

た封筒
墨書

1162-
1

徳弘為章借用金証
書

徳弘為章 近藤廉平 明治22年8月5
日

1枚
墨書

1162-
2

徳弘為章書簡 徳弘為章 近藤廉平 〔明治24年〕6
月

1通
借用金の礼状

墨書

1162-
3

徳弘為章借用金利
子詳細

近藤廉平 〔明治24年〕6
月

1通
明治24年6月まで借りていたもの

墨書
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1163 岡崎惟素之切言 近藤廉平 岡崎惟素 明治22年8月1
7日

1通
決算赤字につき貸与の申し込み

金円受取証(近藤廉平)、1枚
墨書

1164 金子借用証 吉田喜六 近藤廉平 明治22年11月
1日

1通
吉田喜六が廉平から借用

墨書

1165 山本達雄貸金 山本達雄 近藤廉平 明治22年12月
17日　他

2通(書簡)+5通(借金証他)
借用証及び書簡

墨書

1166 〔貸金証類　他〕 斉藤久三郎・
野口正章・海
老原政・小林
常次郎・柴崎
幸郎・真中忠
直・武市彰
一・井上良
雄・金田辰・
伊藤重頼

明治22年12月
～明治33年1月
28日

13点
廉平ないし従子宛の貸金証

墨書

1167 〔抵当品預かり証
及び借金証文〕

吉田喜六・犬
養毅・尾崎行
雄

近藤廉平 明治24年9月1
6日

2通
借用金の抵当として円山応挙、田能村

竹田、頼山陽、明の書画。請求番号1164を
参照のこと。

墨書

1168 阿部興人貸与証書 阿部興人 明治25年1月4
日

1通
金円受取証(明治25年1月6日

付)、1枚
墨書

1169 西禎蔵へ貸金 西禎蔵（艦隊
附海軍参謀少
佐）

〔明治28年〕4
月4日

2通+5枚
明治28年4月4日付書簡(3月31日付金

子借用証が同封)、年不明3月30日付書簡の
書簡2通と封筒3枚からなる

「金子借用証」(3月31日付、明
治28年4月4日付書簡に同封)、1枚

墨書

1170 〔金銭受取証〕 川村七蔵 明治28年12月 1通
近藤様宛の金銭受取

墨書

1171 借用証書 高見亀 明治34年10月
29日

1通
墨書

もと請求番号1223に収納

1172 受領証 佐川秀実 明治35年6月2
7日

1通
墨書
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1173 仮証 南貞助 (漫遊
用達所南商会
会主)

明治36年6月1
7日

1通
年利

墨書

1174 記〔請取書〕　 犬養毅・大石
正巳

明治41年3月1
3日

2通
犬養毅と大石正巳の連名の請取書1通

と、大石正巳からの請取書1通
墨書

1175 近衛忠徳誓言書 近衛忠徳 近藤廉平 明治43年5月1
日

2通
「金子借用証」及び「金子御恩借ニ就

テ誓言書」
墨書

近衛は廉平甥

1176 横関繁太郎書簡 横関繁太郎 近藤廉平 〔明治45年〕6
月13日

1通
横浜埋立要用につき金子借用

「借用金証」(明治31年9月30日
付)、1枚

墨書

1177 近衛忠徳誓書 近衛忠徳 大正4年11月6
日

1通
借金返済の誓約書

墨書
近衛は廉平甥

1178 証〔内田良平借用
証〕

内田良平 近藤廉平 大正6年3月30
日

1通
借用証

墨書

1179 平尾光子書簡 平尾光子 近藤廉平 8月27日 1通
借金証文(近藤廉平宛平尾光子、

8月26日付)、1通
墨書

1180 犬養毅貸金証書 〔作成者不
明〕

1枚
墨書

封筒のみ

1181 欧州留守中山中氏
取扱ニ係る必要書

〔作成者不
明〕

4枚+7綴
「会社増資分」、「報酬及手当金」、

「株式売却代金」等の一覧表
封筒、1枚

ペン(写)、墨書

1182 差出人不明書簡 〔作成者不
明〕

近藤廉平 1通
借金返済の代わりに刀2振を差出した

い
墨書
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1183 貸金証 〔作成者不
明〕

1枚
墨書

封筒のみ

8-2　その他［資
料番号1184～12
24］

1184 其日庵様　御遺墨
〔弔辞〕

近藤廉平 明治44年3月2
5日

1枚
死去した息子のいずれかの法事で詠ま

れたもの
鉛筆

其日庵様　御遺墨については請求番号
578参照のこと。もと請求番号578に収納。

1185 其日庵様　御遺墨
〔料亭での面会者
リスト〕

近藤廉平 2月5日～3月１
日

1枚
日付毎に瓢や、新喜楽、山口における

面会者名が記される
墨書

其日庵様　御遺墨については請求番号
578参照のこと。もと請求番号578に収納。

1186 其日庵様　御遺墨
〔人名リスト〕

近藤廉平 1枚
和田、江口、加藤、原田等11名

墨書
其日庵様　御遺墨については請求番号

578参照のこと。もと請求番号578に収納。

1187 其日庵様　御遺墨
〔人名リスト〕

近藤廉平 1枚
大山伯爵、同夫人、野津元帥、同夫人

など、政軍の幹部。何かの招待者ヵ。
墨書

其日庵様　御遺墨については請求番号
578参照のこと。もと請求番号578に収納。

1188 其日庵様　御遺墨
〔欧米人の人名リ
スト〕

近藤廉平 2枚
ペン

其日庵様　御遺墨については請求番号
578参照のこと。もと請求番号578に収納。

1189 其日庵様　御遺墨
〔英単語メモ〕

近藤廉平 1枚
「ratified　批准スル」等

ペン
cunard steam shipのメモ用紙
其日庵様　御遺墨については請求番号

578参照のこと。もと請求番号578に収納。

1190 〔領収書〕 列聖全集編纂
会

近藤廉平 大正4年5月7日 1枚
ペン、印刷

もと請求番号1222に収納
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1191 岐阜県管内震原及
震裂波動ノ現況

〔作成者不
明〕

〔明治24年〕 1綴
明治24年10月28日発生、地震関係書

類。岐阜県下震災概況。県下災害一覧表(明
治24年11月3日調)他。

墨書

1192 受取書 本阿弥琳雅・
菅原真之助　
他

明治40年～大
正10年

1通＋24点
領収書(書画骨董品、水晶玉、陶器、

観音像、毛皮　他)
封筒、1枚

墨書
もと付属物は請求番号237を収納

1193 戸籍謄本入 東京市麻布区 明治44年4月1
1日

1枚
里方喜三郎一家のもの

封筒、1枚
ペン、印刷

1194 福田大正九年十一
月八日観相及占

福田常水(日
本観相学会
長)

大正7年～9年 10点
親戚等に関する占いの結果

封筒(福田大正九年十一月八日観
相及占」)、1枚

墨書

1195 大正九年十月廿四
日平尾氏占

平尾 大正9年9月8
日･10月24日

2通
封筒、1枚

墨書

1196 〔挨拶原稿ヵ〕 永井久一郎 1枚
墨書

1197 〔封筒(上海ニ於
テ呂懐寰演説)〕

呂懐寰 　 1枚
墨書

封筒のみ

1198 〔名刺(袁克定)〕 袁克定 1枚
墨書

1199 Anleitung zum
Gebrauch der A
dami-Kiepert’ sc
hen Erdgloben.

Dietrich Rei
mer

1綴
印刷

もと請求番号1223に収納

1200 福井藩士橋本左内
書簡之写

〔作成者不
明〕

11月18日 2通
幕末、ハリス渡来時意見書写

印刷
標題は封筒表書より採った。書簡写し

(印刷)の日付は11月18日、活版印刷の写し
には、11月28日の日付あり。
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1201 〔島田一郎　他意
見書写〕

〔作成者不
明〕

1綴
大久保利通斬奸状の写し

墨書
三菱商会箋

1202 臨時処分按　原田
氏扱

〔作成者不
明〕

1通
株数が羅列

墨書

1203 林有造翁履歴抜萃 〔作成者不
明〕

2綴
ペン

高知県用箋

1204 "BE CALM AND
BRAVE 、 SAYS
DR.TAGORE"

〔作成者不
明〕

13枚
英文原稿

タイプ

1205 〔メモ〕 〔作成者不
明〕

1枚
「松　伊藤、桜　吉川・・・柳　コー

クス製造土佐人、栂　小池県令、桔梗　同行
スル阿波人、牡丹　授産」と記載、部屋割り
ヵ

墨書

1206 〔新聞紙片〕 〔作成者不
明〕

1枚
断片。掲載紙、掲載年月日不明。

印刷

1207 〔切手〕 〔作成者不
明〕

2枚
使用済み切手の切抜と紙片

印刷

1208 〔新聞紙片〕 〔作成者不
明〕

1枚
新聞紙に墨塗りがされているもの、用

途不明
墨書、印刷

1209 〔未使用の原稿用
紙・ファイル　
他〕

〔作成者不
明〕

8枚+1ファイル
未使用の原稿用紙(工政会原稿用紙)

や、ファイル、「雑件」と書かれた紙片

1210 〔工政会原稿用
紙〕

工政会 1枚
未使用

印刷

欠番
(1211)

欠番（1211）

1212 〔書類断片〕 道 1枚
廉平の欧州行を祝う漢文

墨書

近藤廉平関係文書目録

137



数量
備考

数量
備考

数量
備考

数量
付属資料
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
備考

数量
備考

数量
備考

資料
番号

タイトル 作成者 宛先 年月日 内容・備考等

1213 〔包紙〕 〔作成者不
明〕

1枚
包紙のみ

1214 〔包紙〕 〔作成者不
明〕

7枚
包紙のみ

1215 〔封筒〕 〔作成者不
明〕

1枚
封筒のみ

1216 〔収納袋「貴重書
類」〕

〔作成者不
明〕

1枚(短冊)
封筒、1枚

墨書
もと請求番号12～1、16、46、54、

109、118、125、133、140、150、15
1、173、177、212、227、299、327、3
52、353、612、1243を収納

1217 〔収納封筒(通信
文　一)〕

〔作成者不
明〕

1枚
墨書

もと請求番号31、47、62、63、6
4、75、76、77、78、88、94、95、10
4、105、162、287、323、359、462、5
96、777を収納

1218 〔収納封筒（通信
文　二）〕

〔作成者不
明〕

1枚
墨書

もと請求番号114、1064を収納

1219 〔収納封筒(辞
令)〕

〔作成者不
明〕

近藤廉平 1枚
墨書

封筒のみ

1220 〔収納ファイル
(近藤廉平辞令
等)〕

〔作成者不
明〕

2冊
もと請求番号98、345、830、835～

836、838、840、842～864、867～87
0、872～876、878、879、907、916、9
20～926、928～938、941～949、953～
960、962、989、998～999、1395を収納

1221 〔収納ファイル
(近藤廉平辞令
等)〕

〔作成者不
明〕

1冊＋24枚
もと請求番号880、882～885、887

～889、892～904、961、963、965、96
6、968～985を収納

1222 〔収納ファイル
(近藤廉平辞令
等)〕

〔作成者不
明〕

1冊
もと請求番号905、908、909、91

0、911、912、964、986、987、990、9
92、1190を収納
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1223 〔収納封筒(無
題)〕

〔作成者不
明〕

1枚
もと請求番号39、40、41、42、4

3、44、170、262、273、274、275、27
6、277、278、380-1、535、574、597、
712、716、748、753、807、939、100
0、1171、1199、1433、1435、1436、1
437、1440を収納

1224 〔収納封筒(無
題)〕

〔作成者不
明〕

1枚
墨書

もと請求番号828、1424、1457～1
458を収納

Ⅱ　近藤家関係文
書

書簡の部

1　近藤滋彌宛書
簡［資料番号122
5～1259］

1225 浅田総太郎書簡 浅田総太郎 近藤滋彌 11月21日 1通
墨書

1226 石野力蔵書簡 石野力蔵 近藤滋彌 昭和14年11月
8日

1通
招待への礼状

墨書
東京山澄商店の封筒

1227 伊東米治郎書簡 伊東米治郎
(日本郵船株
式会社社長)

近藤滋彌 大正10年7月4
日

1通
廉平の海事に関する業績を記念して財

団を設立する件
墨書

1228 井上三郎書簡 井上三郎 近藤滋彌 〔昭和14年〕1
1月19日

1通
礼状

墨書

1229 今井貝次郎書簡 今井貝次郎 近藤滋彌 昭和14年11月
20日

1通
茶会のお礼

墨書

1230 于振宗書簡 于振宗 近藤滋彌 8月19日 1枚
廉平の死を悼む漢詩

墨書

1231 岡田為士書簡 岡田為士 近藤滋彌 昭和14年11月
8日

1通
茶会のお礼

墨書
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1232 岡田為士書簡 岡田為士 近藤滋彌 昭和14年11月
19日

1通
饗応に対する礼状

墨書

1233 小倉武之助書簡 小倉武之助 近藤滋彌 〔大正8年〕5
月5日

1通
京城在住の小倉武之助より土地売買に

関する件
墨書

1234 小倉武之助書簡 小倉武之助 近藤滋彌 〔大正8年〕5
月9日

1通
京城在住の小倉武之助より土地売買に

関する件
墨書

1235 小倉武之助書簡 小倉武之助 近藤滋彌 昭和19年3月2
5日

1綴
「不動産売買契約書」

印刷
封筒の表に「朝鮮土地売渡ズミ」とメ

モあり

1236 小倉武之助書簡 小倉武之助 近藤滋彌 昭和19年5月3
日

1通
書類到着

郵便物配達証明書、1枚
墨書

継ぎ目はがれ

1237 小倉武之助書簡 小倉武之助 近藤滋彌 〔3月〕15日 1通
売買対象の土地の説明

墨書

1238 小倉武之助書簡 小倉武之助 近藤滋彌 3月21日 1通
売買対象の土地の説明

土地目録(南鮮合同電気株式会社
社用箋に記載)、1枚

墨書
封筒なし

1239 児玉益彦書簡 児玉益彦 近藤滋彌 大正14年6月2
日

1通
メモ(「児玉益彦氏面会の日時照

会ノ件」)、1枚
墨書

1240 近衛忠徳書簡 近衛忠徳 近藤滋彌 〔昭和2年〕12
月25日

1通
電灯料の支払い方法

墨書
近衛は廉平甥

1241 小林一三書簡 小林一三 近藤滋彌 〔昭和14年〕1
1月6日

1通
茶会欠席の詫び状

ペン
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欠番
(1242)

欠番（1242）

1243 蒋恬写書簡 蒋恬写 近藤滋彌 1通
漢文の書簡

メモ(漢文)、1枚
墨書

消印なし。便箋には日付欄が印刷され
ており、年号は「大正」と印刷されている
が、日付は空欄。もと請求番号1216に収
納。

1244 田中税美書簡 田中税美 近藤滋彌 昭和14年11月
14日

1通
茶会の誘い

墨書

1245 田辺為三郎書簡 田辺為三郎 近藤滋彌 10月7日 1通
廉平の遺稿の処置について

ペン

1246 筒井源吉書簡 筒井源吉 近藤滋彌 〔昭和14年〕1
1月19日

1通
茶会の誘い

墨書

1247 筒井源吉書簡 筒井源吉 近藤滋彌 昭和14年11月
23日

1通
茶会のお礼

墨書

1248 永井真澄　他4名
絵葉書

永井真澄・　
秋月左都夫・
大久保利武・
藤森雄平・大
島成行

近藤滋彌 6月20日 1通
ペン

フォンテンブローより

1249 七海兵吉書簡 七海兵吉 近藤滋彌 11月21日 1通
茶への礼状

墨書

1250 西脇済三郎書簡 西脇済三郎 近藤滋彌 〔昭和14年〕1
1月18日

1通
墨書

1251 野村徳七書簡 野村徳七 近藤滋彌 11月16日 1通
墨書

1252 畠山一清書簡 畠山一清 近藤滋彌 〔昭和15年3
月〕23日

1通
茶会の誘い

墨書

1253 服部源三郎書簡 服部源三郎 近藤滋彌 昭和14年11月
21日

1通
茶会のお礼

墨書
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1254 服部源三郎書簡 服部源三郎 近藤滋彌 11月17日 1通
茶会出欠

墨書

1255 松岡均平書簡 松岡均平 近藤滋彌 3月24日 1通
茶会のお礼

墨書

1256 杉浦次郎右衛門書
簡(山田富領収書)

山田富・杉浦
次郎右衛門

近藤滋彌 大正10年8月3
1日

1綴＋2枚
手当金証書、領収証

封筒、1枚
墨書

1257 吉田平次郎書簡 吉田平次郎 近藤滋彌 昭和14年11月
20日

1通
封筒（財団法人交詢社）

墨書
開封された形跡なし

1258 粟田有聲庵書簡 粟田有聲庵 近藤滋彌 11月18日 1通
墨書

1259 Lewis L.Clarke
書簡

Lewis L.Clar
ke（The Am
erican Exch
ange Nation
al Bank頭
取）

近藤滋彌 大正12年9月1
1日

1通
関東大震災に際して出された見舞状

タイプ

2　近藤従子・八
重子・貴子宛書簡
［資料番号1260
～1265］

1260 お啓書簡 お啓 近藤従子 1月8日 1通
小田原逗留報告

墨書

1261 差出人不明書簡 〔作成者不
明〕

近藤従子 1枚
墨書

シンガポールにて

1262 近藤廉治葉書 近藤廉治 近藤八重子 〔5月16日〕 1通
ペン

暁星学校時代のもの

1263 近藤滋彌書簡 近藤滋彌 近藤貴子 〔明治41年〕1
月4日

1通
ペン

1264 近藤滋彌書簡 近藤滋彌 近藤貴子 〔明治40年〕1
0月20日

1通
グラスゴーから近況報告

カーボン(手書)
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1265 近藤滋彌書簡 近藤滋彌 近藤貴子 〔明治38年〕1
2月1日

1通
ペン

3　日露戦争慰問
品礼状等［資料番
号1266～131
0］

1266 朝比奈英太郎書簡 朝比奈英太郎 近藤従子 〔明治38年〕6
月6日

1通
慰問品に対する礼状

墨書
軍事郵便

1267 石川八十二書簡 石川八十二 近藤従子 明治38年5月1
8日

1通
慰問に対する礼状

墨書
軍事郵便

1268 上田熊次書簡 上田熊次 近藤廉治 〔明治37年〕1
1月17日

1通
慰問品に対する礼状

墨書
軍事郵便

1269 上田熊次書簡 上田熊次 近藤進 明治38年2月1
1日

1通
戦傷療養見舞の礼状

墨書

1270 上田熊次書簡 上田熊次 近藤進 明治38年3月8
日

1通
中身宛名、御家族

墨書

1271 上田熊太郎書簡 上田熊太郎 近藤進・廉治 明治37年12月
25日

1通
慰問品に対する礼状

墨書
上田熊太郎は熊次郎の兄

1272 上田熊太郎書簡 上田熊太郎 近藤進 明治38年2月2
0日

1通
中身宛名は近藤進・廉治宛

墨書
上田熊太郎は熊次郎の兄

1273 海老原真佐葉書 海老原真佐 近藤貴子 〔明治41年3月
25日〕

1通
別状なし

ペン
軍艦もかみ進水式記念絵葉書

1274 遠藤真江郎書簡 遠藤真江郎
(歩兵軍曹)

近藤従子 〔明治38年〕7
月3日

1通
手紙に対する礼状

墨書
軍事郵便、継ぎ目はがれ

近藤廉平関係文書目録

143



数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
内容
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
内容
記述法
備考

数量
内容
付属資料
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

資料
番号

タイトル 作成者 宛先 年月日 内容・備考等

1275 大橋常五郎書簡 大橋常五郎 近藤進次（マ
マ）

明治38年9月1
日

1通
墨書

軍事郵便

1276 加藤恬書簡 加藤恬 近藤従子 〔明治38年6月
5日〕

1通
墨書

軍事郵便

1277 金原羅伊太郎書簡 金原羅伊太郎 近藤従子 明治38年6月1
8日

1通
墨書

軍事郵便、野戦病院にて

1278 草文吾書簡 草文吾 近藤八重子 明治38年5月2
5日

1通
征露2年

墨書
軍事郵便

1279 小林三次郎書簡 小林三次郎 近藤従子 〔明治38年〕7
月1日

1通
墨書

軍事郵便

1280 小林弥一郎書簡 小林弥一郎 近藤従子 〔明治38年〕7
月19日

1通
タバコ寄贈に対する礼状

墨書
軍事郵便

1281 鈴木郡一郎書簡 鈴木郡一郎
(陸軍一等主
計)

近藤貴子 明治38年5月6
日

1枚
出征者家族援護金受領証

封筒、1枚
印刷、墨書

封筒に入っていたが、文書を封筒から
出し、フォルダに入れた

1282 大典政吉書簡 大典政吉 近藤従子 〔明治38年〕6
月8日

1通
墨書

軍事郵便

1283 高橋参治書簡 高橋参治 近藤従子 5月20日 1通
墨書

軍事郵便

1284 為我井四郎書簡 為我井四郎 近藤従子 〔明治38年〕8
月8日

1通
墨書

軍事郵便

1285 中前賢二書簡 中前賢二 近藤従子 〔明治38年〕6
月11日

1通
墨書

軍事郵便
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1286 中村一郎書簡 中村一郎(歩
兵上等兵)

近藤従子 〔明治38年〕7
月7日

1通
廉平書簡に対する礼状

墨書
軍事郵便

1287 成岡松蔵書簡 成岡松蔵 近藤従子 明治38年6月6
日

1通
墨書

軍事郵便

1288 花木滝三郎書簡 花木滝三郎 近藤進治（マ
マ）

3月23日 1通
鉄山嶺占領

墨書
軍事郵便

1289 花木滝三郎・宇田
川市郎右衛門書簡

花本滝三郎・
宇田川市郎右
衛門

近藤進・廉治 〔明治37年〕9
月30日

1通
慰問に対する礼状

墨書
軍事郵便

1290 林昌虎書簡 林昌虎 近藤進 〔明治37年〕8
月17日

1通
見舞状に対する礼状

墨書
軍事郵便

1291 林昌虎葉書 林昌虎 近藤廉治 〔明治37年月
不明〕20日

1通
墨書

記念葉書(「我巡洋艦ノ陸上砲撃」)
軍事郵便

1292 前川孝太郎書簡 前川孝太郎 近藤従子 〔明治38年5月
7日〕

1通
墨書

軍事郵便

1293 松村英作書簡 松村英作 近藤従子 〔明治38年〕6
月28日

1通
墨書

軍事郵便

1294 村山直助書簡 村山直助 近藤従子 〔明治38年〕7
月12日

1通
墨書

軍事郵便、野戦病院にて

1295 山田義夫書簡 山田義夫 近藤進・廉治 〔明治38年〕1
月22日

1通
墨書

軍事郵便、山田は廉平甥

1296 山田義夫書簡 山田義夫 近藤進・廉治 〔明治38年〕3
月13日

1通
墨書

軍事郵便、山田は廉平甥

1297 山田義夫葉書 山田義夫 近藤進・廉治 〔明治38年3月
29日〕

1通
墨書

軍事郵便、山田は廉平甥
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1298 山田義夫書簡 山田義夫 近藤従子 〔明治38年〕8
月5日

1通
墨書

軍事郵便、山田は廉平甥

1299 山田義夫書簡 山田義夫 近藤進 〔明治38年〕9
月30日

1通
墨書

軍事郵便、山田は廉平甥

1300 山田義夫葉書 山田義夫 近藤貴子 〔明治38年〕1
0月19日

1通
ペン

軍事郵便、山田は廉平甥

1301 山田義夫葉書 山田義夫 近藤貴子 〔明治38年11
月28日〕

1通
ペン

軍事郵便、山田は廉平甥

1302 山田義夫書簡 山田義夫 近藤従子・貴
子

〔明治38年12
月29日〕

1通
墨書

軍事郵便、山田は廉平甥

1303 〔山田〕義夫書簡 山田義夫 近藤八重子・
貴子

1通
満洲の雨季

墨書
陸軍恤兵部調製便箋
封筒なし、山田は廉平甥

1304 六角三郎書簡 六角三郎(歩
兵中尉)

近藤従子 〔明治38年〕4
月18日

1通
慰問品(御守)に対する礼状

墨書
軍事郵便

1305 留守近衛師団司令
部書簡

留守近衛師団 近藤従子 明治38年1月9
日

1通
慰問品感謝状

墨書
もと請求番号1413に挟み込み

1306 留守第一師団司令
部書簡

留守第一師団
司令部

近藤従子 明治38年5月8
日

1通
感謝状

印刷、墨書
封筒に入っていたが、文書を封筒から

出し、フォルダに入れた

1307 〔愛国婦人会東京
支部領収書〕

愛国婦人会東
京支部

近藤従子・浜
口八重子・近
藤貴子

明治38年5月6
日

1枚
印刷、墨書

1308 〔寄付金領収証
(財団法人修養団
後援会)〕

森村市左衛門
(東京修養団
会長)

近藤滋彌 昭和5年4月24
日

1枚
印刷、墨書
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1309 〔寄付金領収証
(東京慈恵会)〕

渋沢栄一(東
京慈恵会財務
主任)

近藤滋彌 昭和5年12月2
9日

1枚
印刷、墨書

1310 〔寄付金領収証
(東京慈恵会)〕

東京慈恵会 近藤滋彌 昭和3年8月3日 1枚
印刷、ペン

書類の部

1　近藤滋彌関係

1-1　貴族院［資
料番号1311～13
14］

1311 「世界危機と亜細
亜事変」

貴族院調査課 昭和12年11月 1冊
貴族院彙報付録。Docteur "Illustrati

on"(仏週刊誌)昭和12年11月6日発行に掲載
されたDocteur A.Legendre　の論説の翻
訳。

印刷

1312 第七十三回帝国議
会海運関係議事抄
録

海事研究会 昭和13年5月 1冊
秘

印刷

1313 当選証書 松井慶四郎 近藤滋彌 昭和14年7月1
0日

1枚
貴族院の男爵議員の当選証書

印刷、墨書

1314 「国家総動員法ニ
基ク勅令要項(其
ノ一)」

貴族院調査課 昭和16年10月 1冊
印刷

1-2　日本外交協
会［資料番号131
5～1326］

1315 「戦中の伊太利に
使ひして(要旨)」

佐藤尚武(遣
伊経済使節団
長特命全権大
使)

昭和15年9月 1冊
極秘。日本外交協会第417回例会。

印刷

1316 「ヴィシー政府其
の後の動向(要
旨)」

井上勇(同盟
通信巴里特派
員)

昭和16年2月 1冊
極秘。日本外交協会第449回例会にお

ける井上勇の講演内容を冊子にしたもの。
印刷

1317 「大政翼賛会の志
業に付て(要旨)」

石渡荘太郎
(大政翼賛会
事務総長・貴
族院議員)

昭和16年8月 1冊
秘。日本外交協会第482回例会におけ

る石渡荘太郎の講演内容を冊子にしたもの。
印刷
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1318 「北米資金凍結令
ト対南米取引ニ関
スル若干問題(要
旨)」

石橋良吉(台
湾銀行員)

昭和16年8月 1冊
秘。日本外交協会第484回例会におけ

る石橋良吉氏の講演内容を冊子にしたもの。
印刷

1319 「仏印の実情と泰
国の対日感情(要
旨)」

松本忠雄(衆
議院議員)

昭和16年8月 1冊
極秘。日本外交協会第468回例会にお

ける松本忠雄の講演内容を冊子にしたもの。
印刷

1320 「対支思想戦に就
て(要旨)」

中山優(建国
大学教授・前
支那派遣軍総
司令部嘱託)

昭和16年9月 1冊
極秘。日本外交協会第489回例会。

印刷

1321 「海南島の産業的
価値の概観(要
旨)」

藤山愛一郎
(日本商工会
議所会頭・大
日本製糖会社
社長)

昭和16年9月 1冊
極秘。日本外交協会第490回例会。

印刷

1322 「支那の租界問題
と第三国の行動
(要旨)」

植田捷雄(東
方文化学院研
究員)

昭和16年10月 1冊
極秘。日本外交協会第492回例会にお

ける植田捷雄の講演内容を冊子にしたもの。
印刷

1323 「南洋及緬甸の政
治経済実情(要
旨)」

増淵佐平(日
本長硅石鉱業
所)

昭和16年10月 1冊
極秘。日本外交協会第494回例会にお

ける増淵佐平の講演内容を冊子にしたもの。
印刷

1324 「時局解決への希
望(要旨)」

陳中孚(中華
民国遣日特派
使節)

昭和16年10月 1冊
秘。北支那協会主催の懇談会において

陳中孚の講演内容を冊子にしたもの。
印刷

1325 「第一次欧州大戦
と今次大戦の比
較」

日本外交協会 昭和18年11月
15日

1冊
極秘。調査委員会委員用参考資料。

印刷

1326 大戦の前途とソ連
の動向

日本外交協会 昭和20年1月1
5日

1冊
極秘。調査委員会委員用資料第20

号。
印刷

1-3　支出［資料
番号1327～133
2］

1327 〔アスターハウス
ホテル領収書　
他〕

アスターハウ
スホテル・上
海旅行案内所　
他

昭和14年1月1
2日～14日

1綴
印刷、ペン
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1328 〔BROADWAY M
ANSIONS HOTE
L 領収書〕

BROADWAY
MANSHION
S HOTEL

Miss Kondo 昭和14年1月1
4日～20日

4点(18枚)
印刷、ペン

まとまりごとにフォルダに入れた

1329 BROADWAY MA
NSIONS HOTEL
RESIDENTIAL G
UESTS' LANDRY
LIST

BROADWAY
MANSHION
S HOTEL

昭和14年1月1
6日～23日

5枚
印刷、鉛筆

1330 〔亜細亜ホテル他
領収書〕

亜細亜ホテル　
他

近藤滋彌　他 昭和14年1月1
7日～2月18日

11枚
亜細亜ホテル、新新旅館、繁廻家旅館

等
印刷、ペン

1331 〔三菱銀行当座預
金勘定通帳記入通
知〕

三菱銀行 近藤滋彌 〔昭和14年〕3
月

1通
矢島義彦より払い込みを通知する葉書

印刷、ペン

1332 〔領収証束〕 Broadway
Mansions H
otel　Shang
hai

近藤滋彌 昭和14年 24枚
ペン、印刷

1-4　履歴・辞
令・委任状［資料
番号1333～134
9］

1333 近藤滋彌体量之記 〔作成者不
明〕

明治18年1月5
日

1枚
滋彌1歳の体重

封筒、1枚
墨書

1334 〔御子息日記　明
治32年〕

近藤滋彌 明治32年 1冊
学習院の生活の様子を記録

ペン

1335 高等師範学校附属
中学校卒業証書

高等師範学校 近藤滋彌 明治34年3月3
1日

1枚
墨書

1336 〔近藤滋彌成績
表〕

Leys　Sｃh
ool

明治35年～明
治36年8月11
日

1綴+1枚
ペン

1337 〔辞令(東京慈恵
会評議員)〕

香川敬三(皇
后宮大夫)

近藤従子 明治40年7月3
0日

1通
(1)送り状、1通/(2)封筒、1枚

墨書

1338 〔位記及び襲爵
記〕

宮内省 近藤滋彌 明治44年～昭
和12年

5枚
従五位、正五位、従四位、正四位

墨書
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1339 〔襲爵宣誓文〕 〔作成者不
明〕

大正10年 1枚
滋彌が世爵した際の宣誓文ヵ

印刷

1340 〔特別社員に列す
る証〕

載仁親王(日
本赤十字社総
裁)・平山成
信(日本赤十
字社長)

近藤滋彌 大正11年4月2
9日

1枚
特別社員

墨書、印刷

1341 〔推薦状〕 長与又郎(癌
研究会会頭)

近藤滋彌 昭和6年3月17
日

1通
癌研究会名誉会員への推薦状及び研究

会定款
墨書、印刷

1342 〔嘱託状(帝国飛
行協会評議員)〕

守正王(帝国
飛行協会総
裁)

近藤滋彌 昭和7年6月7日 1枚
帝国飛行協会評議員

墨書

1343 当選証書〔貴族
院〕

古市公威(男
爵選挙管理
者)

近藤滋彌 昭和7年7月10
日

1通
貴族院議員当選証書

墨書、印刷

1344 当選証書送付状 協同会幹事 近藤滋彌 昭和7年7月15
日

1通
墨書、印刷

1345 〔嘱託状(帝国飛
行協会評議員)〕

守正王(帝国
飛行協会総
裁)

近藤滋彌 昭和7年12月2
6日

1枚
帝国飛行協会評議員

近藤滋彌宛阪谷芳郎(帝国飛行協
会会長)通知状、1枚

墨書

1346 〔勲記〕 下条康麿(賞
勲局総裁)

近藤滋彌 昭和9年4月29
日

1枚
勲四等瑞宝章

墨書

1347 〔委嘱状(麻布区
空地防空報国会副
会長)〕

赤羽幾一(麻
布区空地防空
報国会長麻布
区長)

近藤滋彌 昭和18年10月
29日

1枚
墨書

1348 〔卒業証書〕 Universitatis　
Glasguensis　
Senatus

近藤滋彌 1909年4月12
日

1枚
ペン、印刷

1349 〔植物図〕 近藤滋彌 1枚
花菖蒲

墨書
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1-5 受賞・受章・
感謝状・会員証
［資料番号1350
～1393］

1350 従軍記章佩用者心
得

伊藤博文(内
閣総理大臣)

近藤滋彌 明治28年10月
8日

1枚
印刷

1351 〔入会証(The In
stitution of Engi
neers & Shipbuil
ders in SCOTLA
ND)〕

The Instituti
on of Engin
eers & Ship
builders in
SCOTLAND

近藤滋彌 明治40年5月2
0日

1枚
入会証

ペン、印刷

1352 〔会員証(The In
stitution of Nav
al Architects)〕

The Instituti
on of Naval
Architects

近藤滋彌 明治42年3月3
1日

1枚
ペン、印刷

1353 大礼記念章之証 下条康麿(賞
勲局総裁)

近藤滋彌 大正4年11月1
0日

1枚
墨書、印刷

1354 感謝状 東京養老院 近藤滋彌 大正10年3月2
2日

1通
寄付に対して

近藤滋彌宛東京養老院領収書(19
21年3月22日)、1通

印刷、墨書

1355 〔感謝状〕 樺山資紀(日
本海員掖済会
副総裁)・内
田正敏(日本
海員掖済会理
事会長)

近藤滋彌 大正10年5月4
日

1枚
寄付に対して

墨書、印刷

1356 〔有功章授与章〕 載仁親王(日
本赤十字社総
裁)・平山成
信(日本赤十
字社長)

近藤滋彌 大正11年5月 1枚
墨書、印刷

1357 〔御歌写〕 高崎正風(御
歌所長)

大正11年5月 1枚
明治41年に日本赤十字社社長松方正

義に下した皇后御歌
包紙、1枚

墨書

1358 〔御歌写添書〕 平山成信(日
本赤十字社
長)

近藤滋彌 大正11年5月 1枚
墨書、印刷

日本赤十字社罫紙

1359 褒状 正親町実正
(賞勲局総裁)

近藤滋彌 大正12年1月1
1日

1枚
墨書、印刷
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1360 褒状 仙石政敬(賞
勲局総裁)

近藤滋彌 大正12年11月
14日

1枚
大正10年3月社団法人婦人共立育児会

基本金、大正10年5月社団法人日本海員掖済
会基金への寄付に対して

墨書、印刷

1361 〔表彰状〕 博恭王(帝国
水難救済会総
裁)

近藤滋彌 大正14年5月2
7日

1枚
第二等有功章

墨書、印刷

1362 御譲状 高橋義雄 近藤滋彌 昭和2年2月 1通
松平不昧公遺愛唐物輪宝香合の件

墨書

1363 日本帝国褒章之記 天岡直嘉(賞
勲局総裁)

近藤滋彌 昭和2年9月28
日

1枚
紺綬褒章

墨書

1364 褒状 天岡直嘉(賞
勲局総裁)

近藤滋彌 昭和3年6月18
日

1枚
牛込区衛生資金寄付に対して

墨書、印刷

1365 大礼記念章之証 天岡直嘉(賞
勲局総裁)

近藤滋彌 昭和3年11月1
0日

1枚
墨書、印刷

1366 日本帝国褒章之記 天岡直嘉(賞
勲局総裁)

近藤滋彌 昭和4年2月16
日

1枚
紺綬褒章

墨書

1367 褒状 牛塚虎太郎
(東京府知事)

近藤滋彌 昭和5年6月19
日

1枚
昭和四年一月帝国在郷軍人会府布支部

牛込区分会費補助寄付に対して
墨書、印刷

1368 〔寄附金領収証〕 東京慈恵会 近藤滋彌 昭和5年12月2
9日

2枚
(1)高梨秀男(東京慈恵会)名刺、1
枚/(2)封筒、1枚

印刷、ペン

1369 帝都復興記念章之
証

下条康麿(賞
勲局総裁)

近藤滋彌 昭和6年5月1日 1枚
墨書、印刷

1370 〔寄附金領収証〕 明恵上人七百
年遠忌記念茶
室寄進会

近藤滋彌 昭和6年6月 1通
墨書、印刷

1371 褒状 牛塚虎太郎
(東京府知事)

近藤滋彌 昭和6年8月18
日

1枚
昭和5年7月麻布消防署建築費金寄付

に対して
墨書、印刷
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1372 日本帝国褒章之記 下条康麿(賞
勲局総裁)

近藤滋彌 昭和7年8月23
日

1枚
紺綬褒章

墨書

1373 大日本帝国外国記
章佩用免許証

下条康麿(賞
勲局総裁)

近藤滋彌 昭和6年3月1日 1枚
満洲国皇帝授与の建国功労章佩用許可

墨書、印刷

1374 建国功労賞証書 鄭孝胥(国務
総理大臣)

近藤滋彌 昭和9年3月1日 1枚
墨書、印刷

1375 〔勲記〕 下条康麿(賞
勲局総裁)

近藤滋彌 昭和9年4月29
日

1枚
昭和六年乃至九年事変勲四等瑞宝章

墨書、印刷

1376 皇帝訪日紀念章証
書

張恵景(国務
総理大臣)

近藤滋彌 昭和10年9月2
1日

1枚
墨書、印刷

1377 大日本帝国外国記
章佩用免許証

下条康麿(賞
勲局総裁)

近藤滋彌 昭和10年9月2
1日

1枚
満洲帝国皇帝訪日紀念章

墨書、印刷

1378 褒状 佐上信一(北
海道庁長官)

近藤滋彌 昭和11年2月2
2日

1枚
昭和9年4月函館市火災罹災者救済資

金寄付に対して
墨書、印刷

1379 感謝状 牛塚虎太郎
(東京市長)

近藤滋彌 昭和11年3月9
日

1枚
図書151冊寄贈、日比谷図書館近藤記

念海事財団文庫へ
墨書、印刷

1380 〔木杯下賜状〕 下条康麿(賞
勲局総裁)

近藤滋彌 昭和11年5月1
9日

1枚
昭和六年乃至九年事変に関しての寄付

に対して
墨書

1381 本堂再建感謝状 杉村哲夫(青
松寺住職)

近藤滋彌 昭和11年7月1
0日

1枚
墨書、印刷

1382 感謝状 小橋一太(東
京市長)

近藤滋彌 昭和12年9月3
0日

1枚
近藤記念海事財団文庫図書購入金寄付

墨書、印刷

1383 大日本帝国褒章之
記

下条康麿(賞
勲局総裁)

近藤滋彌 昭和13年3月2
4日

1枚
昭和10年7月財団法人帝室博物館復興

翼賛会へ寄付したことに対する紺綬褒章
墨書

1384 褒状伝達ノ件 中屋重治(麹
町区長)

近藤滋彌 昭和14年5月5
日

1枚
寄付に対する褒状下賜について

印刷、ペン
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1385 褒状 岡田周造(東
京府知事)

近藤滋彌 昭和14年10月
24日

1枚
帝国教育会第七回世界教育会議開催資

金寄付
墨書、印刷

1386 〔勲記〕 下条康麿(賞
勲局総裁)

近藤滋彌 昭和15年4月2
9日

1枚
支那事変に於ける功に依り旭日小綬章

印刷

1387 大日本帝国褒章之
記

下条康麿(賞
勲局総裁)

近藤滋彌 昭和15年9月3
0日

1枚
昭和15年2月紀元2600年奉祝会への

寄付に対して、紺綬褒章に附す飾版1箇を下
賜するもの

墨書

1388 紀元二千六百年祝
典記念之証

下条康麿(賞
勲局総裁)

近藤滋彌 昭和15年11月
10日

1枚
墨書、印刷

1389 大日本帝国外国記
章佩用免許証

瀬古保次(賞
勲局総裁)

近藤滋彌 昭和16年12月
9日

1枚
建国神廟創建紀念章(満洲国)

墨書、印刷

1390 仮記 賞勲局 近藤滋彌 昭和17年5月1
2日

1枚
叙勲三等授瑞宝章

墨書、印刷

1391 〔感謝状〕 西尾寿造(東
京都長官)

近藤滋彌 昭和19年10月
1日

1枚
防衛施設用地提供に対して

印刷、墨書

1392 領票 〔作成者不
明〕

〔昭和〕 1枚
紺綬褒章受領時のもの。ただし年次や

宛名欄は空欄で返送しなかったものと思われ
る。

印刷

1393 〔封筒(書類在中　
近藤滋彌)〕

近藤滋彌 1枚
墨書

封筒のみ

2　その他家族
(玄泉・従子・廉
治・貞純)［資料
番号1394～140
1］

1394 〔麻植郡中医生肝
煎申付状〕

徳島藩属 近藤玄泉 明治4年5月 1通
墨書
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1395 認可状 村上敬次郎
(海軍省経理
局長海軍主計
総監)

近藤従子 明治33年8月2
4日

1通
従子が紙巻煙草7万5千本の寄贈を申

し出た件について、認可したことを通知した
もの

墨書、印刷
封筒と本文が糊づけされている。もと

請求番号1220に収納。

1396 其日庵様　御遺墨
〔日本赤十字有功
章〕

日本赤十字社 近藤従子・近
藤貴子

明治38年5月1
1日～〔明治43
年6月3日〕

4点
日本赤十字社に関する従子と貴子宛の

有功章、会員証、謝状、推薦状
近藤廉平宛日本赤十字社書簡、1

通
墨書、印刷

其日庵様　御遺墨については請求番号
578参照のこと。もと請求番号578に収納。
本文書は遺墨ではないがここに収納されてい
た。

1397 自一月至十一月諸
立替金証書

日本郵船会社
紐育出張所

大正7年5月～
大正8年11月

19件
廉治がアメリカ滞在中に紐育出張所が

立替えた金銭に対する書類
ペン、鉛筆

1398 廉治ニ関スル書類

1398-
1

廉治関係住友信託
トノ書類〔封筒の
み〕

住友信託株式
会社・近藤滋
彌

住友信託株式
会社・近藤滋
彌

1枚
〔封筒〕廉治ニ関スル書類（資料

番号1398-1～20を収納していた）、1枚
ペン

1398-
2

〔住友信託株式会
社関係書類昭和7
年〕

住友信託株式
会社・近藤滋
彌

住友信託株式
会社・近藤滋
彌

昭和7年7月12
日～12月21日

3綴+1枚
株式売却依頼、株式売却情況、利息算

定書
ペン、印刷

1398-
3

〔住友信託株式会
社関係書類昭和8
年〕

住友信託株式
会社・近藤滋
彌

住友信託株式
会社・近藤滋
彌

昭和8年2月28
日～12月8日

2通+3枚+3綴
約束手形、利息勘定書、満期通知

ペン、印刷

1398-
4

〔住友信託株式会
社関係書類昭和9
年〕

住友信託株式
会社・近藤滋
彌

住友信託株式
会社・近藤滋
彌

昭和9年2月9日
～12月8日

5綴+2枚
約束手形、利息勘定書、満期通知

ペン、印刷

1398-
5

〔住友信託株式会
社関係書類昭和1
0年〕

住友信託株式
会社・近藤滋
彌

住友信託株式
会社・近藤滋
彌

昭和10年2月1
1日～7月13日

3通+3綴+1枚
約束手形、利息勘定書、満期通知、依

頼書
ペン、印刷
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1398-
6

〔住友信託株式会
社関係書類昭和1
1年〕

住友信託株式
会社・近藤滋
彌

住友信託株式
会社・近藤滋
彌

昭和11年1月2
3日～11月24
日

2通+4綴
約束手形、利息勘定書、満期通知、依

頼書、満期通知
ペン、印刷

1398-
7

〔住友信託株式会
社関係書類昭和1
2年〕

住友信託株式
会社・近藤滋
彌

住友信託株式
会社・近藤滋
彌

昭和12年3月2
2日～5月22日

2綴+3枚
約束手形、利息勘定書、満期通知

ペン、印刷

1398-
8

〔領収証〕 浜口担 近藤滋彌 昭和8年12月2
9日

2枚
浜口担の名刺に、金額と「廉治君に用

立候処正に領収之印」とが記載
ペン、印刷

1398-
9

昭和七年より廉治
が遺した金額

〔近藤滋彌〕 1枚
墨書

1398-
10

借入明細 〔近藤滋彌〕 2枚
借入先と金額、利息の一覧表

ペン

1398-
11

株式明細 〔作成者不
明〕

1枚
明治生命等

印刷

1398-
12

廉治に与へたる株
式調

〔近藤滋彌〕 大正10年2月9
日

3枚
会社名、株数、一株払込金額、其後ノ

経過一覧表
ペン

1398-
13

借入金返済明細書　
廉治に関スル書類

〔近藤滋彌〕 昭和8年2月14
日

1綴(4枚)
借入先、借入金等の一覧

ペン

1398-
14

廉治負債調書 住友信託株式
会社

近藤滋彌 昭和7年12月2
6日

1通＋2綴
借金明細表、別表（保有株式）、借入

金一覧
封筒、1枚

印刷

1398-
15

秘 1綴
「廉治ニ譲渡シタル株式ニテ表中ニ記

載セラレザル株式数」
封筒、1枚

ペン

1398-
16

税務署調査参考 2綴
封筒、1枚

ペン
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1398-
17

証　他 昭和5年7月7日
～9月30日

4綴+4枚
廉治による株式受取証、株式処分金

額、廉治ガ自身ニテ出資シタル株式、現在借
入金ニ対スル担保、株主処分入金額、建鉄会
社からの貸金からなる

封筒、1枚
ペン

1398-
18

近藤廉治・近藤安
子書簡

近藤廉治・近
藤安子

近藤重彌 昭和11年1月3
0日

1通
家屋新築資金援助を基にした基金の受

け取りと基金の運用方法につき
（1）近藤重彌宛大久保利武書

簡、1通/（2）証、1枚
墨書

大久保利武書簡（付属資料1）のなか
に廉治作成の金銭受取証(付属資料2)が同封
されている

1398-
19

昭和八年十二月十
日廉治ニ関シ大久
保兄ノ手紙扣

近藤滋彌 大久保利武 昭和8年12月1
0日

1通
廉治の返済補助について

近藤滋彌宛大久保利武書簡、1通
墨書

1398-
20

廉治分家ニ関スル
書類昭和八年

昭和8年12月2
2日～昭和9年1
月11日

1枚+1綴+7枚
分家許可証（宮内省）、族籍変更届、

廉治夫妻の華族除籍を報じる新聞切抜
墨書

1399 〔叙位状〕 湯浅倉平(宮
内大臣)

近藤貞純 昭和10年9月1
6日

1枚
叙従五位

近藤貞純宛木戸幸一叙位通知状、
1通

印刷、墨書

1400-
0

〔収納封筒〕「大
正弐年杉浦治郎右
衛門関係書類」

杉浦治郎右衛
門

大正2年1月～1
0月

1枚(封筒)
「祇園」関係書類

墨書
請求番号1400-1～7を収納

1400-
1

一力亭書簡 一力亭 近藤廉平 大正2年1月15
日～10月25日

1通
奉公に関する文書、金銭に関する文書　

他
墨書

1400-
2

杉浦治郎右衛門書
簡

杉浦治郎右衛
門

近藤廉平 大正2年9月30
日

1通
預り証(大正2年9月30日)、1枚

墨書

1400-
3

杉浦治郎右衛門書
簡

杉浦治郎右衛
門

近藤廉平 大正2年10月1
5日

1通
預り証(大正2年10月15日)、1枚

墨書
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1400-
4

杉浦治郎右衛門書
簡

杉浦治郎右衛
門

近藤廉平 大正2年11月1
4日

1通
領収証(大正2年11月14日)、2枚

墨書

1400-
5

杉浦治郎右衛門書
簡

杉浦治郎右衛
門

近藤廉平 大正2年10月
7・10日

2通
預り証(大正2年10月10日)、1枚

墨書

1400-
6

一力亭書簡 一力亭 近藤廉平 〔大正2年〕10
月30日

1通
預り金の使用明細書ヵ

墨書

1400-
7

杉浦治郎右衛門書
簡

杉浦治郎右衛
門

近藤廉平 〔大正2年〕10
月7日

1通
墨書

封筒のみ

1401 岡田氏証書在中
〔岡田こと領収
書〕

岡田こと 近藤廉平相続
人

大正8年1月2日
他

2綴(証書)
手当金領収証

封筒、1枚
墨書

3　家政

3-1 家政一般(贈
答・買い物・支払
等)［資料番号14
02～1422］

1402 贈呈品簿 〔作成者不
明〕

明治33年8月～
37年12月

1冊
贈答品目と送り先

墨書

1403 小切手帳 〔作成者不
明〕

明治31年2月～
4月

1冊
家の日用品の買い物

墨書、印刷

1404 小切手帳 〔作成者不
明〕

〔明治31年8月
～9月〕

1冊
家の日用品の買い物

墨書、印刷

1405 〔小切手帳〕 三菱合資会社 明治31年9月3
0日～10月31
日

1冊
家の日用品の買い物

印刷、ペン

1406 〔小切手帳〕 三菱合資会社
東京本店

明治31年10月
31日～11月30
日

1冊
家の日用品の買い物

印刷、墨書

1407 小切手帳 〔作成者不
明〕

明治31年12月
30日～明治32
年2月28日

1冊
家の日用品の買い物

墨書、印刷
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1408 〔小切手帳控〕 三菱合資会社 明治31年 1冊
家の日用品の買い物

墨書

1409 御手元払用小切手 〔作成者不
明〕

明治32年12月
28日～明治33
年4月6日

1冊
家の日用品の買い物

墨書、印刷

1410 小切手帳 〔作成者不
明〕

明治34年9月～
35年7月

1冊
家政関係の装飾品、営繕費ヵ。大石正

巳等への貸付も含む。
墨書、印刷

1411 明治三九年七月以
降　金品贈与記録　
至同四三年七月

〔作成者不
明〕

明治39年7月～
43年7月

1冊
家政関係の支出簿

金剛院七七日、1綴
墨書

請求番号455に挟み込み

1412 四十二年度おぼえ
書

〔作成者不
明〕

明治42年 1枚
飲食店への支払いのリスト(簡単なメ

モ)
封筒、1枚

鉛筆

1413 自明治四十三年　
金品贈与記録

〔作成者不
明〕

明治43年12月
～大正4年7月

1冊
使用人や書生への給料控えヵ

墨書
請求番号215、298、1305を挟み込

み。標題は文書の記載のママである。

1414 大正四年金品贈与
記

〔作成者不
明〕

大正4年12月～
14年7月

1冊
家政関係の支出簿

墨書
請求番号455に挟み込み

1415 大正七年九月以降　
御下金受納簿

〔作成者不
明〕

大正7年9月～9
年9月

1冊
家政関係の支出簿

墨書
請求番号455に挟み込み。標題は文書

の記載のママである。

1416 金銭贈与控 〔作成者不
明〕

大正14年12月
～昭和18年7月

1冊
廉平の死後のもの。使用人や書生への

給料控え。
墨書

1417 支出明細表 〔作成者不
明〕

1枚
父上様、母上様との記述あり

ペン
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1418 〔目録〕 〔作成者不
明〕

1綴
油絵、ゴブラン織、絹織物切地、ステ

ッキ、硝子花瓶、香水、袋物、洋服地等
墨書

1419 其日庵様　御遺墨
〔奉公人人員配
置〕

近藤廉平 1枚
玄関、奥向雑用、配膳片等

墨書
其日庵様　御遺墨については請求番号

578参照のこと。もと請求番号578に収納。

1420 〔使用人心得〕 〔作成者不
明〕

1通
玄関詰合、車夫馬丁等に対して

墨書

1421 〔仕傭人心得・家
人之心得　他〕

〔作成者不
明〕

6枚
墨書

1422 近藤家用箋 〔作成者不
明〕

1枚
　

墨書
8、 TAMACHI ITCHOME ICHIGAYA

USHIGOME-Ku、 TOKIO用箋
「浜口の書面」とのメモ書きあり

3-2　不動産・営
繕［資料番号142
3～1456］

1423-
1

〔収納封筒(土地
関係書類)〕

〔作成者不
明〕

1枚
墨書

1423-
2

土地関係書類 近藤廉平　他 〔明治12～40
年〕

11綴+15枚
「住所異動届」、「図面」、「売買関

係書類」、「登記関係書類」、「地券」から
なる

墨書、印刷

1424 明家拝借願 近藤廉平 岩崎弥太郎 明治13年1月2
8日

1枚
墨書

もと請求番号1224に収納

1425 〔広尾地所手数料
領収証〕

拍手舎 近藤廉平 明治22年8月1
2日

1通
墨書、印刷
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1426 横須賀地所売却書
類

久次米兵次
郎・岡正雄　
他

明治29年9月～
明治39年2月

18点
始まりは、明治29年9月に久次米銀行

頭取である久次米が、廉平から金銭を借りた
抵当として横須賀町の土地を差入れたこと。
39年2月に廉平が岡正雄に売却。「清算
表」、「差引表」、「横須賀売却地所ニ付訴
訟ノ件ニ関スル始末落着書類」、「鹿島組関
係書類」、地租領収証　他。

墨書

1427-
0

〔包紙「佐内阪町
地所買入登記書
類」〕

〔作成者不
明〕

1枚
「佐内町坂地所岩崎久弥ヨリ買入登記

認」と手書がなされている包紙
墨書

請求番号1427‐1～10を収納

1427-
1

佐内阪門前の地所
買入書類

〔作成者不
明〕

明治32年3月3
0日

1枚
封筒のみ

墨書

1427-
2

〔佐内阪町〕印紙
代受取証

河野将平 明治32年3月3
0日

1枚
墨書

1427-
3

〔佐内阪町〕地所
引渡証

木沢愛五郎 明治28年12月
10日

2枚(破損により分割)
墨書

1427-
4

〔佐内阪町〕請取
証

亀田嘉助 吉田宛 2月28日 1枚
墨書

1427-
5

〔佐内阪町地所引
渡証〕

大村仁太郎 明治28年12月
9日

1通
墨書

1427-
6

〔佐内阪町〕地所
建物買渡証

〔作成者不
明〕

明治28年12月
10日

1綴
墨書

1427-
7

〔佐内阪町〕建物
買渡証

〔作成者不
明〕

明治28年12月
10日

1綴
墨書

1427-
8

〔佐内阪町〕建物
買渡証

〔作成者不
明〕

明治28年12月
10日

1綴
墨書

1427-
9

牛込田町壱丁目九
番地市街地百弐拾
四坪九合五夕鈴木
金太郎ヨリ買入証

〔作成者不
明〕

1枚
封筒のみ

墨書

1427-
10

佐内坂建築已前之
屋敷図

〔作成者不
明〕

2枚
封筒、1枚

墨書

近藤廉平関係文書目録

161



数量
内容
付属資料
記述法

数量
内容

記述法
用紙

数量
内容

記述法

数量
記述法

数量
記述法
用紙

数量
記述法
備考

数量
付属資料
記述法

数量
内容
付属資料

記述法
備考

数量
内容
付属資料

記述法
備考

数量
内容

記述法
備考

資料
番号

タイトル 作成者 宛先 年月日 内容・備考等

1428 佐内坂家屋建築落
成届

近藤廉平 小島官吾(東
京市牛込区
長)

明治30年6月 1綴
届書・家屋図面

封筒、1枚
墨書

1429 御注文請書 原安商会 明治31年11月
6日

1綴
室内燈取付工事の注文請書。東京電燈

(株)からの送電に関する件。
墨書

内外電機原安商会用箋

1430 旧市ヶ谷邸ニ関ス
ル書類

近藤滋彌 明治32年3月3
0日～昭和19年
1月11日

3フォルダ
市ヶ谷の自宅を売却する際の書類(登

記権利証、地所建物売買証、地所売渡証等)
墨書、ペン

1431 〔近藤廉平邸新築
工事領収書綴〕

島崎清太郎　
他

近藤廉平 明治35年 1綴
墨書

1432 不動産ニ関スル整
理

吉川浩一郎 楠田 明治36年5月3
0日

1綴
墨書

吉田家用箋使用

1433 〔領収証書(市街
宅地祖)〕

小野増次郎
(横須賀町収
入役)

明治38年1月3
1日

1枚
ペン、印刷

もと請求番号1223に収納

1434 〔近藤邸石垣築造
見積書及び図面〕

笠松広太郎 桝(近藤邸建
築係)

明治39年2月7
日

1綴+2枚
封筒、1枚

墨書

1435 明治参拾九年自弐
月至仝年五月　精
算差引表

吉原栄次郎 近藤廉平 明治39年5月3
1日

1綴
地代

町税領収書(近藤廉平宛横須賀町
収入役)、1枚

墨書
もと請求番号1223に収納

1436 三十九年四月五月
未納分及自六月至
十二月　総差引精
算表

〔作成者不
明〕

明治39年12月
31日

1綴
地代

町税・衛生費・県税領収書(近藤
廉平宛横須賀町収入役)、3枚

墨書
もと請求番号1223に収納

1437 計算書 清水有国事務
所

明治42年4月2
3日

1綴
山本甚右衛門と岡本正雄間の土地境界

確認侵害地面回復事件
墨書

もと請求番号1223に収納
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1438 羽田町土地譲渡証 横関繁太郎 近藤滋彌 明治45年6月1
0日

1通
墨書

1439 近藤従子名義特別
当座預金通帳及び
分配金書類

近藤廉平 大正2年3月1日 1冊＋1通
家族への遺産分配、通帳と遺産分配書

類からなる
墨書、印刷

1440 〔土地境界確認侵
害地面回復事件〕

近藤廉平・山
内長千代

吉住英三(判
事)

大正2年5月3日 1通
近藤廉平・山内長千代書簡控

墨書(写)
もと請求番号1223に収納

1441 牛込区佐内坂町六
番地地所家屋買入
証

近藤廉平 大正3年6月 1枚+1綴
「牛込区佐内町地所建物売買登記諸

費」、「家屋届」、「不動産取得ニ関スル申
告書」　他

封筒、1枚
墨書、印刷

「牛込区佐内坂町六番地地所家屋買入
証　大正三年六月松尾鶴太郎ヨリ」と封筒表
書あり

1442 〔樺太別邸関係一
件〕

森田商会・樺
太庁　他

大正5年7月20
日～昭和19年1
月8日

25フォルダ
火災保険証券(大正8年1月8日作成、

東邦火災)、火災保険証券(昭和19年1月8日
作成、横浜火災海上)、「工事用土砂採取ノ
件」(樺太庁)、領収書、「住宅新築仕様
書」、「庭園工費内訳調書(但概算)」、登記
関係書類、「未開地開拓願」、「大泊土地ニ
関スル書類」(昭和7年10月)、「樺太別荘借
地料」、「樺太大泊別邸建築費支払証」、
「樺太地面貸下料」、土地登記関係書類、
「土地整理調査実施ニ就テ」

墨書、ペン

1443 〔浦鹽斯徳ブリー
ナー商会日本主店
地所貸借約定証〕

浦鹽斯徳ブリ
ーナー商会日
本主店

近藤廉平 大正6年5月29
日

1綴
近藤邸内に松尾氏が水道管を通すため

の土地貸借約定証
墨書

1444 土地売渡之証 小倉英孝 大正7年11月1
2日

1綴
現在の新宿区大久保の土地を近藤廉治

に売渡す契約。但し翌年11月27日に廉治か
ら横山鉱太郎に所有権移転登記がなされてい
る。

墨書

1445 〔茅場町家屋売渡
証〕

近藤廉平 中川金兵衛 大正8年12月2
2日

1通
墨書

封筒に「茅場町家屋売渡証」とあり
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1446 〔東京信託株式会
社見積書〕

東京信託株式
会社工務係

稲村喜之助
(日本郵船株
式会社監理
課)

大正10年1月8
日

1通
麻布広尾町の近藤邸の境界査定に関す

る見積書
ペン

1447 登記権利証 四谷税務署・
東京区裁判所
富士見出張所

大正11年5月1
0日～昭和3年4
月18日

1綴
封筒、1枚

墨書

1448 〔土地売却関係書
類〕

雀部猪希　他 近藤滋彌 大正13年2月1
日

1綴
土地売却計算書、売却手数料請取書、

保証書
墨書

1449 売渡証書 近藤滋彌 大正14年 1枚
不動産売渡　

墨書

1450 〔日本切抜通信社
新聞切抜〕

日本切抜通信
社

近藤廉平 8月12日 1枚
報知新聞の著名人の別荘に関する新聞

切抜。廉平別荘の使用方法に関する言及もあ
り。

封筒、1枚
印刷

1451 〔深沢又男宛書
類〕

〔作成者不
明〕

深沢又男 1通
墨書、印刷

「登記済権利証　麹町区飯田町三丁目
十七番地　河田代書店」の封筒

封筒のみ

1452 朝鮮土地売渡契約
書

〔作成者不
明〕

1通
墨書

封筒のみ

1453 〔麻布区麻布広尾
町七拾三番地壱号
土地明細〕

〔作成者不
明〕

1枚
麻布区麻布広尾町の土地に関するメモ

書き
墨書

1454 木製西洋館壱棟建
築仕様書

〔作成者不
明〕

1綴
墨書

佐立用紙

1455 市ヶ谷近藤邸電鈴
配線図

柏木商会 2枚
階上と階下に分けて電鈴配線図が記さ

れている
印刷

大型図面
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1456 近藤邸内石垣及日
勾欗新設工費見積
書

〔作成者不
明〕

1綴
墨書

3-3　相続［資料
番号1457～146
2］

1457 絶家再興御願 〔作成者不
明〕

明治14年12月
9日

1綴
墨書

もと請求番号1224に収納

1458 家族引纏御願 近藤廉平 岩崎弥太郎 明治16年5月3
0日

1枚
墨書

もと請求番号1224に収納

1459 廉平死亡ニ因ル家
督相続課税価格通
知書及ビ相続税領
収書

長谷川孝治
(四谷税務署
長)

近藤滋彌 大正10年2月 1綴
封筒、1枚

墨書、ペン

1460 近藤家系 〔作成者不
明〕

1枚
近藤家の系図

墨書
近衛家用紙

1461 〔封筒(貴族院提
出ノ廉平履歴書家
督相続)〕

〔作成者不
明〕

1枚
墨書

封筒のみ。表書きには、「貴族院提出
ノ廉平履歴書家督相続(課税価額法定通知書
並ニ納付相続税ノ領収書　感謝状　目録等　
(山田富　岡田ことニ対する手当金受領証　
従子名義預金分配覚及通牒　他ニ雑信）」
（ママ）と記載。

1462 其日庵様印　外ニ
認印

近藤廉平 3点
印鑑

Ⅲ　図書・雑誌・
写本・中国地図
［資料番号1463
～1521］

1463 「草叢」　巻一　
子

瀬尾荘三 安政2年2月 1冊
印刷

1464 「草叢」　巻二　
丑

瀬尾荘三 安政2年2月 1冊
印刷

1465 「草叢」　巻三　
寅

瀬尾荘三 安政2年2月 1冊
印刷
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1466 「草叢」　巻四　
卯

瀬尾荘三 安政2年2月 1冊
印刷

1467 「草叢」　巻五　
辰

瀬尾荘三 安政2年2月 1冊
印刷

1468 「草叢」　巻六　
巳

瀬尾荘三 安政2年2月 1冊
印刷

1469 「草叢」　巻七　
午

瀬尾荘三 安政2年2月 1冊
印刷

1470 「草叢」　巻八　
未

瀬尾荘三 安政2年2月 1冊
印刷

1471 「草叢」　巻九　
申

瀬尾荘三 安政2年2月 1冊
印刷

1472 「草叢」　巻十　
酉

瀬尾荘三 安政2年2月 1冊
印刷

1473 「草叢」　巻十一　
戌

瀬尾荘三 安政2年2月 1冊
印刷

1474 「草叢」　巻十二　
亥

瀬尾荘三 安政2年2月 1冊
印刷

1475 「主権及ヒ上院ノ
組織」

伊藤博文 明治21年12月
8日

1綴
印刷

1476 「憲法ニ関スル演
説」

伊藤博文 明治22年2月2
6日

1綴
印刷

1477 「海軍と海運の関
係　後編」

〔作成者不
明〕

〔明治29～31
年の間〕

1冊
進歩党についての記述あり

墨書

1478 正貨準備充実ノ一
法

長谷川芳之助 明治37年7月 1綴
工学博士長谷川芳之助による正貨準備

に関する提案書
墨書

1479 「寒山誌偈讃歌」 自在庵林泉 〔明治43年〕 1冊
印刷

1480 「阿波国最近文明
史料」

神河庚蔵 大正4年 1冊
印刷

1481 「麻植郡郷土誌」 久保忠男 大正6年 1冊
印刷

1482 「近藤記念海事財
団創立十周年小
史」

近藤記念海事
財団

昭和6年12月2
5日

1冊
印刷
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1483 「日本諸国窯一
覧」

長坂金雄 昭和10年 1冊
印刷

1484 「昭和十年度　日
本全国鉄道線路図
(附南満洲鉄道線
路図)」

鉄道省 昭和11年3月3
1日・昭和11年
10月1日・昭和
11年12月25日

3枚
印刷

1485 〔北海道虻田郡公
立近藤尋常小学校
開校三十五年記念
誌〕

北海道虻田郡
公立近藤尋常
小学校

昭和11年10月
26･27日

1冊
近藤尋常小学校の沿革、現状について

印刷

1486 「阿波美談」 徳島県教育会 昭和12年 1冊
印刷

1487 「義士精神」第7
0号

中央義士会 昭和13年7月1
4日

1冊
印刷

1488 「肇国創業絵巻解
説」

徳川家達(紀
元二千六百年
奉祝会長)　
他

昭和14年4月 1冊
印刷

1489 「貴族院要覧」 貴族院事務局 昭和17年 1冊
印刷

1490 「一」　第53号 承謹会 昭和18年7月3
0日

1冊
印刷

1491 「欧州海上保険法
史」

加藤由作 昭和19年 1冊
印刷

1492 作田荘一博士述征
戦即応ノ産業体制　
附「公社ノ創設」

作田荘一 昭和19年 1冊
印刷

1493 「おもと」 第三
巻

日本おもと協
会

昭和35年1月 1枚
印刷

1494 「日本海海戦の世
界史的意義」

江藤淳 昭和59年 1冊
印刷

1495 「国際海事研究
集」

財団法人近藤
記念海事財団

平成5年3月 1冊
印刷

1496 「和蘭及び仏国海
難審判法規訳詿」

森清 1冊
「法学新報」第46巻第7号抜刷、近藤

記念海事財団印あり
印刷

1497 「青丘詩鈔」 〔作成者不
明〕

1冊
印刷
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1498 「アルベヤト・グ
リユインウェーデ
ル著印度仏教美術
論」

〔作成者不
明〕

1綴
墨書

1499 「印度佛教美術」
続編第二巻

〔作成者不
明〕

1綴
筆写本

墨書

1500 「佛教美術」続編
第三巻(完)

〔作成者不
明〕

1綴
筆写本

墨書

1501 「大判小判図」 〔作成者不
明〕

1枚
印刷

1502 「唐太宗屏風書釈
文」

〔作成者不
明〕

1冊
印刷

1503 「地球儀使用例」 〔作成者不
明〕

1綴
墨書

「東京帝国大学農科大学」罫紙

1504 〔書名一覧〕 〔作成者不
明〕

1枚
「小倉山房全集」、「自得斉叢書」等

の書名が書かれたメモ
墨書

1505 送達目録 〔作成者不
明〕

1枚
書の手本の作者、タイトルと値段

ペン
日本郵船株式会社用箋
封筒なし

1506 「出雲大社造営沿
革社図」

〔作成者不
明〕

明治11年 1枚
印刷

1507 浙江省垣坊巷全図 〔作成者不
明〕

明治11年2月 1枚
地図

印刷

1508 浙江省垣坊巷全図 許嘉徳 〔明治11年〕
年6月

1枚
地図

印刷

1509 西子湖図 〔作成者不
明〕

明治27年 1枚
印刷

1510 〔蘇州都市図〕 〔作成者不
明〕

1枚
印刷

1511 〔西湖測量図〕 〔作成者不
明〕

1枚
印刷
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1512 杭州省城全図 〔作成者不
明〕

1枚
印刷

1513 蘇城全図 〔作成者不
明〕

1枚
印刷

1514 武蔵総社略記 藤原盛章 文政12年 1冊
印刷

1515 活版帖之説 3枚
徳富蘇峰「青丘詩録　朝鮮の活版」一

～三（掲載紙不明、新聞切抜）
封筒、1枚/包紙、1枚

印刷

1516 巴調 1枚
墨書

封筒のみ

1517 非黙菴十三回追福
茶事

〔近藤廉平〕 大正4年5月31
日～6月5日

1枚
参加者のリスト

「東都茶会期　其日庵追福茶会」
甲～戌（掲載誌不明、新聞切抜）、5枚

墨書

1518 本阿弥琳雅　大正
七年六月廿一日　
拵の為メ預ケ記

本阿弥琳雅 近藤廉平 大正7年6月21
日

2枚
刀剣類の預かり証と仕様書

封筒、1枚
墨書

1519 三丹行骨董録 下浣念 明治6年6月 1綴
墨書

1520 〔温泉効能書〕 1枚
城崎温泉温泉宿の紹介文ヵ

墨書

1521 〔樹皮に文字を記
したもの〕

1枚
ペン

タム文字或はミャンマー文字
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